


2020年４～６月カリキュラム（第77号）
─救済史に基づく２年サイクル　第１年─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句
　　単 元 の 目 標

４月５日
一番大切なこと：
神さまと共に歩む

問１ ウ小1,12,20、ハイデ1,6,53,74,120
ヨハネ12：27－36 ヨハネ12：35

人生の目的は、神と共に歩むこと。信仰生活の恵みを感謝しよう。

４月12日
イースター

復活されたキリスト
─ 子どもと親30、ウ小30

ヨハネ21：1－19 ヨハネ21：22
罪を赦す神の大きな愛を覚え、その御心に従っていこう。

４月19日
一番大切なこと：
神の子とされて

問１ ウ小1,32,34,36,100、他
ルカ19：1－10 ガラテヤ3：26

人生の目的は、神の子として生きること。神の子とされていることを感謝しよう。

４月26日
信じて歩む道：
神を知る喜びに生きる

問２ ─
ヨハネ4：7－26 コリント一10：31

人生の目的は、神を知り、その栄光をたたえること。あるがままの姿で主に従おう。

５月３日
信じて歩む道：
神と人に仕えて生きる

問２ 子どもと親44
ヨハネ4：31－42 ２テモテ4：2

人生の目的は、神を喜び、神に仕えて歩むこと。あるがままの姿で主に仕えよう。

５月10日
救われた歩み：
イエスさまを信じる

問３ ハイデ21、子どもと親35
ルカ24：28－43 使徒言行録16：31

神はキリストによって和解してくださった。信じるだけで救われる幸いを覚えよう。

５月17日
救われた歩み：
神の子とされた喜び

問３ ウ小33, 34
ルカ15：11－24 ルカ15：20

神の子とされ、神の子として歩むことこそ人生のすべて。神の子の自覚を深めよう。

５月24日
教会と共に歩む道
呼び出され生きる

─ ウ小88、ハイデ65,　66
使徒2：41－47 使徒2：42

約束の聖霊降臨と使徒たちの力強い説教は今ここに。聖霊の力を求めて生きよう。

５月31日
ペンテコステ

キリストの教会の誕生 問４ ウ小88、ハイデ65－67
使徒2：1－42 使徒2：38

神と共に歩むとは、信仰共同体と歩むこと。教会なくして救いなし。主日を大切に。

６月７日
信仰生活・送り出されて
生きる

問４ ハイデ86－91
ルカ10：38－42 マタイ28：18, 19

神と共に歩むとは、神の国を前進させるために派遣されること。伝道、奉仕、証に生きよう。

６月14日
愛に生きる 問５ ウ小39, 88、ハイデ86

ルカ10：25－37 ヨハネ15：12
神は愛であるので、人は神と隣人を愛することが本来の姿。神の愛を感謝して。

６月21日
祈りに生きる 問５ ウ小39, 88、ハイデ86

マルコ1：35－39 テサロニケ一5：17
 愛に生きるためには、日々、神の愛に満たされることが必要。祈りなくして力なし。祈りを大切に。

６月28日
聖書・神の御言葉 問６ ウ小2, 3、ウ信１章

ペトロ二1：16－21 詩編119：105
聖書なくして神とその御心は分からず、信仰もない。聖書の尊さを知ろう。
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まえがき

子ども教理問答の必要性
立　石　章　三

　横浜中央教会では教会学校の礼拝を、小
学生以下と中学生以上に分けて２回行って
います。中学・高校生課では昨年１年間、
私の作成した『中学生・高校生のためのキ
リスト教初歩教理問答』をテキストに、１
回に４問を牧師が解説し、適用の説教をし
てきました。
　私がこの教理問答の必要性を感じたの
は、教会学校出席生徒の構成が契約の子と
近隣の子供で半々であること、また生徒は
必ずしも毎週出席するわけではないので、
聖書を連続して講解する説教ができないこ
とです。それで毎回一話完結話でありなが
ら教理の体系を学べるテキストをいつも携
帯させることによって、聖書の全体像を理
解させようとしたわけです。
　過去６年間に小学生用の『キリスト教子
ども教理問答』、中・高校生用の『キリス
ト教初歩教理問』を作りすでに３版になり
ましたが、このテキストを作り続けること
は私自身の訓練になりました。できるだけ
短い言葉でキリスト教教理を簡潔に述べる
のは結構難しいからです。
　中・高校生はかなりの抽象的概念も考え
ることができる年齢ですから、初歩教理問
答ではスタートの第１問に最も時間をかけ
ました。私は神知識（神概念）の中に時間
を導入することに下記のような問と答を作
りました。
問１： この世界はいつ、どのように始まっ

たのですか。

答： 神が、見える世界と見えない世界のす
べてを造られました。神は最初に光を
造り、次に時間を造られました。神は時
間の外におられる方ですが、自然と人
間と生物をすべて、時間という枠組み
の中で生きるように定められました。

　この問答によって、最も難しい問題の一
つである「この世に悪が入り込んで来た」
のは、神の決められた時間の中だけという
ように展開できます。また見える世界、こ
の世だけがすべてではない、人生には次の
ステップ、神の国での人生があると教えら
れます。
　このテキストを携帯させることは子ども
にも、親にとっても効果があったようです。
未信者の親は子どもが教会で何を教わって
いるかということが一番気になることで
しょう。しかしこのテキストを見れば一目
瞭然です。「変なことは教えていなようだ」
と安心できます。またその日欠席した子ど
もは、当日分のテキストを読むことによっ
て連続性が出てきます。
　洗礼志願者に『ウェストミンスター小教
理問答』を教えることは教師の必須事項で
すが、洗礼・信仰告白にあたっての「６項
目の誓約事項」の解説も牧会生活の中で必
須です。改革派教会のすべての教師が、「誓
約事項」の解説書と「子ども教理問答」を
自分で作るように自己訓練されるなら、改
革派教会教師全体の知的レベルがボトム
アップされるでしょう。
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巻頭説教

成長する天の国
マタイによる福音書13章31～38節

小　峯　　　明

　各教会の教会学校で奉仕しておられる教
師たちと信仰教育に関わる奉仕をしておら
れる方々に神様の祝福を祈ります。わたし
たちの働きは、今はまだ小さなものに見え
るかもしれませんが、社会と歴史を変革し
ています。それはまだ目に見えない働きの
ようですが、やがて少しずつ目に見えるも
のになっていきます。主イエスは、ガリラ
ヤで伝道を始めた時に「悔い改めよ。天の
国は近づいた」と語っておられます。天の
国はまさに主イエスにおいてすでに到来し
ています。
　その天の国の特徴を語るたとえがマタイ
13：31～33には二つ語られています。「天
の国はからし種に似ている」。そしてもう
一つの譬えは「天の国はパン種に似ている」
と語られています。二つとも相互に関連し
た主題を語っています。それはとても小さ
いものが巨大になるということであり、最
初と最後は比較出来ないほどの差があると
いうことです。
　主イエスの時代のユダヤではからし種
は、野菜を漬ける時などに用いられ、医療
にも用いられましたようです。からしの葉
はからし菜として全野菜中最も大きく成長
し、ガリラヤ湖の地方では３ｍにも達する
ものがあるそうです。黒からしと白からし
と二種類ありますが、どちらの種もとても
小さく、黒からしの種子は0.95ミリから1.6
ミリほどです。あんぱんの上にまぶせてあ

る芥子の実と同じ位の小ささです。
　天の国はからし種に似ているというのは
最初主イエスと共に到来した時に天の国は
これほどの小ささであったということで
す。それは隠されているような存在であり、
だれも気にも留めない存在であり、吹けば
飛ぶような存在でした。
　しかしその最後は、全ての野菜の中で最
大になり「空の鳥が来て枝に巣を作るほど
の木に」なります。ここに天の国の特徴が
あります。
  その天の国は主イエスにおいてわたした
ちが神と共にある、神との交わりを与えら
れる領域です。それは今もわたしたちの教
会において存在し礼拝において最も鮮やか
にその姿を現します。国といっても、地上
の国家のように国境があるわけではありま
せん。むしろ、地上の国境を越えて成長し
ていきます。
　ただ、このたとえでは「成長すると」と
語られていますが成長の過程や時間より
も、始めと終わりの比較が強調されていま
す。当時のユダヤ人たちは、天の国がその
ように到来するとは思っていませんでし
た。彼らはローマの軍隊を打ち破り、ユダ
ヤ帝国を実現する神の支配を期待していま
した。けれども、主イエスによって到来し
た天の国は、ユダヤ国家の独立ではなく、
主イエスを信じることで入れられる信仰の
共同体です。その信仰の共同体はからし種
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ほどの小さい共同体として始まりますが、
やがて全世界に及び、最後には世界全体が
神の支配のもとにおかれます。
　次の譬えは天の国はパン種に似ていると
記されています。ご承知のように、パン種
はイースト菌でありパンを醗酵させる酵母
です。ここではパン種の量は記されていま
せんが、いずれにしても少量です。他方粉
は３サトンと記されています。１サトンは
約12.8リットルですから、３サトンは約39
リットル。パンにすると約150人分の量に
当たります。ここでも僅かなイースト菌が
粉全体を醗酵させて膨らませることが語ら
れています。天の国は、最初は僅かなパン
種だけれども、ついには粉全体に影響して
全体を膨らませます。
　ここでパン種を「混ぜる」と記されてい
る言葉は、中に隠すという意味もあります。
そのように、天の国は隠された形で始まり
ます。しかし、発酵が進むと全体が大きく
膨らみます。地上に到来した天の国は、こ
の世界の中にあってはまことに小さな存在
ですが、その全体を変えてしまう力を持ち
ます。この二つの譬えには解説がありませ
ん。たとえそのものによって天の国の特徴
がわかるからでしょう。しかし、成長のス
ピードと発酵のスピードは具体的には語ら
れていませんので、わたしたちも成長が遅
いと戸惑いを感じるかもしれません。
　後に主イエスが昇天される時に、使徒た
ちは「主よ、イスラエルのために国を立て
直してくださるのは、この時ですか」と尋
ねました。栄光の神の国は復活された主イ
エスによって今実現されるのですかと尋ね
たわけです。からし種の種は、一気に発芽
し今、この時に瞬く間に成長するのですか
ということでしょう。

　主イエスは時については直接答えずに、
弟子たちが聖霊の力を受けて、ユダヤとサ
マリアの全土、また地の果てに至るまで、
わたしの証人となると言われました。天の
国は使徒たちによって宣べ伝えられて各地
で教会としてその姿を示し、成長し拡大す
るということです。その天の国は主イエス
の十字架と復活を通して弟子たちの目に力
を持って示されました。主イエスは昇天さ
れますが、使徒たちに聖霊が注がれます。
そして使徒たちと彼らに続く世々の教会は
地の果てにまで遣わされて今日に至ってい
ます。マタイ福音書はそれから終わりが来
ると24：14で語っています。
　からし種の木は今も成長の途上にありま
す。使徒たちも地の果てと言われて途方に
暮れたかもしれません。しかし、聖霊が注
がれた日に、神は世界の各地から多くの
人々を五旬祭の巡礼者としてエルサレムに
集めておられました。彼らの中にはペテロ
の説教を聞いて回心して各地に戻って行っ
た者たちがいたでしょう。
　からし種の成長は今も続いています。わ
たしたちの社会においてはあまり目に見え
る進展は感じないかも知れませんが、この
国でも天の国は今も成長を続けています。そ
のために使徒たちが用いられたように、わ
たしたちが用いられているのです。祈ります。

　主なる御神　あなたの御名を崇め賛美し
ます。天の国の進展が、聖霊によるわたし
たちの働きによって成長し進展していま
す。信仰によってその神の御業を見させて
ください。各地の教会で奉仕しておられる
一人一人を、そして教会の営みを守り支え
てください。主の御名により祈ります。アー
メン （船橋高根教会牧師）  
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連載

教会学校教師のための説教準備ガイド Ⅰ
牧　野　信　成

　牧師ではない教会学校の教師が、子ども
礼拝で説教する場合は少なくないと思いま
す。しかし、そのための訓練を特別に用意
している教会がどれだけあるのかわかりま
せん。大抵はそれぞれの教会が従来行なっ
て来た仕方を見よう見まねで学んで、だん
だんと身に着けるのではないでしょうか。
牧師や CS教師会で責任をもって準備教育
がなされていれば理想的ですが、そうした
手引きなくして困っている先生方のため
に、何らかの手助けができればと願って、
ここに説教準備のためのガイドを記してみ
ます。CS教師になるための資格のような
ことは以前に相馬先生が書いておられたの
でそちらに委ねます。ここでは本教案誌を
用いていることを前提にしますが、応用は
幾らでもできると思います。

〈ステップ　その１〉

　その日に割り当てられた聖書箇所は、カ
リキュラムのサイクルに則って選ばれてい
ます（他の教案誌でもそう）。ですから、
それがどのような順序で選ばれているの
か、前後のつながりを確認します。
　この点、本誌のカリキュラムは今『子ど
もと親のカテキズム』の問答に従って聖書
箇所を選んで説教しますから、その順序と
テーマは明確です。前号までの「救済史に
基づくサイクル」では、聖書物語の筋道を
辿りますから、与えられた箇所がそのどの
辺りに位置付けられるかを確認する必要が

あります。例えば、バベルの塔の話（２月
23日）は１章から11章まで続く人類の堕落
と発展の物語の終わりであり、12章から始
まるアブラハムの選び（３月１日）の物語
を準備する重要な位置を持っています。
　「カテキズム」による説教をする場合も、
聖書の御言葉に基づく説教を心がけますか
ら、選ばれた箇所の前後のつながりを確認
するのは聖書解釈の基本です。

〈ステップ　その２〉

　さて、では実際に与えられた箇所を読ん
でみます。日本語の翻訳聖書には数種類あ
りますが、教会の事情に合わせて用いる翻
訳を選べばよろしいでしょう。まずは自分
の聖書で黙読します。出来ればその後、声
に出して読むといいでしょう。その時、大
切なのは言葉を感覚的につかむことです。
言葉を実際に口にすることで、テキストの
特徴に改めて気づかされることがありま
す。一度きり読んでお終いにせず、納得が
行くまで何度か読んでみましょう。

〈ステップ　その３〉

　テキストにアンダーラインなどの書き込
みをします。聖書そのものに書き込むのを
ためらうなら、テキストを別のノートに抜
き書きするか、コピー機で複写しましょう。
聖書ソフトを持っていれば、そこから当該
箇所をコピーして新たしいノートを作れば
良いでしょう。
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　まず、意味が分からなかったり、理解が
曖昧な単語や文にしるしをつけましょう。
また、繰り返し出てくる語に注意してしる
しをつけましょう。一番重要だと思われる
語や文にも線を引いておきましょう。それ
ぞれ色を区別しておくと見やすくなりま
す。
　長いテキストの場合は、どこで段落が区
切れるか確認しておきましょう。日本語訳
でなされている段落が必ずしも適切でない
場合もあるので注意しましょう。そうして
全体の流れ（起承転結など）を把握してお
きましょう。

〈ステップ　その４〉

　ここで、他の翻訳聖書と比較してみます。
新共同訳を用いているならば、新改訳、聖
書協会共同訳などの新しい翻訳を参照する
ことをお勧めします。余力があるならば岩
波訳、フランシスコ会訳などもオススメで
す。さらに英語訳も役に立ちますが、利用
できる範囲で十分です。教会の書棚にはこ
うした翻訳聖書の幾らかは備えておきたい
ものです。
　比較してみると案外違いに気がつくもの
です。訳語が違えばニュアンスも違ってき
ます。明らかに解釈が異なる場合は、自分
はどちらの理解を採るか考えなくてはなり
ません。また、読んだだけでは気づかなかっ
た問題のありかを、この比較によって改め
て発見できる場合もあります。気付いた点
はノートに書き込んでおきましょう。
　ちなみに牧師は原則として原語（ヘブラ
イ語・ギリシア語）で聖書を読んで説教の
準備をします。今日では便利な聖書ソフト
が数種類ありますから、PC上でその作業
を進めることができます。そうして牧師は

原典から言葉のニュアンスを直接把握する
よう努めますが、それに近いことを翻訳の
比較のよってある程度することができま
す。後は解説書（注解書）の力を借りれば、
とりあえず十分です。

＊
　ここまで聖書の他には何の本も開いてい
ません。しかし、この段階でテキストのメッ
セージはだいぶ形をとってきているはずで
す。今日の御言葉は何を中心的に伝えよう
としているのか、どう子どもたちに伝えた
らいいのか、という黙想は、すでにこの段
階で始まっています。
　ただ、自分の読解力や黙想を過信するこ
とのないように検証作業が必要です。それ
が、この後のステップです。
　次回にその案内をしますが、今回のこの
作業を、手を抜かないで丁寧に進めてくだ
さい。慣れるまでに時間がかかるかもしれ
ません。心急くことなく、聖書の一つ一つ
の言葉に向き合う作業は、それ自体が祈り
に近いものになりますし、習熟すると愉し
みにさえなります。

＊
　さて、今回のおさらいです。
１　前後のつながりを確かめる。
２　テキストを黙読・音読する。
３　テキストをコピーして観察する。
４　翻訳聖書を比較する。

　説教準備のために各自「説教ノート」を
作ることをお勧めします。手書きでも PC
でも構いません。そのノートを手掛かりに、
後に説教原稿の執筆が始まります。質問が
あればどうぞ編集部までお寄せください。
 （長野佐久伝道所）
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１  長老主義制度による教会政治

 ──宣教長老と治会長老

　長老になるための準備教育として必要な
事柄を幾つか申し上げることにいたしま
す。先ず、そのための前提的（序論的）な
事柄を確認しておきます。
　教会を特定の組織また制度として運営
し、形成するための働きが教会政治です。
私たちの教会は聖書に教えられる政治制度
また形態として、長老主義政治を採ってい
ます。これは単純に言えば、長老と呼ばれ
る複数の役員による共同の教会指導のこと
です。
　新約聖書で教えられ、また命じられてい
る恒常的な職務は、長老（＝監督）と執事
です。長老は必ず複数立てられ、共同で教
会（すなわち教会員）を霊的に指導し養育
します。既に最初期の教会に、長老の中に
特に御言葉の教えにも労する長老がいまし
たが、時の経過の中で他の長老たちから区
別され、一つの職務としての教師職が確立
して行きました。しかし、それでも、教師
も長老の一形態であるという理解が継承さ
れて行きました。それで、長老主義教会で
は、教師（牧師、宣教教師）は宣教長老と
言われます。
　これに対して、教師ではない長老（通常
言われる長老）は治会長老と言われますが、
文字通り、教会を治める、すなわち霊的に
統治する人たちです。そして、治会長老（複
数）と宣教長老（多くの場合、一人）とで

会議ないし議会を構成し、聖書と教会憲法
（特に教会規程）の下に合議制によって意
思決定し、それぞれの務めを果たすように
しています。
　治会長老は決して、単なる何かの係では
ありません。長老は、本来の、唯一の統治
者（牧者）であられるイエス・キリストの
器であり、また、キリストに代わる助け主
（弁護者）、聖霊の神の器であって、統治権
能を委ねられた人たちです。しかし、真の
統治者の器となるということは、その統治
者の僕になるということに他なりません。
長老になる（長老職に就く）上で最も重要
なことは、この点の明確な自覚・認識です。
　さらに、キリストの僕であることは、キ
リストが弟子たちに関わられたように教会
員に関わらなければならない、ということ
でもあります。キリストは、弟子たちの洗
足に象徴されるように、僕となられました。
それゆえに、長老もまたキリストの僕とし
て、兄弟姉妹たちの僕でもあるのです。
　牧師と長老は共に長老ですが、宣教長老
が取り次いだ神の言葉が教会員において豊
かに実を結ぶために労する、言い換えれば、
キリストが聖霊の神により、御言葉を通し
て群れを牧されることに良く仕える―これ
が治会長老の務めです。牧師も長老も、神
の言葉が会衆を霊的に養い成長させるため
に、それぞれの働き（宣教と治会）に召さ
れた人たちに他なりません
　牧師と長老はそれぞれの働きをします

長老になるための準備教育（1）
市　川　康　則 
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が、その基礎付け・方向付けのために一つ
の会議を構成します。これが小会（小会議
ないし小議会）と呼ばれる組織です。この
他に、一定地域の諸教会の代表者である教
師と長老が構成する中会（中会議／中議
会）、そして、全国の諸教会（あるいは諸
中会の）代表としての教師と長老が構成す
る大会（大会議／大議会）があります。こ
れは長老主義政治の特徴の一つ、教会会議
の段階的構成です。
　長老候補者は長老主義政治のこのような
特徴を良く理解しておくことが必要です。
 
２  一教会員としての信仰と奉仕における

成長

　教師も長老も決して会衆の上位にある聖
職者ではありません。それぞれ、一教会員
に他なりません。したがって、会衆を霊的
に指導し統治する役員自身が、一信徒とし
て信仰生活と教会奉仕においてその良き実
例となることが大切であり、また有益です。
「政治規準」の第五十五条（治会長老の任務）
の第四項に「個々のキリスト信者が愛の律
法によって果たすべき一切の義務を、特に
治会長老として果たすこと」と定められて
いる通りです。
　長老候補者は一信徒として、信仰告白あ
るいは成人洗礼に際して求められる誓約事
項（全六箇条）に忠実であることが前提で
ある、と言わなければなりません。特に第
五・六箇条（教会生活・奉仕、改革派教会
の政治）の順守と励行が必要です。
　礼拝出席は（特に御言葉に聴き、聖餐に
与ることは）教会員としての霊的生活の土
台・出発点です。また、教会はその頭であ
られるキリストの体であり、信徒はその体
の各部分ですから、各自は体全体の中で自

分が占める位置、果たすべき役割を的確に
理解し、良き働きをしなければなりません。
　また、教会を建て上げることの一環とし
て、献金があります。貨幣経済社会に生き
る限り、牧師給与、水光熱費、保険金、工
事費、その他諸々の必要も、お金で賄

まかな

うし
かありません。そのために献金が必要な訳
です。
　しかし、金銭を始め、すべての持ち物（と
思っているもの）は、実は、神の御心に適っ
た仕方で管理、運用するためにこそ委ねら
れた賜物であるのです。そのために、教会
の必要を良く知り、どのように、どれほど
捧
ささ

げるかを十分考え、神への感謝と献身の
証にふさわしく捧げなければなりません。
決して律法主義や功績主義に陥ってはいけ
ませんが、神が養い支え続けてくださるこ
とへの信仰と感謝から、収入に応じて賢く
捧げましょう。
　長老候補者は、自分の礼拝出席（また欠
席）や奉仕活動や献金の現実がどうか、他
の信徒から見て（模範でないにしても）有
益な見本となっているか、自問、自戒する
ことが必要です。
　洗礼（信仰告白）の誓約事項の第六箇条
は、私たちの教会政治の受容とそれへの忠
実（信頼）、およびそれによる教会の純潔
と平和の努力を求めています。一言で言え
ば、教会の一致の努力です。教会政治は、
政治のための政治ではありません。頭なる
キリストの一つの体にふさわしく、各部分
が全体として一つにまとめ上げられるため
にこそ、教会政治がある訳です。
　このことと関連して付け加えますが、教
会そのものが一つの共同体ですから、その
運営と形成の責任主体である小会も、会議
形態の共同体です。それゆえ、そこでは各
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人が自分の意見を明確に述べると共に、他
者の意見を真剣に聞くということが不可欠
です。謙遜と忍耐の内に、他者との意思疎
通の習熟にも努めましょう。
　教会政治は役員だけの関心事また管掌事
項ではありません。それは全教会員が関わ
り、参与する事柄です。教会政治は、キリ
ストが聖霊によって御言葉を用いて教会を
統治されることの、制度的具体化のための
方法また制度です。長老候補者は一信徒と
して自覚的、積極的に、ふさわしい仕方で
教会政治に関わるように努めることが必要
です。このような努力は、長老職に就いた
とき、その職務遂行のための良き備えとな
ります。
 
３ 御言葉の学びと祈りにおける修練

　ここからは「政治規準」第五十五条が定
めている長老の務めを個別に取り上げま
す。但し、個別と言っても、個々の務めが
互いに独立している訳ではなく、密接に他
の務めと関連しています。
　第五十五条第一項で教会員の中に教理と
道徳の腐敗が生じないように見守ること
が、第五項で教会員のための牧会的祈祷が、
第六項で説教が実を結ぶように見守ること
が、そして、第八項で御言葉を教え、率先
して伝道することが、それぞれ定められて
います。
　これらの務めを果たすために必要な共通
事項を要約して言いますと、長老は特に御
言葉の学びと祈りに熱心になることが第一
義的に重要である、ということです。なぜ
なら、御言葉と祈りはセットだからです。
御言葉は、神が民に語られることですが、
当然、それが聴かれることを前提にしてい
ます。祈りは、民が神に語ることですが、

その内容が御言葉に適っていることを前提
にしています。これら二つは、契約関係に
おける神の行為と民の行為で、互いに他方
を前提とするという相互関係にあります。
　長老は、教会員の信仰（教理）と生活（道
徳）が誤らないように、また、教会員が御
言葉を聴いて励まされ、それを具体的に実
践して、信仰がさらに成長し、奉仕活動が
豊かになって行くように、気を配らなけれ
ばなりません。しかし、それができるため
には、聖書の知識が不可欠です。聖書の教
えが真の実りか否かの判断基準だからで
す。
　そして、そのために祈りが不可欠です。
その祈りは、長老自身の適切な働きのため
であると共に、教会員の信仰と生活の適正
化を願って神に執り成すためです。長老は
祈りにおいて教会員を担い、神の前に差し
出し、神の祝福に与らせるのです。そもそ
も、真の牧会者、祝福の授与者は神ご自身
です。長老は、神が会衆にそのようにして
くださるための器に他ならず、それゆえ、
その器が中心的になすべきことは、神の祝
福が会衆に与えられることを祈り求めるこ
とです。
　このように、御言葉を学び、正しく知り、
それに従って教会員を霊的に養う、そして
これと一体となって、神に執り成しの祈り
を捧げる―これが長老の最も重要な務めで
あります。
　御言葉の学びの必要性に関連して、さら
に申しますと、教会では時々牧師が説教で
きないことがあり、長老が代わって説教し
なければならない場合があります。した
がって、御言葉を良く学んで理解していな
いなら、この務めは十分に果たせません。
　御言葉を学ぶとは、より適切に言い換え
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れば、神が御言葉を通して語られるのを聖
霊の導きの下に聴くということです。御言
葉の学び（聖書とその教理の知識）は、知
識のための知識ではなく、根本的に会衆を
霊的に養うための知識です。そのためには、
先ず自分自身が御言葉を聴き、受け取らな
ければなりません（拝聴し、拝受するので
す）。
　そして、この姿勢は神への祈りの姿勢と

同じです。祈りは神への語りかけですが、
決して友達に語りかけるようなものではな
く、平身低頭しての懇願です。そして、何
を願うのかと言えば、神が聖書を与えられ
た目的―広く言えば宣教、長老の務めに則
して言えば牧会―のために、自分がふさわ
しく調

ととの

えられ、用いられることです。長老
候補者は今から御言葉と祈りに熱心になり
ましょう。 （千城台教会牧師）
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「聞け、イスラエルよ。私たちの神、主は
唯一の主である。 心を尽くし、魂を尽くし、
力を尽くしてあなたの神、主を愛しなさい。 
今日私が命じるこれらの言葉を心に留めな
さい。 そして、あなたの子どもたちに繰
り返し告げなさい。家に座っているときも、
道を歩いているときも、寝ているときも、
起きているときも唱えなさい。 その言葉
をしるしとして手に結び、記章として額に
付け、 また家の入り口の柱と町の門に書き
記しなさい。」 （申命記６章 ４～９節）

　私たちファンデァヴアット一家における
契約の子の教育についていくつかのアイデ
アを分かち合いたいと思います。その背後
に、南アフリカ・オランダ改革派教会の信
仰の伝統も当然あります。2009年４月に当
教会から派遣されて、始めて宣教師として
徳島市に参りました。そして、我が家では
そちらで、ほぼ７年前からホームスクーリ
ングを実際に始めました。それ以来、色々
な挑戦を直面してきました。この度、その
間経験してきたことについて共有したいと
願っております。

　ホームスクールは依然として議論の余地
があり、日本ではまだあまり知られていま
せん。ホームスクーリングは非常に私的な
選択です。私たちはそれをおすすめしよう
としているのではありません。（もし出来
たとしても）。我々は皆がそうすべきだと

言うつもりもありません。我が家の状況は、
日本では非常に特殊です。私たちは、ある
哲学思想を持つ西洋的なところからやって
来ました。こういう外国人が大胆な選択を
するのは、ある意味では、ずっと簡単です。
西洋で大勢の人がホームスクールをしてい
るのは事実で、日本でもそれを選ぶ人が増
えてきているように思います。ホームス
クーリングは新しい概念ではありません。
家庭での学習は、いつの時代でも行われて
きました。

　まず、次のことを強調すべきだと思いま
す。ホームスクーリングのすべてが簡単で
素晴らしいわけではありません。多くの試
練があって、多くの不安も勿論あります。
保証はありません。私たち（ステファンと
カリナ）は親として、これをやり遂げるた
めに多くの時間と労力をかけなければなり
ません。時折、自分たちは十分にできてい
るのか、別の方法で行った方がいいのか、
正しい方法でやっているのか、などと思う
ことがあります。またホームスクーリング
をすれば、確実に自分の子どもが親の用意
した道を歩んでいくと言えるものでもあり
ません。そのような保証はありません。ク
リスチャンの親として私たちは、主にある
方法で契約の子どもたちを訓育することに
全力を尽くしています。しかし最終的には
子どもは自分で自由に選択をすることにな
ります。私たちに言えるのはただ「神の恵

特別寄稿

家庭における契約の子の教育について
ファンデァヴアット・ステファンとカリナ
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みによって」ということだけです。

　そういうわけで、私たちがホームスクー
リングをすることに決めた経緯について分
かち合いますが、本当に個人的なレベルで
の話になります。ホームスクーリングをさ
せていただけること自体が素晴らしい賜物
だと感じています。私たちは、深く祈りつ
つ、多くの人と相談し、いろいろ調べてこ
う決めましたが、克服すべき試練も（時に
は毎日のように）あって、一生懸命努力し
ているのです。西洋でホームスクールが選
ばれている理由はいろいろあります。宗教
的な理由。実際的な理由；住んでいる場所
が良い学校から遠く離れている；子どもに
何らかの学習障害や身体障害がある；宣教
地にいて；母国語でも教えたいと望んでい
る；など。学業レベルの観点から―親が公
立学校よりも優れた教育を提供できると感
じている。

　西洋でのホームスクーリングもまた人気
が高まっています。現在、アメリカでは
220万人、南アフリカでは５万から10万人
のホームスクールの生徒がいます。公立学
校と比較して、ホームスクールの子どもが
学力的にどのような成績を収めているか示
すことができますが、私たちがこれを選ん
だのは、単に学業レベルの観点からの理由
によるのではありません。

　私たちがホームスクーリングを選んだ理
由は、子どもたちを英語だけでなくアフリ
カーンス語、そして日本語も話せるように
したいと思ったからです。いくつかの宣教
師家庭がしていらっしゃるように、うちの
４人の子どもを小学校の時から、あるいは

中学校からでも、インターナショナルス
クールに入れる経済力が私たちにはありま
せん。実は私たちは、子ども達を何年かは
日本の学校に通わせようかどうしようか、
長い時間をかけて話し合いました。そして
実際、上の二人の子は日本の幼稚園に行き
ました。

　ホームスクーリングを選んだ理由はいく
つかありますが、決定的な理由の一つは教
育のあり方です。言い換えれば、私たちが
どのように教育を定義しているかです。教
育へのアプローチは、古くは初期のギリシ
アから始まり、教父によって修正されまし
た。20世紀まで、教育は真理、美、善を追
求することでした。しかし、教育に対する
現代のアプローチは、時代を超えて受け継
がれてきた古典的なアプローチとは大きく
異なります。古典的なアプローチは、全人
教育を目指していて心、体、霊 にまで及
びます。教育の目標は、常に人をより高く、
より良くすることでした。現代的なアプ
ローチは、物質的なものだけに焦点を当て
ています。それは人生においてより重要な
ものがあることを否定します。そして人間
を、社会や経済にとって最大の益となるよ
うに操作されるべき高度に発達した「動物」
として見ています。

　公立学校を批判することなく、ホームス
クーリングの選択について話すのは難しい
です。しかし、公立学校批判をするつもり
はありません。私たち（ステファンとカリ
ナ）も普通の公立学校に行き、そのことは
とても良かったと思っています。振り返っ
てみると、確かに学問的なことは学校で学
びました。けれども、我々が言いたい「教
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育」というものは家で（家族によって、家
庭の営みの中で）行われていました。家族
との情熱的な議論を通して教えられまし
た。あるいは一人の読書の時間を通して教
えられました。そして、（キリスト者である）
両親や親しい友人とこれらの考えについて
話し合いました。申命記６章４～９節にあ
るように、「家に座っているときも、道を
歩いているときも、寝ているときも、起き
ているときも唱えなさい」、こういうこと
が私たちの人生を何よりも変えました。こ
ういうことが、自分の目標についての考え
方、何が真実なのか、何が美しいのか、何
が良いことなのか、ということについての
考え方に影響しました。

　公立学校へ通っていても、これは家庭で
行えることだと思います。しかし、時間の
制約の中で、テスト（試験）を行なうこと
とカリキュラムをこなすことに重点が置か
れて、競争が過熱していっているために、
その人全体を教育することがますます困難
になってきています。だから我々が今まで
のホームスクールの経験について話すと
き、本当に感謝の気持ちを感じます。私た
ちにとって、この選択を得させられたこと
は主の恵みです。
  
　今の子どもたちが余暇の時間をとること
は良くないことだというプレッシャーを受
けているように思います。私たちが考える
「余暇（leisure）」とは、厳しく決められた
学校のカリキュラム以外のことをしてよい
「ゆるされた時間」を意味します。ヨーゼフ・
ピーパー（Joseph Pieper、20世紀の有名な
ドイツの哲学者）によれば、「余暇は怠け
ることではない。体と魂の今のありさまを

受け入れる力を養う心の態度と魂の状態」
なのです。

　皆、身をもって感じているように、私た
ちの生活はどんどん時間に追われていって
います。「学ぶ」ということをまだ十分に
会得できていない子どもたちは、じっくり
考えたり瞑想したりするという健全な習慣
を学ぶべきなのに、それができないように
する方向へと引きずられていってしまいま
す。それで、ほとんどの子が、「勉強がす
べて」という世界に追いやられてしまいま
す。ピーパーによれば、それが現代のせわ
しなさと絶望を引き起こしました。「健全
な哲学や真の宗教は、余暇の中でのみ生ま
れる。 ──神のご性質のことも含め、あ
らゆる事をじっくり考えるための余暇。余
暇は今までもこれからもいつも、すべての
文化の基礎であり続ける。」
 （ヨーゼフ・ピーパー）
　授業やテスト、クラブ活動のプレッ
シャーはさておき、学ぶこと自体が「学校」
内でなされる活動だけに押し込められてし
まっているというのが問題です。そうでは
なくて、私たちの望みは、生きる上での特
権として自発的になされるはずの「学び」
に、一生追いまくられるということになら
ないようにする、ということではないで
しょうか？　一生、生きる主の御言葉がし
るしとして手に結ばれ、記章として額に付
けられるということではないでしょうか？

　ほかでもない自分の子どもたちによっ
て、私という人格は形成されてきました。
子どもたちは私の最も罪深い態度を暴きま
したし、今も暴いてきます。私たちにとっ
て教育の目的は、突き詰めると、神が私た
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ちにそうなるようにと願っておられるより
完全な人間になることを学ぶことです。教
育は、私たち全員にとって、聖化のプロセ
スです。学ぶこと、赦しを求めること、謙
虚になって神が与えてくださる真理とイエ
スの献身的な愛にある美しさを探すことで
す。聖霊が私たちの生活を治められること
を許すなら、聖霊の実が私たちの生活の中
に生まれるという良さもあります。

　私たちのビジョンは、私たちの子どもた
ちがゆっくりと時間を過ごしつつ、アイデ
アやコンセプトについて熱心によく考える
ことです。そうすることで、人生とは何か、
その目的は何か、という大きな問題につい
て語ることができるようになります。それ
は神の栄光をあらわし、御名を賛美するこ
とにもつながります。ですから私たちの家
では、神について、歴史について、そして
文学について、さまざまな考え方や議論が
出てきます。そして、それについて話しあっ
たり、考えたり、論争したりすることに時
間をさいています。私たちは教育の中心に
主にある美、真理、善の三本柱が立ってい
る雰囲気を作ろうとしています。私たちは
これらのことを味わえるように、意図的に
時間を守っています。

　この点で、私たち親は子どもとの関係を
大切にしています。ホームスクーリングの
最大の利点の一つは、多くの時間を一緒に
過ごすことができることです。我々は子ど
もたちと一緒に過ごすのが大好きです。私
たちは彼らと学び、なぜ？　とふしぎそう
な顔をしたり、わかった！　と納得したり
する瞬間を見ることが大好きです。悪い日
もあります。涙が出ることもあります。ぐっ

たり疲れてしまうこともあります。

　けれども、穏やかで愛情あふれる家庭の
ぬくもりは、家の外にどんな最高の場が
あったとしても、何にも代えがたいもので
す。穏やかで愛情あふれる家庭は、最適な
学習をそこで行うためにも必要ですし、子
どもたちの感情的安定のため、子どもたち
がバランスのとれた大人に成長するために
も必要です。しかし（そういう家庭環境は）、
子どもたちとあなたとの関係のためにより
重要です。親が自分を大切にしてくれてい
ること、家族との生活があなたの最も重要
な優先事項の一つであるということが子ど
もたちにわかるために重要です。名ばかり
の家族ではなく、満たされた豊かな家族生
活が営まれていることが大切です。
 
　クリスチャンであるなしに関わらず、ど
この家庭でも、豊かで満たされた家族生活
を願うのではないでしょうか？　しかし、
クリスチャンの家族はそれだけでよいので
しょうか？　私たちの子どもたちを訓育す
るように神に命じられている務めについて
はどうでしょうか？　申命記６章で「今日
わたしが命じるこれらの言葉を心に留め、
子どもたちに繰り返し教え、家に座ってい
るときも道を歩くときも、寝ているときも
起きているときも、これを語り聞かせなさ
い」と命じられていることについてはどう
でしょうか？
 
　子どもたちを訓育するためには、一緒に
過ごす時間が必要です。子どもたちに影響
を与える時間。子どもたちと話をする時間。
子どもたちとの関係を築く時間。イエス様
はどのように弟子たちを教えましたか？　
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彼は弟子たちと一緒に歩き、一緒に食事を
して、話を聞かせました。イエスさまは時
間を費やして弟子たちと過ごされました。

　どうすれば自分の子どもに教えることが
できますか？　難しそうに聞こえるかもし
れませんが、これに答えるのは簡単です。
母親や父親より教えるのに適している人が
いるでしょうか？　自分の子どもをよく
知っている親よりも（いい人がいますか）？　
誰が自分の子どもの最善を思っているで
しょうか？　自分の子どもが直面している
課題にどう対処すべきかについて絶えず
祈っているのは誰ですか？　私たちは教師
ではないと言うこともできるでしょう。ソ
クラテスその人が言ったように「私は誰に
も何も教えることはできない。私にできる
のは、彼らに考えさせることだけだ」。私
たちは子どもたちと一緒に学んでいます。
答えが分からないときは、子どもと一緒に
調べます。子どもたちは私たち親がすべて
を知らないことを知っています。すべてを
知っている人は誰もいません。でも、私た
ちは学ぶのが大好きです。子どもたちもそ
れを知っています。学びたいという気持ち、
やれば出来るという信念があれば、たいて
いの人はなんでも習得可能だと思います。

　特に現代では、問題は、教育資源にアク
セスできないということではなく、選択肢
が多すぎるというところにあります。しか
し、選択肢が多いということは、カリキュ
ラムを自由に変更したり、ある科目で問題
があったときに専門家の助けを求めること
もできたりする、ということでもあります。
私たちはまた、学びは燃え立たせるべき火
であると本当に信じています。親としてす

べきことは、子ども達を情報で満たすこと
ではありません。私たち親としての仕事は、
（子どもたちの中に）点いてほしいと願う
この火のために、最善の雰囲気と状況を作
り出すことです。

　我が家は数年前に、毎日子どもたちにも
たらしてあげたい最も重要なことをまとめ
ました。それを「６つのルール」と呼んで
います。これが達成されると、十分な学び
ができたなと感じます。そうでない場合は、
６週間後に学びを再評価します。

６つのルール：
　１ ． 素晴らしい本を読む体験一人の読書
の時間、本について議論する時間にも
たらされます。

　２ ．信仰に生きる体験―信仰についての
本やクリスチャンの伝記を読むこと、
聖書の学びや祈りによってもたらされ
ます。

　３ ． 外に出る体験―散歩や走り回ったり
することやスポーツ・クラブ活動など、
毎日の外での時間によってもたらされ
ます。

　４ ．人生を楽しむ体験一緒にするお菓子
作り、遠足、一緒に冒険をすることな
どによってもたらされます。

　５ ．喜びと感謝をもって奉仕する体験― 
家でお客様を受け入れてもてなすこ
と、それぞれが家庭での責任を果たし
てお互いを助けることをとおしてもた
らされます。

　６ ．意義のある仕事をする体験―毎日の
手伝い、個人的な学習、家の内外での
いつもとちがう仕事をすることによっ
てもたらされます。
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　うちの子どもたちが私たちの選んだもの
とは別の人生を想像できるのかどうかわか
りません。彼らは学校生活についての本を
読んでいますから、他の子どもたちが何を
しているかを知っているはずです。特定の
科目を極端に嫌っている子もいますが、学
びは私たちの家全体の自然な一部となって
います。特に、子育ての基礎だけでなく日
本語を学ぶのに未だに日々苦戦している母
親（カリナ）や父親（ステファン）と一緒
ですから（その姿を見て、「学ぶ」とはど

ういうことかを子どもたちに知ってほしい
と思っています）。

　不十分なところや、訂正した方がよいと
思われるところ、課題などもたくさん与え
られていますが、さらに主の真理、美、善
を求めて、主に向かって、自らを改革しつ
つ、主の召しにお応えしてまいりたいと思
います。感謝をもって。
 （神戸改革派神学校教授）
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　私は2002年１月30日に生まれ、2014年４
月20日のイースター記念礼拝にて信仰告白
をしました。当時中学１年だった私が信仰
告白へと導かれた理由として最も大きかっ
た事が二つあります。一つ目は、私が受洗
する約半年前のクリスマス記念礼拝で兄が
信仰告白をしたことです。
　私には年の近い兄と従兄弟がいます。兄
はもちろん、従兄弟も同じくクリスチャン
ホームなので毎週教会で一緒に礼拝をして
いました。私が小学校高学年の時に朝礼拝
後の求道者会に３人で参加し始めました。
当時江古田教会の牧師は風間義信先生で、
毎週私たちの為に時間を割いて下さってい
ました。しかし求道者会を続けている中で、
風間先生が仙台教会に異動することが決
まってしまい、私の中で無牧の期間がいつ
まで続くのかという焦りと、ずっと学んで
きた風間先生より受洗したいという思いが
ありました。これが私が受洗するきっかけ
となった二つ目の理由です。
　クリスチャンホームで育った私は、平日
に学校に行く事と同じ感覚で日曜日に教会
に通っていた為、「まだ寝ていたいな」と
いう事はよくありましたが、「教会に行き
たくないな」「友達と遊びたいな」と思っ
たことはあまりありませんでした。しかし
その反面、教会が日常の一環となってしま
い、日曜日に教会に行く意味、礼拝の意味
を真剣に考えてみた事がありませんでし
た。信仰告白についても「いずれするのだ

ろうな」と軽く思っていました。正直、求
道者会も兄と従兄弟がしているから一緒に
しようかな、と軽い気持ちで参加し始めま
した。信仰告白をする事は自分の中で遠い
感覚でしたが、東部中会のバイブルキャン
プで同世代の友達が「礼拝に対する姿勢と
自分の信仰について悩んでいる」と言って
いるのを聞いて、私も少し考えてみよう、
と思ったのを鮮明に覚えています。何も考
えず、ただ礼拝に出席している自分が恥ず
かしく思えたのと同時に、同世代の友達が
ここまで考えている事に驚いて、信仰告白
をしたいという思いが自分の中で芽生えて
いくのが分かりました。もちろん求道者会
で学んでいく中で、信仰告白をしたいとい
う思いが強くなったという事もあります
が、信仰告白をしたいと思い始めたのは
キャンプがきっかけでした。
　キャンプは初めて参加する場合や、自分
の教会から一緒に行く子がいない時、どう
しても引き気味になり、行きたくないと
思ってしまう事があると思います。しかし、
「なぜ自分は教会に行っているのだろう」
「何の為に生きているのだろう」等、疑問
に感じたり、教会の人や友達に相談しにく
い事があったら、キャンプに参加してみて、
スタッフの方や先生や同世代の友達に相談
してみたらどうでしょうか。
　私自身は悩み等があってキャンプに参加
したことはないですが、参加してみて仲の
良い友達や、本当に尊敬できるスタッフに

信仰告白の証

私の信仰
田　好　基

き

　生
お
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出会うことができました。また、自分と近
い年の子が何を感じているのかを知ること
ができる場所だと思います。私の尊敬して
いるスタッフの方はもう社会人になってし
まい、中々会うことができませんが、私の
中で信仰の友として、また人生、信仰にお
ける先輩として心の拠り所にしています。
　私は信仰告白をする前は、受洗すれば何
かが変わり、毎週礼拝の意味を考えて出席
することができると思っていました。しか
しそうではなく、そのようになる為に、自
分で祈り求めていくものだと実感しまし
た。また、自分が教会員としてどのような
奉仕が出来るのか、という不安もありまし
た。信仰告白をしてから約５年が経ちます
が、いまだにその答えを見つけることがで
きません。しかし、もう高校を卒業しよう
としている今、自分が教会の中で何ができ
るのかを具体的に考え、祈り求めていきた
いと思います。また、私は幼い頃から教会
の沢山の方々に支えられて育ってきたの
で、私も同じように教会の子供たちを支え、
助けていきたいです。このようにして信仰
継承もされていくものだと思います。
　私は高校卒業後、専門学校に通うので二
年後には就職を控えています。まだ、どん
な会社に入りたいか、具体的な就職先は決
まっていませんが、教会から離れる生活は

絶対に避けたいと思っています。先日の礼
拝の説教で、浅野先生が「イエス様は、教
会の心臓であり命である。」とおっしゃっ
ていました。その命であるイエス様と交わ
る場所は教会だと思うので、これからも健
康が許される限り、週の初めに教会に戻っ
て、命を得て、派遣された場所で、自分が
やるべきことをやる生活を送っていきたい
です。この先、生きていく中で辛い事があっ
たり、また神様に背き、道を外れてしまい
そうになる事があるかもしれません。しか
し、その都度祈りつつ、神様と私の関係を
見つめなおし、教会で神様の言葉に耳を傾
けていきたいです。これからも神様と教会
に仕える僕として歩んでいきたいと思いま
す。
　最後に私が幼い頃から大好きだった讃美
歌を紹介して終わりたいと思います。

　「両手いっぱいの愛」
　「心を高くあげよ」　　讃美歌21、18番

　両手いっぱいの愛は、歌詞が三番まであ
りますが、１番から全て繋がっていて、心
に響く讃美歌だと思っています。神様がど
れだけ私たちを愛して下さっているかを改
めて感じることができるので、是非聞いて
ほしいと思います。 （江古田教会会員）



聖書黙想・説教展開例・分級展開例　
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【解説と黙想】

一番大切なこと：神と共に歩む

【教理の解説】

　『子どもと親のカテキズム』の問１です。
どのカテキズムもそうであるように、最初
の問いは信仰の核心を教えると同時に、カ
テキズム全体の特色を映し出す内容になっ
ています。この問１は、「私たちにとって
一番大切なことは何ですか」と問うて、「神
さまの子どもとして、神さまと共に歩むこ
とです」と答えます。ウェストミンスター
小教理問答が、「人のおもな目的は、神の
栄光をあらわし、永遠に神を喜ぶことです」
と教えている内容を、「神さまと共に」と
いう言葉で子ども向けに分かりやすく言い
直していると言えます（問２を参照）。また、
「歩む」という動きのある言葉と、それと
関連して「道」という言葉が全体の構成を
貫いていて、子どもたちが生き生きと歩ん
で成長していくイメージを与えています。

【テキストの解説】

　「歩む」というカテキズムのキーワード
に合わせて、「光のあるうちに歩きなさい」
という言葉を含むヨハネによる福音書12章
27～36節が選ばれています。エルサレムに
入城されたイエスさまが、まもなく十字架
にかけられることを群衆に予告された場面
です。イエスさまと父なる神さまとの対話
（27～29節）から明らかなとおり、イエス
さまが十字架の死を遂げることは、神さま
の栄光が現されることです。そのことが32

節では「上げられる」と言われており、そ
れはまた、すべての人をご自分のもとへと
引き寄せるため、つまり救いのためでした。
イエスさまはその救いを「光」と呼ばれ、「光
のあるうちに歩きなさい」と言われました。
イエスさまを信じて、神さまと共に生きる
ようにとの招きです。

【黙想】

　カテキズムは、子どもたちが「神さまと
共に歩むこと」が一番大切なことと教えま
す。子どもたちが元気に歩いている姿を思
い描くことができます。しかし、子どもた
ちだって疲れて歩けなくなるときがあるで
しょう。子どもだからこそすぐに立ち止
まってうずくまってしまうこともあると思
います。そのようなとき、まずイエスさま
がご自分の道を歩んでくださったことを思
い起こします。それも、イエスさまは私た
ちのところへ歩いてきてくださり、私たち
を救い、さらに私たちを神の国へと導くた
めに一緒に歩いてくださるのです。この恵
みを知ることで、私たちもまた歩き出すこ
とができるのです。

【子どもへのメッセージ】

　神さまと共に歩むことのすばらしさを
知ってほしいと思います。それが一番大切
なことです。そして、それは、神さまにとっ
ても一番大切で、うれしいことなのです。
 （石原知弘）

《参照聖句》   創世記５章２４節、６章９節、２８章２０節、申命記３１章６節、ミカ書６章８節、
ヨハネによる福音書１４章６節、コロサイの信徒への手紙２章６節

《教理問答》  子どもと親のカテキズム 問２、１８、３９、４２、５６、６９、８３、ウェストミン
スター小教理問答 問１、１２、２０、ハイデルベルク信仰問答 問１、６、５３、
７４、１２０
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【説教展開例】

一番大切なこと：神と共に歩む
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　カテキズムの第一問は、一番大切なことは「神さまと共に歩むこと」と教えています。神さま
を信じて歩むことのすばらしさを伝えたいと思います。そのためにまず、神さまご自身が私たち
と共にいることを願ってくださっており、イエスさまを私たちに与えてくださったということを
覚えたいと思います。そして、「歩む」というイメージを大切に、子どもたちが神さまと共に生
き生きと歩んでいけるような語りかけができればと願います。

「イエスさまの道を歩く」

　毎日の生活の中で大切なことはたくさん
あると思います。どんなことがあるでしょ
う。ごはんを食べること、よく寝ること、
勉強すること、友だちと仲良く遊ぶこと。
これらはどれも大切なことですが、聖書が
私たちに教えている一番大切なことは、私
たちが神さまの子どもとして、神さまと共
に歩むことです。考えてみれば、ごはんも
友だちも神さまが与えてくださったもので
す。神さまがおられなければ、私たちは楽
しいことも何もできません。神さまを信じ
て、神さまと一緒に歩んでいくことが一番
大切なことなのです。
　「歩む」と言いました。聖書では、神さ
まを信じて生きることを、「歩む」、「歩く」
と言っています。今日の箇所の35節には、
「光のあるうちに歩きなさい」とあります。
みんなは毎日どれぐらい歩いているでしょ
うか。学校の行き帰り、家の中でも歩いて
いると思います。神さまを信じることは、
そのように歩いていくことです。いつでも
どこでも神さまと一緒なのです。そして、
一歩ずつ一歩ずつ前へ進んでいくように、
一歩ずつ一歩ずつ成長していくことができ

るのです。
　でも、どうでしょうか。ときどき、歩け
なくなることもないでしょうか。病気に
なったり、足が痛くなったりして、歩けな
くなるときがあります。そして、そういう
体のことだけではなくて、心が痛くて、さ
びしかったり、苦しかったりして、前に歩
けないように感じたりすることはないで
しょうか。そういうときには、神さまを信
じて歩くということも、難しく感じるので
はないでしょうか。
　そのようなときには、イエスさまのこと
を思い出してほしいと思います。イエスさ
まは、立ち止まったり、うずくまってしまっ
たりした私たちが、もう一度神さまと共に
歩き出すことができるようになるために、
私たちのところに来てくださったのです。
　今日読んだ聖書の箇所は、イエスさまが
もうすぐ十字架にかかって死なれるという
場面です。イエスさまは27節で「心騒ぐ」
と言われましたが、すぐに「わたしはまさ
にこの時のために来たのだ」とご自分が何
のために世に来られたのかを確信されまし
た。そして、32節で「わたしは地上から上



教会学校教案誌� No.77

— 24 —

げられるとき、すべての人を自分のもとへ
引き寄せよう」と言われました。「地上か
ら上げられる」とは、十字架の死を意味し
ていました。それで、「イエスは、御自分
がどのような死を遂げるかを示そうとし
て、こう言われたのである」と書かれてい
るのです。そして、その十字架は私たちを
「引き寄せる」ため、つまり、救うための
死でした。このとき周りにいた人たちはま
だイエスさまの言葉を理解できませんでし
たが、イエスさまははっきりと、みんなの
救いのために自分は死ぬ、そのために来た
と告げられたのでした。
　ですから、こう考えることができると思
います。私たちがイエスさまのところに歩
いていく前に、イエスさまが私たちのとこ
ろに歩いて来てくださったのです。自分は
もう歩けないように思えるときでも、イエ
スさまが私のところに歩いて来て、助けて
くださるのです。これが神さまの恵みです。
　そして、イエスさまは、35節で「暗闇に
追いつかれないように、光のあるうちに歩
きなさい。暗闇の中を歩く者は、自分がど
こへ行くのか分からない。光の子となるた
めに、光のあるうちに、光を信じなさい」
と言われました。イエスさまは世の光とし
て私たちの救いとなってくださいました。
その光であるイエスさまを信じて、光の子
として歩いていきなさいというのです。み
んなは夜の暗い道を歩いたことがあるで
しょうか。光がなければ、目的地に向かっ
てまっすぐに歩いていくことはできませ
ん。暗闇の中では、自分がどこにいて、ど
こに向かっているのかも分からないので
す。毎日の生活でも、イエスさまを知らな
いと、歩いているようでも実はどこに向
かっているか分からないのです。でも、世

の光であるイエスさまを知り、信じている
なら、まっすぐに歩いていくことができる
のです。
　また、しっかりと歩いていくためには、
「道」が必要です。道がなければ、歩いて
いくことはできません。イエスさまは、光
であると同時に、道であるお方です。この
あとで、イエスさまはこう言われました。
「わたしは道であり、真理であり、命である。
わたしを通らなければ、だれも父のもとへ
行くことができない」（ヨハネ14章６節）。
イエスさまを信じて歩むということは、イ
エスさまという道を歩いていくということ
です。イエスさまが私たちの道となってく
ださって、私たちを父なる神さまのところ
へ連れて行ってくださるのです。これは、
言い方を変えると、イエスさまを信じてい
れば、いつでもどこでも、必ず道があると
いうことです。いいときばかりでなく、つ
らいときや苦しいとき、立ち止まってし
まったようなときも、イエスさまを信じて
いれば、そこに道があるのです。そして、
そこをまた歩いていけるのです。聖書では、
イエスさまを信じる人たちのことを、「こ
の道に従う者」（使徒９章２節）と呼んで
います。イエスさまを信じる人は、イエス
さまという道を信じ、イエスさまという道
を歩いていく人なのです。
　今日から、『子どもと親のカテキズム』
を学んでいきます。このカテキズムには、
「神さまと共に歩む道」というもう一つの
名前が付いています。そして、この後を見
ていくと、「第一部　信じて歩む道」、「第
二部　教会と共に歩む道」、「第三部　感謝
しつつ歩む道」と、すべて「道」という言
葉が出てきます。ここには、みんなに神さ
まと共に道を歩んで行ってほしい、そして、
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一歩一歩前へ進んでいくように、一歩一歩
成長していってほしいという願いが込めら
れています。
　そのために、神さまがまずイエスさまを
与えてくださって、イエスさまが私たちの
ところに歩いて来てくださいました。その
恵みを忘れないでいてください。そして、
私たちにとって一番大切なことは、神さま
にとっても一番大切なことだということを

知っておいてほしいと思います。実は神さ
まご自身が、私たちと一緒に歩いていきた
い、それが一番大切なことだ、と思ってお
られるのです。神さまは、みんな一人ひと
りのことを大切にしてくださっているから
です。
　このすばらしい神さまを信じて、神さま
と共にこれからも歩んでいきましょう。
 （石原知弘）

《今週の暗唱聖句》
暗闇に追いつかれないように、光のあるうちに歩きなさい。
 （ヨハネによる福音書１２章３５節）
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【分級展開例Ａ】

一番大切なこと：神と共に歩む

〈はじめに〉

　まず「歩む」を幼稚科では、保育園・幼
稚園に通うこと、食べたり飲んだりするこ
と、遊ぶこと、誰かと話すこと、など毎日
の生活をする（生きる）ことであると伝え
る。まだそのような認識を持つことが難し
い幼年の場合は、「歩む」は、歩くことそ
のままに「神さまといっしょに歩く」とし
て話をしてもよい。

〈分級でのお話のすすめ方の例〉

　分級としては、ヨハネ12章35節と36節を
中心に話す。
　「暗闇」と「光」の対比で、幼少の子ど
もたちに状況がわかるように、夜と昼に置
き換えてイメージを持たせる。
　「光のあるうちに歩く」を説明する準備
として、エレミヤ書13章16節などが有益な
参照箇所の一つである。
　「光のあるうちに歩く」ことは、道を見
ながら歩くことができるが、「暗闇の中を
歩く」ことは、道が見えないので、「自分
がどこへ行くのか分からない」状態になる。
「光の子」は、道がわかるように「光のあ

るうちに歩く」者であり、「光を信じる」
者である。
　「光」とは誰のことか、を子どもたちに
問い、考える時間を与える。「光のあるう
ちに歩く」ことは、「光」が一緒であること。
だから、「光」は、神であるイエスさまで
あり、イエスさまが一緒に居てくださるこ
とが、光の中を歩くことである。それは、
すなわち光である神イエス・キリストを信
じることである。

しつもん１

　「光の子」はどこを歩きますか？
　　① 暗いやみの中
　　② 光のあるところ

しつもん２

　わたしたちは「光の子」ですか？　「光」
はだれのことでしょうか？

しつもん３

　あなたが「光のあるうちに歩く」とき、
だれがいっしょにいてくださると思います
か？
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【分級展開例Ｂ】

一番大切なこと：神と共に歩む

　イエスさまが十字架におかかりになる時
がいよいよ近づいて、弟子たちに真剣にお
話しになったことが今日の御言葉に記され
ています。イエスさまの十字架は、人々を
救う業に失敗して殺されてしまったことを
意味しません。周りの人たちはそう思った
に違いありません。なぜなら、十字架は犯
罪人を処刑する方法だったからです。けれ
ども、イエスさまの十字架こそ、罪人の罪
を赦すために神さまが用意された救いの道
でした。私たち罪人が、罪を赦されて、神
の子として明るい光の中を生きることがで
きるように、イエスさまは十字架に上られ
ます。自分が死ななければならないことを
承知で、神さまの栄光のために十字架を背
負って歩まれます。天からの声は、そのイ
エスさまのお姿に神の栄光が現れると証言
します。
　イエスさまは「光のあるうちに歩きなさ
い。……光の子となるために、光のあるう
ちに、光を信じなさい」と呼びかけておら
れます。光のない暗闇を歩いたことがあり
ますか？学校や塾の帰りに薄暗い夜道を行
かねばならないことはあるかも知れません
ね。通りには街灯がついていたり、住宅の
灯りがありますから真っ暗ではありません
ね。「手に触れるくらいの闇」という表現
があります。自分の手が見えないぐらいの
真っ暗闇です。道路どころか足元も見えま
せんから、怖くて一歩も踏み出すことがで
きなくなります。
　イエスさまはそんな暗闇に神さまが送っ

てくれた光です。悪いことばかりが続いて、
人の心も信じることができなくて、毎日が
真っ暗に思えるような時にも、イエスさま
がそばにいて光でいてくれます。
　では、イエスさまを十字架にかけた人々
にはそれがわからなかったのでしょうか。
残念ながらわからなかったのです。神さま
を信じない人の心は、罪で覆われて光を通
さなくなってしまっています。イエスさま
が十字架で死ぬことは神さまのご計画で
あったとはいえ、神さまを信じない人の心
がイエスさまを十字架に送ったのです。だ
から、「光を信じなさい」とイエスさまは
言われます。神さまを信じて、イエスさま
救いの光であることを信じなくては、明る
い光のもとで歩き続けることはできませ
ん。
　しかし、そんな罪人の暗い心に、イエス
さまの十字架が光を灯してくれます。イエ
スさまの十字架が果たされた時、神さまの
救いが人の心に届きます。光の差し込まな
かった暗闇に、イエスさまの愛が暖かな光
を灯します。そんなふうに神さまの力で、
人はイエスさまの光をいただいて、心から
信じて歩むことができるようになります。
そして、本当に信じている人は光の子です。
神さまの光によって明るくされた人は皆、
光の子になります。光の子は自分の心が明
るいだけではありません。まわりを明るく
照らすことができます。その人の内でイエ
スさまが明るく輝いているからです。
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４月５日 ヨハネによる福音書１２章２７～３６節 【分級展開例Ｃ】

一番大切なこと：神と共に歩む

１．人の生きる目的は「神の栄光を表すこ
と」だとウェストミンスター小教理問答第
１問は述べています。「神の栄光」とは何
でしょうか。人はどのように「神の栄光」
を表すことができるのでしょうか。
　答えは、イエス・キリストです。神の子
イエス・キリストこそが神の栄光であり、
人となられたキリストにそれが表れていま
す。ですから、イエス・キリストを信じて、
その光に照らされて、キリストに従う道を
歩む人に神の栄光は表れます。

２．神またはキリストが「光」と表される
のは何故でしょう。旧約聖書に思い当たる
箇所があれば挙げてみましょう。例えば、
創世記１章３節、イザヤ書９章１節、60章
１節、詩編119編105節、など。
　また、ヨハネによる福音書の１章１節か
ら14節を読んでみましょう。
　ここで、キリスト＝言葉＝命＝光、とい
うつながりが見えてきます。これがどのよ
うな意味をもつのか考えてみましょう。

３. イエス・キリストが光としてこの世界
に来られたのは、世界が暗闇であったから
です。この世の暗さとは一体どんな様子で
しょう。あなたはどのように感じています
か。また、聖書はどのように語っているで
しょうか。上で参照したヨハネ福音書１章
を参照してください。他にも思い当たる箇
所があるでしょうか。

４．イエス・キリストが神の光として世に
来られたのに、人々はイエス・キリストを
そうとは信じないで十字架につけました。
何故でしょうか。

５．では、罪人はどのようにしてキリスト
を光と信じることができるのでしょうか
（答えは分級展開例 Bを参照）。

６．キリストを信じて「光の子」とされた
時、あなたはどのようにその光を放つこと
ができると思いますか？　「光の道を歩む」
とはどういうことでしょうか。
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４月～６月  【分級展開例D】

「せいしょめいもくづくし」をうたおう

　聖書は全部で66巻の文書が集められてできています。馴染みあるものも、そうでもない
ものもあるかもしれません。けれども聖書全体が神の言葉ですから、様々な聖書の箇所を
読むのが大切です。また、聖書の文書の順番を覚えておくと、それぞれの歴史的位置付け
や、内容について知るための手助けになります。聖書に親しむために、聖書の文書の書名
を覚えましょう。
　下の歌詞は、「鉄道唱歌」（汽笛一声新橋を）のメロディーに合わせて歌います。
　楽譜は「ふくいん子どもさんびか」（いのちのことば社）に掲載されていますので、参
照ください。なお下記の歌詞は、新共同訳聖書の書名に合わせて、改変しています。
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４月１２日 ヨハネによる福音書２１章１節～１９節（とくに１５節～１７節） 【解説と黙想】

復活されたキリスト

　キリストの復活は、贖罪の御業の核心的
な部分である。キリストは私たちの罪を贖
い、きよめるために十字架で死なれたのみ
ならず、罪と死とサタンに打ち勝ってよみ
がえられた。復活の主イエスのみが救い主
となられたので、信じる者を永遠の生命へ
と導かれる。
　キリストの復活を記念して祝うイース
ターの礼拝では、救済論におけるキリスト
の復活の意義について語るのが相応しいと
思われるが、これまで繰り返しなされてい
たであろうから、今年は、それを基として
復活の主イエスの罪人を赦す大きな愛につ
いて大胆に語りたい。
　主イエスはペトロに、「ヨハネの子シモ
ン。わたしを愛しているか」という質問を
３回なさった。そしてペトロも「はい、主
よ、わたしがあなたを愛していることは、
あなたがご存じです」という答を３回して
いる。でもなぜ主イエスは、同じ質問を３
回もペトロになさったのだろうか。主イエ
スは、ペトロの気持ちをよく知っておられ
た。３度も主イエスを「知らない」と言っ
て主イエスを裏切るという大きな失敗をし
てしまい、恥ずかしくて仕方ないペトロに
対して、主イエスは他に何もお話されず、
ただ「わたしを愛しているか」とだけ聞い
てくださった。この言葉によって、ペトロ
はどれだけ助けられたことだろう。このと
き、ペトロにとって主イエスは大変恐ろし
い存在であったはずである。これからどん
なお叱りを受けるのだろうか、どんな厳重

注意を受けるのだろうかと、いてもたって
もいられない瞬間であったはずである。「こ
れから叱られるぞ」と思って震えていたか
もしれない。ところが意外にも、主イエス
は他に何のお話もなさらず、ただ「わたし
を愛しているか」とだけ尋ねられた。その
瞬間、ペトロはどれだけ安堵したことだろ
う。「はい、主よ、わたしがあなたを愛し
ていることは、あなたがご存じです。」ペ
トロは、こんな自分でも「はい」と答える
ことができる唯一の質問をされたことが本
当に嬉しかったはずである。主イエスは、
ペトロがどのように答えるのかを知ってお
られるのに、また尋ねられた。「ヨハネの
子シモン。わたしを愛しているか」。すべ
てを知っておられるのに、わざわざ聞いて
くださる。「はい、主よ、わたしがあなた
を愛していることは、あなたがご存じで
す」。この答が返って来るのを知っておら
れるのに、またもう１回聞いてくださる。
ペトロのために、わざわざ３回も聞いてく
ださる。主イエスが「わたしを愛している
か」と聞かれる度に、ペトロは熱い悔い改
めの涙とともに、言葉に表現できない感謝
の涙も流しながら、「はい、主よ、わたし
があなたを愛していることは、あなたがご
存じです」と答えたことだろう。
　主イエスから愛と罪の赦しを受けたペト
ロは、その後、どのような道を歩んだのだ
ろう。それは、殉教の死である。聖書の記
録には残っていないが、ペトロは十字架に
かけられたと言い伝えられている。ペトロ
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は、殉教の死を遂げるとき、彼の頭には、
ガリラヤ湖の岸辺で主イエスが語りかけて
くださった、あの愛の励ましの言葉を思い
出したことだろう。自分の信仰の力を過信
していたペトロは、教会の指導者どころか、
人の前で主イエスへの信仰を告白すること
すらできなかった。しかし、主イエスの自
分に対する愛の大きさを悟ったとき、あの
恐ろしい激痛の十字架も、むしろ感謝しな

がら受け入れることができたのだろう。「死
をもって神に栄光を帰す」という殉教の死
をも、喜んで受け入れることができたのだ
ろう。
　私たちも、ペトロのように「あなたは、
わたしに従いなさい」と言われる主イエス
に愚直に従う者になれるよう、切に祈る者
でありたい。 （小澤寿輔）

《教理問答》 子どもと親のカテキズム 問３２、３８
 ハイデルベルク信仰問答 問１、５６
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４月１２日 ヨハネによる福音書２１章１節～１９節 【説教展開例】

復活されたキリスト
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　罪を赦す神の大きな愛に焦点を当てたい。罪の赦しは聖書の大きなテーマである。今回は、復
活の主イエスのお姿から、神の大きくて深い愛について一緒に学びたい。

「わたしを愛しているか」

　本日は、イエスさまの復活を記念する
イースターです。イースターとは、私たち
の救い主イエスさまが十字架で死なれて、
３日目に死から甦られたことをお祝いする
日ですね。アメリカではイースターの日だ
けにする特別な挨拶があります。一人が「主
は甦られました」と言うと、もう一人が「主
はまことに甦られました」と言って固い握
手を交わします。それでは、皆さんと私で
一緒にイースターの挨拶をしてみましょ
う。私が「主は甦られました」と言ったら、
皆さんは「主はまことに甦られました」と
大きな声で答えてくださいね（１回やる。
次に、子ども同士でも１回やる）。ハレル
ヤ！

１．イエスさま７人の弟子に現れる

　復活のイエスさまは、エルサレムで二度
弟子たちにお姿を現されました。今日はそ
の後のことをお話します。ペトロをはじめ
７人の弟子たちが、自分の故郷であるガリ
ラヤに戻って行き、いつか前のようにガリ
ラヤ湖で漁をしていました。ある夜、彼ら
は小舟に乗り込んで夜通し漁をしました。
ところが、その日は一匹も魚が捕れません
でした。夜明け頃、彼らは疲れきって、お
腹もすいて岸辺に近づいて行きました。そ

の時です。イエスさまが岸辺に立っておら
れました。しかし、弟子たちはそれがイエ
スさまであるとは分かりませんでした。イ
エスさまは彼らに大きな声で呼びかけまし
た。「子たちよ。何か食べる物があるか」
彼らは力なく答えました。「ありません」
イエスさまは言われました。「舟の右側に
網を打ちなさい。そうすれば、とれるはず
だ」彼らはその声に従ってすぐに網を降ろ
しました。するとどうでしょう。取れた魚
があまりに多くて、網を引き上げることが
できませんでした。この声の主は誰だろう
と思い、彼らは一斉に岸辺にいるその人に
目を向けました。朝もやの中に立つその人
がイエスさまであると最初に分かったのは
ヨハネでした。彼はすぐさまペトロに「主
だ」と告げました。それを聞いたペトロは
「早くイエスさまに近づきたい」という思
いのあまり、上着をまとって湖に飛び込み、
イエスさまのおられる岸まで泳いで行きま
した。一方、他の弟子たちは小舟に乗った
まま、魚でいっぱいの網を引いて陸地まで
やって来ました。
　こうして弟子たちが陸地に上がると、そ
こには炭火が起こしてあり、火の上に魚と
パンが載せてありました。イエスさまは、
弟子たちのために暖かいパンと魚の食事を
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用意して、「さあ、来て、朝の食事をしな
さい」と彼らを招かれました。一晩中働き
続け、寒さと疲れでヘトヘトになっている
ときに、暖かい焚き火のそばで、温かい朝
食を取るのは、何と心地よい一時だったこ
とでしょう。

２．イエスさまペトロに語りかけられる

　彼らが食事を済ませたときのことです。
イエスさまが、ペトロに対して「ヨハネの
子シモン、この人たち以上にわたしを愛し
ているか」と聞かれました。そのときのペ
トロの気持ちはどうだったでしょう。もう
イエスさまに対して頭が上がらない思いで
いっぱいだったはずです。
　実は、ペトロは、イエスさまが十字架に
かかられる前、自分のイエスさまを慕う心
を過信して、自分は決してイエスさまから
離れない、イエスさまのためなら死ねると
言っていました。しかし、実際にイエスさ
まが兵に捕えられると、彼は恐ろしくなっ
てイエスさまを３度も「知らない」と言っ
て、イエスさまを裏切ってしまったのです。
ペトロは自分の弱さと罪深さを嫌というほ
ど感じて、反省していたに違いありません。
　復活のイエスさまが他の弟子たちの前で
「この人たち以上にわたしを愛しているか」
と尋ねられたとき、ペトロは自信をもって
「はい。他の弟子たち以上にあなたを愛し
ています」とは、とても言えませんでした。
むしろ、遜って答えました。「はい、主よ、
わたしがあなたを愛していることは、あな
たがご存じです」
　このことは、今の私たちにおいても同じ
です。私たちも、他の人と自分を比べて自
分の方がイエスさまをちゃんと信じている
とか、他の誰よりも自分が一番イエスさま

を愛しているなどと、自分を上だと思って
はいけません。他人と比べる必要はないの
です。それは自分の力を信じることになる
からです。自分の力に頼るとすぐに崩れま
す。信仰も神さまが与えてくださるものな
のです。ですから、自分の信仰についても
神さまに依り頼む子どもになりましょう。

３．イエスさまの赦しの愛は実に大きい

　それにしても、イエスさまという方は本
当に素晴らしい方だと思います。「あなた
はなぜ私を知らないと言ったのか」という
お叱りの言葉は一言もありませんでした。
「お前はあれほど自信たっぷりだったのに、
なんだ失敗してしまったのか」という皮肉
の言葉もありませんでした。こんなとき一
言くらい何か皮肉を言いたくなるのが人の
心ではないでしょうか。けれども、そのよ
うなことは一言も言わず、ただ「わたしを
愛しているか」とだけ聞かれたのです。ペ
トロは、たとえ顔を上げられないような立
場であっても、その質問だけには自信を
持って「はい」と答えられたのです。そし
て「はい」と答えられる質問を３回もイエ
スさまは聞いてくださったのです。これが
まさに、イエスさまが人の罪を赦してくだ
さるやり方なのです。
　イエスさまは今日も、これと同じ愛の言
葉で私たちを赦してくださいます。イエス
さまは、ご自分の罪のためではなく、私た
ちの罪のために十字架で死んでくださいま
した。そのことによって、私たちに対する
大きな愛を明らかにしてくださったので
す。そして、ただ「わたしを愛しているか」
とだけ聞いてくださるのです。私たちがイ
エスさまを救い主と信じられないとき、罪
を犯してしまいイエスさまに顔見せできな
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《今週の暗唱聖句》
「あなたは、わたしに従いなさい」（ヨハネによる福音書２１章２２節）

いときにでさえも、イエスさまの方から先
に私たちを見つけてくださり、イエスさま
の方から私たちに近づいて来てくださり、
「わたしを愛しているか」とだけ聞いてく
ださるのです。
　皆さんは、十字架で私たちの罪のために、
身代わりとなって死んでくださったイエス
さまを愛しているでしょうか？　この質問
に「はい」と答えられる人は、もう赦され
ているのです。その人の罪は一つ残らずき
れいに赦され、もうイエスさまの記憶にも
残っていません。過去にどんなに大きな罪
を犯したとしても、何の関係もありません。
僕たち私たちのイエスさまに対する愛の告
白が本物であるならば、私たちの罪は何の
記録にも残っていないのです。イエスさま

の十字架の贖いの力赦しの力とは、そうい
うものなのです。世界の、誰も、どんな権
威も、自分自身でさえも、既にイエスさま
から赦された私たちを、もう一度訴えたり、
非難したりすることはできないのです。「は
い、主よ、わたしがあなたを愛しているこ
とは、あなたがご存じです」と告白するこ
とができる人は、既にイエスさまから完全
に赦されているのです。まことにイエスさ
まの無限の愛は、私たちのどのような罪も、
すべて完全に赦してくださるのですね。
　ぼくたち私たちも、ペトロのように、イ
エスさまとの愛の交わりによって心を満た
していただきながら、イエスさまにお従い
し、喜ばれる人生を歩みたいと願います。 
 （小澤寿輔）
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４月１２日 イースター , ヨハネによる福音書 ２１章１節～１９節 【分級展開例Ａ】

復活されたキリスト

〈もんだい〉　

しつもん１
　今日のお話で出てきたのは、次のうちど
れ（だれ）でしょうか？
　①シモン・ペトロ
　②ディディモと呼ばれるトマス
　③アンデレ
　④イスカリオテのユダ
　⑤羊
　⑥山羊
　⑦イエスさま
　⑧洗礼者ヨハネ

しつもん２
　ペトロたち七人にイエス様が声をかけた
とき、何が起こりましたか？

　①魚がとれた
　②パンが増えた
　③湖の上を歩いた

しつもん３
　今日のお話で、次の言葉はだれが言った
言葉でしょうか？ 
　① 「さあ、来て、朝の食事をしなさい」
　② 「子たちよ、何か食べるものがあるか」
　③ 「 主よ、あなたは何もかもご存知で

す。」
　④ 「わたしの羊の世話をしなさい」
　⑤「わたしは漁に行く」 

　それでは、「しつもん３」の①から⑤ま
でを言った順に並べてみましょう。
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４月１２日 ヨハネによる福音書２１章１５節～１７節 【分級展開例Ｂ】

復活されたキリスト

　十字架で死んでお墓に入れられたイエス
さまは、三日目に復活して弟子たちのとこ
ろへ戻って来られました。それまでイエス
さまのことを救い主だと心から信じること
が出来なかった弟子たちは、復活したイエ
スさまと会って本当に信じることが出来ま
した。
　特にペトロは心に深い後悔があったはず
です。ペトロはイエスさまが十字架にかか
る前、イエスさまを裏切ってしまったから
です。本当は誰よりもイエスさまについて
行きたかった弟子なのに、恐れて「知らな
い」と３度も言ってしまいました。イエス
さまにもう一度会えたのは嬉しいはずです
けれども、とても恥ずかしくてイエスさま
の顔を見ることが出来ないとも思ったに違
いありません。
　けれども、イエスさまはそんなペトロの
心もすべてご存知でした。ペトロの裏切り
を予告していましたから。復活したイエス
さまは、だから、ペトロに向かって３度、
話しかけます。「私を愛しているか」。ペト

ロは以前のように元気に「はい」と答える
ことはできません。ただ、その気持ちはイ
エスさまがもうわかっていてくださるはず
です。イエスさまはペトロを赦して、また
弟子としてこれからも愛してくださること
を、こうして伝えてくださいました。
　イエスさまの十字架は、神さまに対して
犯した私たちの罪が赦されたことを教えて
くれます。そして、イエスさまが復活なさっ
たことは、私たちがもう一度イエスさまと
一緒に立ち上がることを意味します。イエ
スさまと一緒に毎日を生きて、道を歩んで
いる人は、何度つまずいて転んでも、神さ
まがイエスさまと一緒に立ち上がらせてく
れます。そして、たとえ死んでしまったと
しても、終わりの日にはイエスさまと一緒
に復活します。
　これが「福音」です。神さまが私たちに
知らせてくれた「良い知らせ」です。何よ
りこれを信じることが大切です。信じてど
こまでも歩いていく時に、イエスさまがい
つも一緒にいることが本当にわかります。
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４月１２日 ヨハネによる福音書２１章１５節～１７節 【分級展開例Ｃ】

復活されたキリスト

１．イースターはイエス・キリストの復活
を記念する日です。お祭りが大事なのでは
なく、それを心から驚き、喜ぶことが大切
です。それは私たちの新しい命の誕生を祝
うことでもあります。

２．ガリラヤ湖でのペトロとの対話は感動
的な場面です。復活の主イエスに会って顔
を上げることのできないペトロの気持ちを
想像してみましょう。友だちを裏切ったり、
無視したり、傷つけたことがあるでしょう
か。その当人と顔を合わせることになった
時、どんな思いがするでしょうか。

３．ペトロを前にした主イエスの心の内も
考えてみましょう。主イエスはペトロを恨
んでいたでしょうか。ダメなやつだと蔑ん
だでしょうか。私たちならどうだったで
しょうか。自分を見殺しにした相手を目の
前にしたらなどんな風に思うでしょうか。

「あなたは私を愛するか」とは、主イエス
のどんな思いの表れでしょうか。あなたな
ら、何と答えますか。

４．主の３度の問いかけにはどんな意味が
ありますか。赦されたペトロは、どのよう
な思いで「主イエスの羊を飼う」ことがで
きるでしょうか。

５．今日の御言葉は大切な真理を教えてく
れます。人は罪の失敗から立ち上がらせて
いただいた時に、本当の弟子にさせていた
だけるということです。「自分は本当の弟
子である」とのプライドは、一旦壊されな
ければなりませんでした。私たちの信仰は
どうでしょうか。私たちも主イエスを前に
して「あなたはご存知です」と心を主に明
け渡して、黙って主の言葉に従うことがで
きるでしょうか。
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【解説と黙想】

一番大切なこと：神の子とされて

【教理の解説】

　『子どもと親のカテキズム』の最初の問
答は、「私たちにとって一番大切なことは
何ですか」と問うて、「神さまの子どもと
して、神さまと共に歩むことです」と答え
ます。「神さまの子どもとして」という言
葉は、子ども向けのカテキズムらしい表現
であり、このあと全体にわたって繰り返し
出てきます。「歩む」という言葉と共に大
切なキーワードです。そして、この「子ど
も」という言葉には、年齢が低い子どもと
いう意味だけではなく、「父なる神さまの
子ども」という意味で、年齢に関係なくす
べての信仰者が子どもであるという意味が
あります。ウェストミンスター小教理問答
が問34で、救いの祝福として義認と聖化の
あいだに挙げている「子とされること」の
恵みです。『子どもと親のカテキズム』は
この恵みを一番大切なこととして第一の問
答で取り上げるのです。

【テキストの解説】

　イエスさまの救いの恵みが分かりやすく
教えられているザアカイの物語が選ばれて
います。徴税人の頭で、お金をだまして取っ
ていたザアカイが、イエスさまを見ようと
いちじく桑の木に登りましたが、イエスさ
まの方がザアカイを見つけて、「急いで降
りて来なさい。今日は、ぜひあなたの家に
泊まりたい」（５節）と声をかけてください

ました。救いはイエスさまからの働きかけ
によるという恵みが教えられています。そ
して、すぐに木から降りて来てイエスさま
を迎えたザアカイの姿には、救われた者の
喜びがあらわれています。イエスさまは最
後に、「この人もアブラハムの子なのだか
ら」と言われました。神さまの恵みの契約
に連なるアブラハムの子孫であり、救われ
て神さまの子どもとなるということです。
ザアカイは神の子とされる恵みにあずかっ
たのでした。

【黙想】

　子どもたちもよく知っているザアカイの
話です。背の低いザアカイが木に登った姿
には親しみのようなものも感じますが、こ
こには大人の世界があふれています。徴税
人という仕事と不正な働き、悪口をつぶや
く周りの人々。しかし、そうした中にある
からこそ、イエスさまを見ようと思ったザ
アカイ、そしてイエスさまに見出されたザ
アカイの姿が子どものように輝いて見えま
す。ザアカイは、一番大切なことを手にす
ることができたのでした。

【子どもへのメッセージ】

　神さまの子どもとされることのすばらし
さを知ってほしいと思います。それが一番
大切なことです。そして、それは、神さま
にとっても一番大切で、うれしいことなの
です。 （石原知弘）

《参照聖句》   ガラテヤの信徒への手紙３章２６節、４章５～７節、エフェソの信徒への手紙１
章４，５節、１７節、５章８節、ヨハネの手紙一３章１～３節

《教理問答》  子どもと親のカテキズム 問３、４、１３、１６、１７、２７、３６、３７、３９、４２、
４３、４４、５２、５６、８６、８７、８９、９２、９３、９５、９６、ウェストミンス
ター小教理問答 問１、３２、３４、３６、１００、ハイデルベルク信仰問答 問１、
２６、２７、２８、３３ 
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【説教展開例】

一番大切なこと：神の子とされて
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　「神さまと共に歩むこと」を一番大切なこととして教えるカテキズムの第一問は、そこに「神
さまの子どもとして」という言葉を加えています。ウェストミンスター小教理問答では義認と聖
化と並ぶ救いの恵みの一つである神の子とされることを、一番大切なこととしてカテキズムは強
調しています。子どもたちが、他でもない神さまの子どもであることとその恵みのすばらしさを
伝え、だからこそ喜んで神さまと共に歩んで行けるということを教えたいと思います。そして、
それは、教える側の大人もまた神さまの子どもとされている喜びの中にいることによって、いっ
そうよく届けられるでしょう。

「神さまの子どもとされたザアカイ」

　みんなは独りでいる時間があるでしょう
か。独りでいるのはさびしいものです。誰
か一緒にいてくれたらなと思います。でも、
誰でもいいというわけではないでしょう。
怒ったり、悪口を言ってくる人と一緒にい
るのは、独りでいるよりもつらいでしょう。
それなら独りでいた方がいいと思います。
大事なのは、どういう人が一緒にいてくれ
るかです。
　カテキズムの第一問で、私たちにとって
一番大切なことは、神さまと共に歩むこと
だと学びました。でも、少し考えてみてく
ださい。神さまと共にいることは、本当に
うれしいことでしょうか。例えば、神さま
が恐い方だったらどうでしょうか。私たち
には罪という悪い心と行いがあり、神さま
は罪をお嫌いになります。そうだとしたら、
神さまは罪人である私たちの横で、怒って
おられるのではないでしょうか。そのよう
な神さまと一緒にいるのは、つらいことで
はないでしょうか。
　でも、神さまは恐い方ではありません。
怒っておられる方ではありません。なぜな
ら、神さまは、私たちをご自分の子どもと
してくださり、私たちを愛して、守ってく
ださるからです。ですから、一番大切なこ
とは、私たちが「神さまの子どもとして」、
神さまと共に歩んでいくことなのです。

聖書には、神さまがそのように罪人を愛し
てくださって、ご自分の子どもとしてくだ
さったお話がたくさん出てきます。今日の
ザアカイの話もその一つです。
　エリコの町に、ザアカイという人がいま
した。徴税人というみんなからお金を集め
る仕事をしていました。ところが、決めら
れた金額よりもたくさんお金をだまし取っ
たりすることがあったようで、町の人たち
からはとても嫌われていたようです。だか
ら、いつも独りぼっちだったようです。
　そのエリコの町へ、イエスさまがやって
来られました。みんなイエスさまを見よう
と集まってきましたが、ザアカイもイエス
さまを見たいと思いました。ところが、背
の低かったザアカイはみんなの後ろでよく
見えなかったため、先回りして木に登り、
そこからイエスさまを見ようとしました。
　やがて、イエスさまがそこを通りかかり
ました。ザアカイのところからどれぐらい
イエスさまが見えたか分かりませんが、な
んとイエスさまの方からはザアカイのこと
がよく見えたようです。イエスさまは木の
下に来ると、ザアカイに言いました。「ザ
アカイ、急いで降りて来なさい。今日は、
ぜひあなたの家に泊まりたい」（５節）。ザ
アカイはびっくりしたかもしれませんが、
急いで降りて来て、イエスさまを自分の家
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に迎えました。
　このお話は、イエスさまの恵みと優しさ
にあふれています。イエスさまは、ザアカ
イがどういう人か、知っていたと思います。
ずるいことをしてお金をたくさん取ってい
たことも知っていたと思います。でも、そ
のことを話してザアカイを怒るのではな
く、ザアカイの家に泊まりたい、ザアカイ
と一緒にいたいと言ってくださったのでし
た。ザアカイは、うれしかったと思います。
　ところが、そんなイエスさまとザアカイ
を見て、周りの人は言いました。「あの人
は罪深い男のところに行って宿をとった」。
ザアカイのことを嫌っていた人たちが、イ
エスさまに対しても悪口を言ったのでし
た。
　しかし、この後、ザアカイは８節で、「わ
たしは財産の半分を貧しい人に施します。
また、だれかから何かだまし取っていたら、
それを四倍にして返します」と言いました。
ザアカイは、イエスさまの優しさにふれて、
自分が悪いことをしてきたことを心から悔
い改めたのでした。
　イエスさまは９節で、「今日、救いがこ
の家を訪れた。この人もアブラハムの子な
のだから」と言われました。アブラハムの
子とは、神さまが救いの契約を結ばれたア
ブラハムの子孫ということであり、神さま
ご自身の子どもであるということです。ザ
アカイは、イエスさまと出会って、神さま
の子どもとされたのでした。ザアカイに
とって、神さまが一緒にいてくださること
は、恐いことではなく、とてもうれしいこ
とになったのです。
　みんなにも、イエスさまは語りかけてく
ださっています。「おいで、あなたと一緒
にいたい」と。だから、急いでイエスさま
のところに行って、イエスさまを信じてほ
しいと思います。そして、神さまの子ども
とされて、毎日喜んで歩んでいってほしい
と思います。私たちにとって一番大切なこ
とは、神さまにとっても一番大切なことで

す。神さまご自身が、みんなのことを子ど
もにしたい、みんなのお父さんになりたい
と思っておられるのです。それほど神さま
は、みんな一人ひとりのことを大切にして
くださっているのです。
　そして、神さまの子どもは、大人になっ
ても、神さまの子どもです。小さいから子
どもなのではなくて、神さまがお父さんだ
から、神さまの子どもです。だから、大人
になっても、おじいちゃんやおばあちゃん
になっても、神さまの子どもです。いつま
でも、神さまの子どもとして歩んでいって
ほしいと思います。今日の箇所に出てきた
のは、みんな大人でした。そして、大人の
世界には、徴税人の不正であったり、誰か
の悪口であったり、そういう悪いことがた
くさんあります。でも、だからこそ、そう
いう大人の世界の中でも、私たちはいつま
でも神さまの子どもでいたいと思います。
ザアカイは、木に登ったりして、子どもみ
たいなところがありましたが、木登りがで
きなくても大丈夫です。イエスさまが大好
きで、イエスさまが来てくださるのを喜ぶ
のが神さまの子どもなのです。
　『子どもと親のカテキズム』には、この
あと何回も「神さまの子ども」という言葉
が出てきます。見つけながら読んでみてく
ださい。その神さまの子どもというのは、
ザアカイのことであり、みんな一人ひとり
のことなのです。
　そして、これから大人になっても、この
カテキズムを読み続けてほしいと思いま
す。大人になっても、そこに出てくる神さ
まの子どもとは自分のことです。そして、
いつか、聖書のことを教えてもらう神さま
の子どもから、聖書のことを教えてあげる
神さまの子どもになってほしいと思いま
す。教会学校の生徒から教会学校の先生に
なってくれたらうれしいなと思います。神
さまの子どもとして、神さまと共に歩む道
は、これからもずっと続いていくのです。
 （石原知弘）

《今週の暗唱聖句》
あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なのです。
 （ガラテヤの信徒への手紙３章２６節）
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【分級展開例Ａ】

かみさまの子どもとされる

〈はじめに〉
　「子どもと親のカテキズム」の問１の答
の前半『神さまの子どもとして』を、分か
り易くするために用いるルカ福音書の “徴
税人ザアカイ ”の話である。したがって、
「エリコ」の町の人々から「罪深い男」と
して見下されていた「徴税人の頭」ザアカ
イを、まず主イエスが「見」いだし、その
男の「家に泊まり」、それに対してザアカ
イは素直に「喜んでイエスを迎えた」。そ
して、またザアカイの悔い改めゆえに、「救
い」そのものである主がザアカイへの「救
い」を宣言され、ザアカイを「アブラハム
の子」と呼んで真の神の子と認められたの
である。【Ａ（幼稚科）】の教師は、ザアカ
イ物語と「神さまの子どもとされる」こと
との整合性をつかんでおかなければならな
い。

〈もんだい〉

しつもん１
　イエスさまを見ようとしたザアカイは、
どうしましたか？
　① 人々を押しのけて前に行った
　② いちじく桑の木に登った
　③ ドローンを飛ばした

しつもん２
　イチジク桑の木の上にいるザアカイを見
上げたイエスさまは、何と言いましたか？
（正解はふたつ）
　① ずっとそこにいなさい
　② 急いで降りて来なさい
　③ エリコにホテルはありますか
　④ あなたの家に泊まりたい
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【分級展開例Ｂ】

一番大切なこと：神の子とされて

　一番大切なことは何か、この問いは、二番目に大切なことを考えることを許さないほど
に圧倒的な問いです。これがなければ、二番も三番はもとよりすべてが空しくなり、意味
がなくなってしまう、そのよううな絶対的な問いです。もとより、ここで問うのは、私た
ち人間の側のことです。しかし、実は、それは神にとっても一番だということでもありま
す。神にとって一番大切なこと、それが私たちを神の子とすること、そのようにしてご自
身とともに歩む者とすること、歩むことなのです。そのために神は遂に、御子を人として
与え、私どもと共に歩むための救いの御業を成し遂げ、そればかりか永遠に歩む祝福を与
えて下さったのです。なんという恵み、何と言う光栄でしょうか。私たちの幸いもまたそ
こにあります。神と私たちにとっての第一のことが一つになる、そのすばらしい愛の交わ
り、救いの道、神の恵みの筋道を学び体得することがカテキズム教育です。　

１．ザアカイさんってどんな人ですか？
 徴税人の頭。不正な仕事で大金持ち。孤独な人。

２．イエスさまは、何を一番にしておられたのでしょうか？ 
 イエスさまは、ザアカイの友達になることを第一にしています。

３．どうしてイエスさまはザアカイのことを知っていたのですか？
 イエスさまは神さまですから、生まれる前からザアカイのことを知っていました。

４．どうしてイエスさまはザアカイの家に泊まりたかったのですか？
 ザアカイが本当は神さまの子どもであることを気づかせるため。ザアカイの友達にな
りたかったから。

５．どうしてザアカイは、急いで降りて来て、イエスさまを家に招きいれたのですか？
 イエスさまが自分に関心を持っていることにびっくりして感動したから。

６．どうしてザアカイの家に救いが訪れたのですか？
 イエスさまを自分の家に喜んで迎え入れたから。このイエスを主、救い主として信じ
たから。

７．あなたは神さまの子どもですか？　
 イエスさまを信じれば、イエスさまの十字架のおかげで、罪が赦されて、神さまの子
どもです。

８．あなたは、神さまの子どもになりたいですか？　
 はい。神さまが一番それを願っておられるなら、わたしもそれを一番にしたいです。
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【分級展開例Ｃ】

一番大切なこと：神の子とされて

１．ザアカイさんってどんな人ですか？
 徴税人の頭。不正な仕事で大金持ち。いじわるをする人（弱い者いじめ、必要以上の
お金をとりあげる）であり、いじわるされる人（人垣をつくってイエスさまを見えな
くさせられる）。神を信じていない人であり、むしろ信じている人を軽蔑する人。宗
教生活を誇る偽善的な生き方より、世の中は「お金が一番大切！」であると割り切っ
て生きていた人。その意味では、一本筋を通すタイプの人。

２．お金が一番のザアカイさんとまわりの人たちは仲良しでしたか？
 仲良しなのは、徴税人仲間だけ。お金が一番の人は、人と仲良くできなくなる。神を
一番にしたザアカイは、神の子どもたちの家族に加えられる。

３．イエスさまは、何を一番にしておられたのでしょうか？ 
 イエスさまは、ザアカイの友達になることを第一にしています。いっしょに生きて行
く友達、いっしょに歩いて行く仲間です。その為に、人に悪口を言われても平気です。

４．どうしてイエスさまはザアカイの家に泊まりたかったのですか？
 ザアカイが本当は神さまの子どもであることを気づかせるため。神さまから離れて、
孤独なザアカイがかわいそうに思ったから。ザアカイの友達になりたかったから。

５．どうしてザアカイは、急いで降りて来て、イエスさまを家に招きいれたのですか？
 罪人だと言われる人の家に泊まる人は、宗教の掟を破ると思われていたのに、それほ
どまでして、自分に関心を持ってくださり、愛してくださることに感動したから。

６．どうしてザアカイの家に救いが訪れたのですか？
 イエスさまを自分の家に喜んで迎え入れたから。このイエスを主、救い主として信じ
たから。

 財産を処分しようとしたからではなく、それは、罪を赦された喜びの結果。

７．あなたは神さまの子どもですか？　
 イエスさまを信じれば、イエスさまの十字架のおかげで、罪が赦されて、神さまの子
どもです。

８．あなたは、神さまの子どもになりたいですか？　
 はい。神さまが一番それを願っておられるなら、わたしもそれを一番にしたいです。
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４月２６日 ヨハネによる福音書４章７節～２６節 【解説と黙想】

信じて歩む道：神を知る喜びに生きる

テキストの解説

　「サマリア」　パレスチナ中部に位置し、
北部のガリラヤと南部のユダを分断する。
サマリア人は、バビロン捕囚時に捕囚され
ずに取り残された民が周辺民族と混血した
形成された民と言われる。モーセ五書のみ
を受け入れる「サマリア教団」を形成して
おり、ユダヤの人々とは対立関係にあった
（９節、ルカ10：30～36など参照）。
　「サマリアの女」　通常、人々が井戸で水
を汲むのは、早朝や夕刻（創24：20）で、「正
午ごろ（６節）」に水を汲みに来たこの女
性は、周囲との距離をとりたいと考えてい
た。もしくは取らざるを得なかったと考え
られる。
　「五人の夫」　夫と死別した際など、別の
男性と結婚するのは禁じられておらず、む
しろ親族が寡婦を娶る制度もあった。その
上で、五人もの男性と別れざるを得なかっ
たことが女性が周囲と距離を置かなければ
ならない理由であったかもしれない。
　「ヤコブ」　旧約聖書の族長の一人、イス
ラエルの祖。創世記にはヤコブが井戸を
掘ったエピソードはないが、現在でもこの
地域には「ヤコブの井戸」と呼ばれる古い
井戸が存在し、人々の生活を支えている。
サマリアとユダ共通の権威であり、サマリ
ア人はこの井戸の存在を自分たちと族長と

のより強い結びつきを示すものと受け止め
ている。
　「この山」　ゲルジム山のこと。モーセに
よって祝福が置かれた（申命記11：29）。
サマリア人は、エルサレム神殿の権威を否
定し、ゲリジム山での礼拝を主張した。
　女性の問いは、サマリア教団とユダヤ教
の間の正当性を問うものであると同時に、
キリスト教も含めて、信仰の正当性の基盤
を問いかけている。イエスは、礼拝の場所
ではなく、霊とまことにおいて献げる礼拝
こそが信仰者を支える唯一の基盤であるこ
とを示す。

カテキズムの解説

　問２は、問３とともに、第一部のまとめ
となっている。問２は今週と次週に分けて、
今週は前半を扱う。前半のうち、「栄光を
あらわし」「喜び」はウェストミンスター
小教理問答問１における「人の主な目的」
の内容である。
　「知る」こととその裏返しとしての「教
える」ことは、カテキズムだけでなく、聖
書自体において信仰を支える基盤とされる
（下記参照）。単なる知識にとどまらない、
まことの意味での神知識が、信仰者を生か
し「神と人を愛する」人本来の歩みに押し
出すのである。 （長田詠喜）

《参照聖句》  カテキズム参照聖書箇所の他、申命記６章６～９節、詩編１編、ローマ１０章１４節
《教理問答》  子どもと親のカテキズム 問６、ウェストミンスター小教理問答 問１、ハイデ

ルベルク信仰問答 問２ 
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４月２６日 ヨハネによる福音書４章７節～２６節 【説教展開例】

信じて歩む道：神を知る喜びに生きる
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　人生の中心的基盤として、信仰生活の柱として、礼拝の核として、「神さまと出会い、神さま
を知る」ことの大切さ、神さまを知ることが、私たちの生活を動かすことを知る。

「礼拝でお会いする方」

①サマリアの女性

　イエスさまはエルサレムからガリラヤに
戻る途中で、サマリアの地に立ち寄りまし
た。サマリアの人たちはイエスさまたちユ
ダヤの人とは仲が悪く、道であっても挨拶
もしない、言葉も交わさない人たちでした。
ユダヤの人たちはエルサレムで神さまを礼
拝していましたが、サマリアの人たちは自
分たちの住んでいる地域にあるゲリジム山
というところで礼拝をしておりました。お
互い自分たちの方が正しいと考えていたの
でした。
　サマリアを避けて通るのは大変でした
が、できなかったわけではありません。イ
エスさまはあえてサマリアを通る道を選ん
だようです。
　ちょうど、シカルという町に差し掛かっ
た時にお昼の時間になりました。弟子たち
はみんなでお昼を探しに行きます。イエス
さまは井戸の近くで休んでおりました。そ
こに一人の女性が水を汲みにやってまいり
ます。今のように、キッチンで蛇口をひね
れば水が出てくる時代ではありません。み
んな毎日井戸に行って水を汲まなければな
りません。普通は朝や夕方の涼しい時間に
水を汲みに来るのですが、この女性はわざ
わざお昼の暑い時間に水を汲みに来ていま

す。あまり周りの人と顔を合わせたくな
かったようです。イエスさまがこの女性に
「五人の夫がいたが、今連れ添っているの
は夫ではない」とおっしゃっています。ど
んな事情があったのかわかりませんが、陰
口を叩かれたり、後ろ指を指されたりする
ことがあったのでしょう。ユダヤの人々か
ら差別されるサマリアの人々の中で、さら
にまた差別される立場だったわけです。

②イエスさまの目的

　そんなわけですから、イエスさまがサマ
リアの女性に声をかけた時に、彼女はとて
も驚くのです。しかも話をしているといつ
の間にか、イエスさまが女性に水を求める
話が、女性がイエスさまから水をもらう話
になってきます。自分が与える立場のはず
なのに、この人は自分に何をどのように与
えるというのか、女性の中に知りたい気持
ちが起こってきます。イエスさまの「永遠
の命に至る水」を与える宣言を聞いて、女
性は自分の目の前にいる人物が特別な人物
であることを知ります。さらに初めて会っ
たはずのイエスさまが自分の身の上を知っ
ておられることが判ると、彼女は自分の目
の前にいる人物が何か特別な人であると知
るのです。
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　そこで、彼女は質問をします。それは、
どこで礼拝すべきかという質問でした。何
かまた突然全く関係ない話になっているよ
うです。けれどもこれは彼女にとってとて
も大切なことでした。礼拝の場所は彼女が
属するサマリアの人々とイエスさまたちユ
ダヤの人々との間の最も重要な対立点でし
た。サマリアの人たちはゲリジム山で礼拝
を献げるのが正しいと教えている。一方ユ
ダヤの人々はエルサレム神殿で礼拝するこ
とだけが正しい礼拝だと考えている。どん
な神さまをどんな風に信じるのが正しいの
か。それは、自分の生き方を決める時に一
番大事なことなのです。

③神さまを知る

　サマリアの女性の質問に対して、イエス
さまの答えは、とても大事なことを教えて
くださるものです。大切なのはどこでどん
なやり方で礼拝をするかということではな
いのです。一番大切なのは私たちが神さま
を礼拝する時に「霊と真理をもって」礼拝
しているかということです。ちょっと難し
い言いかたかもしれません。分かりやすく
言うとこれは、私たちが礼拝の時に誰と
会っているかをちゃんと知っているかが大
切だということです。
　私たちも、今礼拝をしています。礼拝で
私たちは誰と出会うのでしょう。お友達と
会っています。先生や教会の人達とも会い
ます。それもとても楽しみなことです。で
も、一番楽しいこと、一番大切なことは、

礼拝で神さまとお会いするということで
す。神さまは目に見えないお方ですから、
目で見て耳で聞いて手で触って神さまとお
会いするわけではありません。でも、聖書
の中で神さまは私たちにいろいろなことを
教えてくださいます。聖書のお話を聞いて
いると、神さまが私たちにいろいろなこと
を教えてくださいます。礼拝では何が大切
か、神さまを信じるには何が大切か、神さ
まとはどんなお方で、私たちはどんなもの
なのか、そんなことを何でも全部教えてく
ださいます。この神さまを礼拝の中で出会
うのであれば、それはどんな場所でも、誰
と一緒であっても、本当の礼拝なのです。
　サマリアの女性もイエスさまと出会っ
て、サマリアの人であろうとユダヤの人で
あろうと、本当に心から神さまを知って、
心から神さまを礼拝することができること
を知りました。相手を責めたり、仲間はず
れにせずに、仲が悪かった人達とも一緒に
礼拝ができることを知りました。それは、
この女性自身、サマリアの町の仲間たちと
もう一度一緒に仲良く過ごすことができる
ことを教えるものでした。そして実際に、
このあとこの女性はシカルの町の他の人達
と一緒にイエスさまの教えを受けることに
なるのです。
　神さまのことを知るというのはこんな風
に私たちに一番大事なことを教えてくださ
いますし、私たちの毎日を変えてくださる
のです。礼拝で、聖書で神さまと出会い、
神さまを知っていきましょう。 （長田詠喜）

《今週の暗唱聖句》
まことの礼拝をする者たちが、霊と真実をもって父を礼拝する時が来る。今がその時で
ある。父はこのように礼拝する者を求めておられるからだ。
 （ヨハネによる福音書４章２３節）
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４月２６日 ヨハネによる福音書４章７節～２６節 【分級展開例Ａ】

神さまを知り、神さまの栄光をたたえる

〈はじめに〉

　“イエスとサマリアの女 ”の対話によっ
て、「神を知る」に至る経緯がわかる。イ
エスという方を「救い主キリスト」と知る
までのサマリアの女の心の動きを、伝える。
「神さまの栄光をあらわす」ことは、20節
から24節の間に十ある「（神さまを）礼拝
する」という言葉で言い換えて話すことも
できる。

〈もんだい〉

　サマリアの女は、イエスさまと話をして
いるうちに、イエスさまがキリスト（メシ
ア＝救い主）だと、だんだんと気付きまし
た。
　サマリアの女は、次のように語りました。
　① 「ユダヤ人のあなた」
　②  「あなたはヤコブよりも偉いのです

か」

　③ 「主よ、その水をください」
　④ 「メシアが来ることは知っています」
　⑤ 「……」
　イエスさまは、次のように語られました。
　⑥ 「水を飲ませてください」
　⑦ 「あなたに生きた水を与えただろう」
　⑧  「与える水を飲む者は決して渇かな

い」
　⑨ 「わたしを信じなさい」
　⑩ 「それは、このわたしである」

　⑥→①→⑦→②→⑧→③→⑨→④→⑩→
⑤の順番に並べて読んでみましょう。
（前もって、ひらがなで書いた短冊①～⑩
をつくっておきましょう。）
　⑤は、聖書にはありません。サマリアの
女が言った言葉は何だったと思いますか？
自由にサマリアの女になって答えてみま
しょう。
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４月２６日 ヨハネによる福音書４章７節～２６節 【分級展開例Ｂ】

信じて歩む道：神を知る喜びに生きる

　キリスト教の信仰は、「知る」ことが本質的な意味を持っている。「知る」ことは、ただ
知識を蓄えることではなく、「聞く」 ─ 「受け入れる」 ─ 「告げる」という一連の動きを指す。
また信仰について知ることは単に知的な作業ではなく、霊に語りかけ、聞く者の感情を動
かし、神との関係と人との関係を和解へと導き、全人的な回復を与える。この若いと回復
の喜びを知ることが、私たちをまことの礼拝へと促す。
　 
１． イエス様はどこからどこへ行こうとして、どこの町にいましたか？

２． イエス様が出会った女の人は、どんな人でしたか？

３． イエス様は女の人に、何を頼みましたか？
　

４． 女の人は、イエス様の頼みを聞いてどう思ったでしょうか？
　

５． 女の人はイエス様に何を質問しましたか？
　　

６． 「まことの礼拝」とはどんなものですか？　
　

７． あなたは、どんな礼拝をしたいですか？
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４月２６日 ヨハネによる福音書４章７節～２６節 【分級展開例Ｃ】

信じて歩む道：神を知る喜びに生きる

１．ユダヤ人たちとサマリア人はどんな関係でしたでしょうか？

２．サマリアの女の人は、最初イエス様にどんな印象を持ったでしょう？

３．話をするうちに、イエス様に対する印象はどんな風に変化したでしょう？

４．最終的に、サマリアの女の人は、イエス様をどんなお方だと思ったでしょうか？

５．サマリアの女の人はどうして、礼拝の場所についてイエス様に質問したのでしょう？

６．イエス様は、本当の礼拝はどんな礼拝であると教えているでしょうか？

７．本当の礼拝をささげるために、私たちはどうすれば良いと思いますか？
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５月３日 ヨハネによる福音書４章３１～４２節 【解説と黙想】

「信じて歩む道：神と人に仕えて生きる」

テキストの解説

31～38節
　「あなたがたの知らない食べ物」とは、
見えない霊的な食べ物のことで、主イエス
はそれが「わたしをお遣わしになった方（父
なる御神）の御心を行い、その業を成し遂
げることである」と語っておられる。父な
る神様と主イエスの御心は一つである。主
がそうであられたように、私たちも、神の
言葉を実践し、御心に従って生きる時に、
初めて、真の意味で生きる。「成し遂げる」
は、十字架上の言葉である『成し遂げられ
た』（ヨハネ19：30）と類語であり、主イ
エスを「お遣わしになった方の御心」とは、
究極的には罪を取り除く贖いの小羊とし
て、十字架に御自身を献げることであった。
　35節以下は伝道に関する展望。通常、種
蒔きから刈り入れまでは、４ヶ月待たなく
てはならなかった。35節は、種は蒔かれた
が、御言葉が働き、４ヶ月を待たずに、実
が実り、刈り入れを待っているのである。
種蒔きと刈り入れが続くのは、神様の時代
における夢であった（アモス書9：13）。刈
り入れとは、終末的裁きではなく、救いへ
と、入れられるということと解釈できる。
36節の「刈り入れる者」とは、魂を導き、
救いに入れる、主御自身、または神の働き
人達のことであろう。
　ここで、「種を蒔く人も刈る人も、共に
喜ぶ」ということは、御言葉の種蒔きをす
る人も、魂の刈り入れをする人も共に、魂
が神の下に獲得されることを喜ぶことを
言っている。

　37、38節は、古典的には、主イエスが伝
道を開始され、弟子達がその労苦の実りに
あずかっていると理解されている。また、
主イエスの十字架によって、種が蒔かれ、
その刈り入れを教会が引き受けることが想
定されている。
　別の見解として、ここで主によって開始
されたサマリア伝道が、使徒８章５節で
フィリポによるサマリア伝道がなされたこ
とへと繋がるという解釈がある。この場合、
御言葉の種は、長い時間と、多くの人達の
労苦を経るが、やがて実り、刈り入れに至
るという意味が導き出される。
39～42節
　「とどまる」はヨハネによる福音書では44
回使用され、主イエスが誰であるかという、
キリスト論的問いと結びついている。主が
二日間、滞在され（とどまられ）、主イエス
から御言葉を聞いた結果、主イエスが「世
の救い主」であるという告白が導き出され
る。これは、キリスト論的称号の中でも、
最もスケールの大きい告白である。「言葉を
聞いて信じた」は、しるしによる表面的信
仰と対比される。証という間接的導きから、
主イエスから直接、御言葉を聞くというこ
とによって信仰が生まれていくのである。
子どもへのメッセージ

　私たちの証や教会への誘いが用いられ、
聖書から直接主イエスの御言葉を聞くこと
を通して、信仰の告白へと導かれる。そし
て、御言葉の種は必ず実る。主イエスの御
心なので、御言葉の種を蒔き、魂を導くき、
刈り入れる働きに励もう。 （袴田清子）

《参照聖句》   詩編１２６編５，６節、アモス書９章１３節、
 マタイによる福音書２８章１８～２０節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム 問４４
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５月３日 ヨハネによる福音書４章３１節～４２節 【説教展開例】

「信じて歩む道：神と人に仕えて生きる」
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　「人生の目的は、神を喜び、神に仕えて歩むこと。あるがままの姿で主に仕えよう」

「主は私たちを用いて、人を救いに導かれる」

　イエスさまは、ガリラヤに戻られる途中
で、どうしてもサマリアを通らなくてはな
りませんでした。そこには、昔昔に、ヤコ
ブが掘った井戸がありました。イエスさま
は疲れて、井戸のそばに座っておられまし
た。弟子たちは町に食べ物を買いに行って
いました。ちょうど太陽が高々とのぼって
いる正午頃、サマリアの女性が水をくむた
めにやって来ました。普通は朝、水をくみ
に来るのに、この女性は他の女性たちに出
会いたく無かったので、真っ昼間、暑い中
水をくみに来たのです。
　イエスさまは、この女性に「水を飲ませ
て下さい」とお願いしました。イエスさま
はくむ物を何も持っておられなかったので
す。しかし、この女性は、とても驚きまし
た。と言うのは、ユダヤ人とサマリア人は
仲良く無かったからです。その上、イエス
さまのようにラビと呼ばれる先生たちは、
女の人と話すことをしないかったからで
す。
　イエスさまは、この女の人に、御自身が
「生きた水を与える」御方であること、ま
たイエスさまが与える水を飲む人は、「決
して渇かない」、それどころか、イエスさ
まの与える水は「その人の内で泉となり、
永遠の命に至る水がわき出る」と真理の御
言葉を教えてくださいました。そして、女

の人の罪も指摘されました。実は、６人も
夫がいて、しかも６人目とは同棲中だと、
イエスさまは言い当てられたのです。イエ
スさまには何もかもお見通しだったので
す。
　女の人は、罪を言い当てられて、心を指
されますが、イエスさまを預言者だと考え
始めます。そして、サマリア人とユダヤ人
は礼拝する場所が違うけど、どこで礼拝し
たら良いのですか？　と尋ねます。神さま
を礼拝する場所についての質問をしたので
すね。すると、イエスさまは言われました、
礼拝する場所が問題なのではなく、「神さ
まを礼拝する人は、霊と真理によって礼拝
しなければならない」と。
　女の人はイエスさまに言います。「わた
しは、キリストと呼ばれるメシアが来るこ
とは知っています」。すると、「それは、あ
なたと話をしているこのわたしである」と、
目の前におられるイエスさまが、はっきり
と言われたのです。女の人は、びっくりし
ました。
　このイエスさまがメシアだと聞いた女の
人は、水をくむために持って来ていた水瓶
を、井戸の傍らに置いたまま、町にすっ飛
んで行ったのです。「さあ、見に来てくだ
さい。わたしが行ったことをすべて言い当
てた人がいます。もしかしたら、この方が



No.77� 教会学校教案誌

— 53 —

メシアかも知れません」。自分がイエスさ
まと出会い、お話をして、聞いた御言葉、
体験したことを、町の人たちにそのまま証
し、実際に来て確かめるように誘いました。
女性の身の上を知っていた町の人たちは、
この女性の言うことは本当だと感じまし
た。自分のことを悪く言う人たちのいると
ころに、自分から飛び込んで行くことは、
絶対にしないことだからです。この女の人
は、イエスさまが救い主だと分かったので
す。だから、町の人たちの所に飛び込んで
来て、確かめるように言ったのです。町の
人たちはこの女性の言葉を信じました。

　ちょうどその頃、食べ物を手に入れた弟
子たちは、イエスさまのところに帰ってき
ました。「先生、食事をどうぞ」。するとイ
エスさまは、「わたしにはあなたがたの知
らない食べ物がある」と言われたのです。
この食べ物は、イエスさまの霊的な食べ物
のことでした。
　イエスさまの食べ物とは、父なる神さま
の「御心を行い、その業を成し遂げること」
でした。そして、その最も大変で、偉大な
業は、私たちの罪のために、イエスさまが
御自身を献げて、十字架にお掛かりになっ
たことです。イエスさまは、御自身の十字
架の死とそこからの復活を通して、私たち
の罪が赦されるようにしてくださいまし
た。そして、イエスさまを信じて救われる
人が、一人でも多く起こされるということ
が、イエスさまの霊的な食べ物なのですね。
　イエスさまは弟子たちに言われました。
「あなたがたは『刈り入れまで、まだ４ヶ
月もある』と言っている。しかし、畑を見
なさい。色付いて刈り入れを待っている」。
サマリアの女の人は、イエスさまの御言葉

を聞いて、直ぐに信じて、救われました。
それまで罪の生活の中に生きていた女の人
は、イエスさまを信じて、永遠の命を与え
られたのです。

　種蒔きは大変な仕事です。一人で大きな
種の袋を担いで、種を蒔いて行くのです。
同じように、御言葉の種を蒔くことは、時
として、一人で涙と共になす仕事です。　
　しかし、イエスさまが御言葉の種を蒔か
れると、直ぐに刈り入れが来たように、聖
霊なる神さまが働かれると、御言葉は直ぐ
に実りを与えられることもあります。刈り
入れは時期が大切です。ほおっておくと、
実が腐ってしまうこともあります。だから、
刈り入れる人は、よく見て遅れてはならな
いのです。「あなたがたは『刈り入れまで、
まだ４ヶ月もある』と言っている。しかし、
畑を見なさい。色付いて刈り入れを待って
いる」。ちゃんと鎌を入れるなら、素晴ら
しい刈り入れが待っています。
　しかし、イエスさまは、ずっと後になっ
てから刈り入れの時がくる場合もあること
を御存じです。蒔いたことも忘れていた御
言葉が、思いもしないところで、育ち、実っ
て、刈り入れる時になっていることもしば
しば起こります。「あなたがたが自分の労
苦しなかったものを刈り入れるために、わ
たしはあなたがたを遣わした。他の人が苦
労し、あなたがたはその労苦の実りにあず
かる」ことが起こるのです。
　町の人たちは、この女の人の、ありのま
まの証を通して、イエスさまのところに導
かれました。イエスさまのことを知れば、
もっと話しが聞きたい、もっと知りたいと
思うものなのです。それで、町の人たちは、
自分たちのところにとどまってくださるよ
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うに頼みました。イエスさまは、２日間も
そこに泊まってくださり、御言葉を語って
くださいました。イエスさまのお話を十分
聞くことが大切なのですね。
　私たちはどのようにして、イエスさまの
お話を聞けるのでしょうか。それは、聖書
を通してです。そして、聖書を解き明かし
てくださる説教を通してです。
　イエスさまから直接御言葉を聞いた人た
ちは、もう、女の人が話してくれたことに
よってではなく、自分でイエスさまから御
言葉を聞いて、分かったと言いました。イ
エスさまが、「本当に世の救い主である」
と分かったのです。

　イエスさまは、この女の人をお用いに
なったように、私たちも用いてくださいま
す。イエスさまからお話を直接聞くことが
出来れば、最も正しく、素晴らしい分かり
かたで、イエスさまが救い主であると分か
るようになります。
　皆さんも、イエスさまの食べ物、イエス
さまが本当に喜ばれる、人を救いに導く働
きのために、自分が知っているイエスさま
のことを、そのままお友だちにお話しし、
教会に誘ってください。イエスさまのとこ
ろに誘って来てください。そして、蒔く人
も、刈り入れる人も、共に喜ぶようにされ
たいですね。 （袴田清子）

《今週の暗唱聖句》
御言葉を宣べ伝えなさい。折りが良くても悪くても励みなさい。
 （テモテへの手紙二４章２節）
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５月３日 ヨハネによる福音書４章３１節～４２節 【分級展開例Ａ】

「信じて歩む道：神と人に仕えて生きる」

〈展開例〉

　イエス様について他の人に話し、伝える
ことは、クリスチャンに与えられた最も大
きな祝福であり、喜びであることを伝える
ことを目指す。

 ・伝言ゲーム

　通常の伝言ゲームよりも少人数で、年少
者が楽しめる伝言ゲームをし、「『言葉』を
じょうずに伝える」ことを経験する。

①先生が、子どもに短い聖句を教える。
　（暗唱聖句、二テモテ4：2など）
②もう一人の大人のところまで行って、覚
えた聖句を伝える。
③伝えられた大人は、必ずお礼を言う。覚
えていない、間違えて伝えても指摘しな
い。
　CS教師がいない場合は、教会内の他の
大人の方に事前にお願いしておくと良い
④子どもは先生のところに戻って、報告す
る。先生は伝えてくれたお礼を言う。
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５月３日 ヨハネによる福音書４章３１節～４２節 【分級展開例Ｂ】

「信じて歩む道：神と人に仕えて生きる」

１．イエス様はサマリアを通りました。そこにあった井戸は誰が掘りましたか。

２．イエス様と出会った女性はどうしておどろいたのでしょうか。

３．イエス様は水をくむ桶をもっていないのに「生きた水」を与えることができるのでしょ
うか。

４．サマリアの女の人は自分の罪をあてられてどきっとしたでしょうね。そこでイエス様
のことをどんな人だと思ったでしょうか。

５．サマリアの女の人は「メシアが来られることを知っています」と言いました。そして
自分が話しているのがその方だとイエス様から教えられてからどうしたでしょうか。

６．サマリアの女の人と普段は話さない町の人がどうして、イエス様のところまで行って
みようとおもったのでしょうか。

７．イエス様は弟子たちに「あなたがたは『刈り入れまで４か月もある』言っている」で
はないかといわれます。そして畑を見なさいと言われます。イエス様は本当に畑の話
をしているのでしょうか。

８．イエス様の時代の種まきはどんなだったでしょうか。「一人が種を蒔き、別の人が刈
り入れる」ということわざをイエス様は何のたとえで語られたのでしょうか。

９．サマリアの女の人のありのままの話が町の人をイエス様のところへ導きました。でも
町の人にはサマリアの女の人の話は必要がなくなりました。どうしてでしょうか。
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５月３日 ヨハネによる福音書４章３１節～４２節 【分級展開例Ｃ】

「信じて歩む道：神と人に仕えて生きる」

１．イエス様はサマリアを通りました。そこにあった井戸は昔、族長のイサクが掘ったと
伝えられている井戸です。サマリア人とユダヤ人は当時、仲が悪く交際をしませんで
した。それなのにどうしてイエス様はサマリアの女性に話しかけたのでしょうか。

２．イエス様は旅に疲れている様子ですし、水をくむ桶をもっていないのにどんな風に「生
きた水」を与えることができるのでしょうか。

３．サマリアの女の人は自分の罪をあてられてどきっとしたでしょうね。皆さんも聖書を
読んでいて自分の悪い姿をそこで見つけたりしてどきっとしたことはありますか。教
会学校の話で自分の毎日の生活を反省させられたことはあるでしょうか。

４．サマリアの女の人は「メシアが来られることを知っています」と言いました。そして
自分が話しているのがその方だとイエス様から教えられてから、町に向かって走りだ
しました。イエス様のことを伝えたかったからです。何度も結婚をしていたのである
程度の年齢の女性です。走るのはきつかったかもしれません。それでも町に急いだの
です。イエス様や教会のことをお友達に話したことはありますか。

５．さて、サマリアの女の人と普段は話さない町の人はびっくりした。これは何かあった
と思ってイエス様の所に一緒にいきました。

６．イエス様は弟子たちに「あなたがたは『刈り入れまで4か月もある』言っている」で
はないかといわれます。そして畑を見なさいと言われます。イエス様は本当に畑の話
をしているのでしょうか。イエス様の時代の種まきはどんなだったでしょうか。「一
人が種を蒔き、別の人が刈り入れる」ということわざをイエス様は何のたとえで語ら
れたのでしょうか。

７．サマリアの女の人のありのままの話が町の人をイエス様のところへ導きました。でも
町の人にはサマリアの女の人の話はもう必要がなくなりました。イエス様と直接出
会ったからです。皆さんを教会に導いてくれたのは誰でしょうか。両親、お友達、先
輩。そのような人が皆さんにとっての今日の話のサマリアの女性ではないでしょうか。
そして今度は皆さんが町に走っていく番です！
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５月１０日 ルカによる福音書２４章２８～４３節 【解説と黙想】

救われた歩み：イエスさまを信じる

　子どもと親のカテキズムは、問２におい
て、神さまと共に歩むとは、「まことの神
さまを知り、神さまの栄光をあらわし、神
さまを喜び、神さまと人に仕えて歩むこと」
と教える。カテキズムは次に、問３におい
て、そのような神と共にある歩みを私たち
が歩むために、先ず必要なことを教えてい
る。
　問３は「神さまと共に歩むために、罪人
である私たちに必要なことは何ですか」と
問うが、この問いは、すでに人間が創造さ
れた状態から堕落し、罪と悲惨に陥った現
実を踏まえている（問19～25参照）。つまり、
私たちは罪人であり、神と共に歩めなく
なっている現実が示されているのである。
神の子どもとして神と共に歩むように造ら
れた私たち人間にとって（問17）、最も悲
惨なことは、神との交わりを失い、「神が
共にいないこと」である。子どもたちがイ
エス・キリストにある救いを学ぶ前に、こ
のことを先ず知らせたい。

　カテキズムは次に、答えにおいて、その
ような罪人である私たちが、神と共に歩む
ようになるために必要なことを簡単に教え
ている。それは「イエス・キリストを信じ、
救われて、神さまの子どもとされること」
である。これは問20～41の「信じて歩む道」
の概説である。すなわち、カテキズムは「信
じて歩む」場合の「信仰内容」の「救い」
について予備的に示しているのである。今
回は前半の「イエス・キリストを信じ、救
われて」という部分について扱いたい。
　聖書には、罪人である私たちはイエス・

キリストの御名を信じることで救われるこ
とが示されている。「主イエスを信じなさ
い。そうすれば、あなたも家族も救われま
す」（使徒16：31）。それは、「キリストに
よる救いの御業」（特に十字架と復活）の
みが、私たちを罪と悲惨の状態から救うこ
とができるからである。私たちはただ「イ
エスさまを信じること」によって、その救
いに与ることができるのである。
　それでは、「イエスさまを信じる」とは
どういうことか。ハイデルベルク信仰問答
問21は「（まことの信仰とは）神が御言葉
において、私たちに啓示されたすべてを、
わたしが真実であると確信する、その確か
な認識のことだけでなく、福音を通して聖
霊がわたしのうちに起こしてくださる、心
からの信頼のことでもあります」と語る。
このように、イエス・キリストを信じると
は、①啓示された御言葉の知識、特にキリ
ストについての知識を確信すること、②キ
リストに心から信頼することである。
　神はイエス・キリストを信じる信仰に
よって、私たちをキリストに結び合わせて
くださる。私たちはそのキリストに結ばれ
ることによって、キリストから救いの恵み
を頂くのである（問35）。もちろん、そこ
には聖霊なる神の働きがあるのだが、今回
はシンプルに私たちがイエス・キリストを
信じ、信頼することで、救いの恵みを頂け
ることを語りたい。私たちがイエスさまに
信頼し、イエスさまと結ばれるとき、私た
ちは再び神との交わりを回復する。神さま
と共に歩む道が再スタートするのである。
 （佐野直史）

《参照聖句》  ヨハネ１章１２節、使徒４章１２節、１６章３１節
《教理問答》 ハイデルベルク信仰問答 問２１、子どもと親のカテキズム 問３５ 
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５月１０日 ルカによる福音書２４章２８～４３節 【説教展開例】

救われた歩み：イエスさまを信じる
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　子どもたちが、①人は生まれながらに罪人であり、神と共に歩めなくなっていることを知るこ
と、②しかし、イエス・キリストの救いの御業によって、救いが与えられており、その主イエス
の御名を信じるなら、その救いに与ることができることを知ること、③さらには、その救いの主
を信じ、信頼するように促すこと。イエスさまを信じるだけで救われる幸いを覚えたい。

「イエスさまと手をつなごう！」

　先週までは、神さまと共に歩むとは、ど
ういうことなのかを学びました。何だった
か覚えているかな？　それは、「まことの
神さまを知り、神さまの栄光をあらわし、
神さまを喜び、神さまと人に仕えて歩むこ
と」（問２）でした。今日はその続きです。
今日のカテキズムの問いでは、そのように
私たちが神さまと一緒に歩むために、先ず
必要なことを教えています。

問３　 神さまと共に歩むために、罪人であ
る私たちに必要なことは何ですか

答　　 イエス・キリストを信じ、救われて、
神さまの子どもとされることです。

　「罪人である私たち」と書かれています。
罪人とは罪を犯した人のことです。みんな
は罪って知っていますか？　罪とは、「神
さまの言葉に背くこと」（問14）です。聖
書を通して、神さまは私たちに、神さまを
大切にすること、また隣人（家族や友達）
を大切にしていることを教えています。そ
れは私たちが幸せに生きるためです。だけ
ど、私たちはその神さまの言葉を全部守る
ことができているかな？　きっと難しいと

思います。先生もできていません。神さま
を大切にできなかったり、友達を傷つけて
しまうことがあります。罪とは、①神さま
を大切しないこと、②隣人（家族や友達）
を大切にしないことなのです。私たちはこ
の罪というものをみんなが持っています。
そう、私たちは罪人なのです。
　私たちの内にある罪は、私たちと神さま
との関係を悪くします。罪によって、私た
ちは神さまの言葉に背き、神さまから離れ
ようとします。また、ちょっと恐い話をす
るけど、罪人である私たちは神さまの怒り
の下にあり、ほろびの死に定められていま
す（問21）。それは、私たちが神さまを大
切にしなかったり、神さまが大切にしてお
られる隣人（家族や友だち）を傷つけるか
らです。このように、私たちの内にある罪
は、私たちと神さまとの間を引き裂くので
す。つまり、私たちに罪があると、私たち
は神さまと共に歩めなくなってしまうので
す！　私たちは神さまの子どもとして神さ
まと共に歩むように造られました（問17）。
そんな私たち人にとって、最も悲しいこと
は、神とのつながりがなくなって、神さま
が一緒にいないことです。私たちの内にあ
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る罪にはそういう恐ろしい力があるので
す。

　しかし、憐れみ深い神さまは私たちをそ
のような罪から救うために独り子イエスさ
まを送ってくださいました。イエスさまは
十字架において、私たちのすべての罪を背
負い、私たちの代わりに死んでくださった
のです。イエスさまの十字架の死によって、
私たちの罪の償いがなされました。そのこ
とによって、私たちの罪は赦され、私たち
が再び神さまと共に歩む道が開かれたので
す。
　私たちは自分の力で罪と死から自分自身
を救うことはできません。しかし、私たち
はイエスさまの救いのお働きによって、救
いの道が与えられています。聖書に書かれ
るように、私たちはイエスさまのお名前を
信じることによって、イエスさまが獲得さ
れた救いの恵みをいただくことができるの
です。「主イエスを信じなさい。そうすれば、
あなたも家族も救われます」（使徒16：
31）、と書かれている通りです。私たちは
ただイエスさまを信じるだけで罪と死から
の救いが与えられているのです！

　ところで、「イエスさまを信じる」とは
どういうことでしょうか？　イエスさまの
何を信じればいいのでしょうか？　イエス
さまを信じるとは、２つの意味があります。
一つは、イエスさまが私たちの罪のために
十字架にかかってくださったという事実を
確かに信じることです。だけど、それだけ
ではありません。イエスさまを信じるとは、
私たちがイエスさまの十字架を知識として
信じるだけではなく、その救い主であるイ
エスさまに心から信頼することでもありま

す。イエスさまの救いの恵みを信じて、「イ
エスさまだけが私を助けてくださる御方で
ある」とイエスさまに信頼することが、「イ
エスさまを信じる」ということなのです。

　みんなは「つながれ‼ イエスさま」（『プ
レイズワールド』78番参照）という賛美の
歌を知っていますか？　そこでは次のよう
に歌われています。

　小さな僕たちは何もできないけれど
　イエスさまがいっしょなら力がわいてく
るよ
　ほらね
　つながれ‼　イエスさまに
　どんなときも離れないで
　いつだって忘れない
　イエスさまと手をつなごう

　この賛美の歌にあるように、小さな私た
ちには何の力もありません。大人の先生た
ちも、同じです。私たち人は自分の力で罪
と死から自分自身を救うことはできませ
ん。だけれども、イエスさまが一緒にいて
くだされば、私たちに力が湧いてきます。
私たちがイエスさまと手をつないで、イエ
スさまと結ばれたら、そのイエスさまから
私たちに力が与えられるのです！　イエス
さまが十字架の死と復活のお働きによって
獲得されたすべての救いの恵みが、イエス
さまから私たちに与えられるのです。
　この歌の中で考えるならば、イエスさま
を信じるとは、「イエスさまと手をつなぐ
こと」と言うことができるでしょう。イエ
スさまはいつも弱い私たちを助けようと手
を差し伸べておられます。そのイエスさま
の手を取って、イエスさまに依り頼むこと、
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《今週の暗唱聖句》
主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたも家族も救われます。
 （使徒言行録１６章３１節）

これが「イエスさまを信じる」ということ
なのです。

　私たちがイエスさまを救い主と信じ、信
頼して、イエスさまと手をつなぐとき、神
さまの救いの恵みとたくさんの祝福が私た
ちに与えられます。そして何よりも、大き
な恵みは、私たちが再び神さまと共に歩む
ことができるようになることです。私たち
がイエスさまと手をつなぐとき、イエスさ
まと共にある私たちの新しい歩みが始まり
ます。そしてまた、イエスさまの十字架に
よって、罪赦された私たちは父なる神さま

と再び歩みを共にすることが許されるので
す。
　私たちは一人ぼっちで罪の問題に悩むこ
とがあるかもしれません。神さまを大切に
できない自分、人を大切にできない自分に
悩むことがあるかもしれません。しかし、
そのような時に、イエスさまは私たちに手
を差し伸べておられます。神さまが共にお
られること、イエスさまが共におられるこ
と、これほど心強く、喜ばしいことはあり
ません！　私たちはイエスさまを信じて、
信頼して、イエスさまと手をつなぎたいと
思います。 （佐野直史）
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５月１０日 ルカによる福音書２４章２８～４３節 【分級展開例Ａ】

救われた歩み：イエスさまを信じる

〈展開例〉

　「イエスさまを信じるわたし」の絵を描
こう。

準備するもの

　画用紙、鉛筆、色鉛筆、クレヨンなど、
　お手本となるイエスさまのイラスト

　イエスさまと自分が一緒にいるところを
絵を描いてみよう。
　「母の日」を覚えて、お母さんの顔を一
緒に描くのも良いです。

　イエスさまの姿は、一般的なイラストな
どを見せてそれを参考にすると良い。ただ

し、イエスさまの印象をあまりにも限定し
てしまったり、明らかに誤ったイメージの
ものは避けるようにする。
　イエスさまの姿を描くことは偶像礼拝の
可能性をも含むことを十分に理解し、その
上でなお、「共にいる」ことの表現として
ふさわしいと判断できる場合に行うように
する。教師会での検討や、必要であれば牧
師や長老に事前に相談し、判断を仰いでお
くと間違いないでしょう。

　絵を描くときに、机や子ども達自身が汚
れないように画材は工夫しましょう。特に
油性のものは思わぬところに付いて落ちな
い可能性がありますので注意しましょう。
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５月１０日 ルカによる福音書２４章２８～４３節 【分級展開例Ｂ】

救われた歩み：イエスさまを信じる

１．使徒言行録16章16～34節を読みましょう。パウロとシラスは女奴隷の占いをさせる悪
霊を追い出しました。すると女奴隷の主人たちはパウロたちに怒りました。どうして
でしょう。そしてパウロたちをどうしたでしょうか。

２．パウロたちは牢屋の奥で、真夜中に何をしていたかな。どうしてそんなことをしてい
たのでしょうね。

３．その夜、大地震が起こってパウロたちの牢屋はこわれてしまいました。でも牢屋にい
た囚人たちは誰も脱走しませんでした。不思議ですね。どうしてでしょうか。瓦礫に
うまった？　暗すぎた？　それとも？

４．牢屋の看守さんは剣をぬいて自殺をしようとしました。恐ろしいですね。囚人を逃が
したら自分の命を捨てることで責任をとらないといけない厳しい決まりがあったので
す。でもパウロさんが「自害してはいけない。わたしたちは皆ここにいる」といいま
した。ほっとしますね。

５．パウロさんたちの前に看守さんはふるえながらひれ伏して「先生方、救われるために
はどうすべきでしょうか」といいました。するとパウロはどう答えましたか？その聖
書の言葉を皆で声をだして読んでみよう。

６．看守さんにパウロは「主の言葉」、聖書の話を伝えました。そして看守さんはパウロ
たちの傷を洗ってあげて、自分は罪を洗ってもらいました。そう洗礼をうけたのです。
その時、一緒に洗礼を受けたのは誰かな？

７．そして看守さんと家族はイエス様を信じるようになったことを家族と一緒にお祝いの
食事をしました。まだ真夜中です。真夜中の地震のすぐあとのパーティーです。神様
は大地震などの災害も恵み変えることができます。家族にとって心にずっと残る真夜
中の食事会だったでしょうね。
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５月１０日 ルカによる福音書２４章２８～４３節 【分級展開例Ｃ】

救われた歩み：イエスさまを信じる

１．使徒言行録16章16～34節を読みましょう。パウロとシラスは女奴隷の占いをさせる悪
霊を追い出しました。すると女奴隷の主人たちはパウロたちに怒りました。どうして
でしょう。そしてパウロたちをどうしたでしょうか。みんなは教会に行っていること、
クリスチャンだからからかわれることがありましたか。

２．パウロたちは牢屋の奥で、真夜中に讃美歌を歌っていました。地下牢の一番奥の部屋
です。きっと汚いし暗いはずです。それでも神様に讃美歌を歌いました。どうしてそ
んなことができたのでしょうか。目の前の現実はとても大変です。でも神様に支えら
れて二人は勇気をもらったはずです。

３．その夜、大地震が起こってパウロたちの牢屋はこわれてしまいました。でも牢屋にい
た囚人たちは誰も脱走しませんでした。不思議ですね。どうしてでしょうか。きっと
パウロたちの讃美歌と大地震が関係していると囚人は思った。それにパウロたちの信
じる神様の働きが関係していると思ったのではないでしょうか。

４．牢屋の看守さんは剣をぬいて自殺をしようとしました。恐ろしいですね。みんなもこ
れで人生終わりだとか、「死にそう」と思うようなピンチの時がありましたか。看守
は囚人を逃がしたら自分の命を捨てることで責任をとらないといけない厳しい決まり
があったのです。でもパウロさんが「自害してはいけない。わたしたちは皆ここにい
る」といいました。ほっとしますね。

５．パウロさんたちの前に看守さんはふるえながらひれ伏して「先生方、救われるために
はどうすべきでしょうか」といいました。するとパウロはどう答えましたか？その聖
書の言葉を皆で声をだして読んでみよう。看守さんにパウロは「主の言葉」、聖書の
話を伝えました。そして看守さんはパウロたちの傷を洗ってあげて、自分は罪を洗っ
てもらいました。そう洗礼をうけたのです。その時、一緒に洗礼を受けたのは家族で
した。みんなは家族と教会に来ることができるならすごい恵みです。家族の救いのた
めに一緒に教会学校で祈りましょう。

６．そして看守さんと家族はイエス様を信じるようになったことを家族と一緒にお祝いの
食事をしました。まだ真夜中です。真夜中の地震のすぐあとのパーティーです。神様
は大地震などの災害も恵み変えることができます。家族にとって心にずっと残る真夜
中の食事会だったでしょうね。
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５月１７日 ルカによる福音書１５章１１節～２４節  【解説と黙想】

救われた歩み：神の子とされた喜び

子どもと親のカテキズムの解説

　子どもと親のカテキズムの最初の５問は
カテキズム全体の構成を示しており、問１
は神の子どもして歩むことが最も大切なこ
とだと教えます。続く問２は神と共に歩む
ことは、神の栄光をあらわし、神と人に仕
えることであると教え、問３は神と共に歩
むために、罪人である私たちが必要である
ことは何であるかを教えます。つまり、問
３は問１と結びついています。
　問３の前半部分は先週、取り扱われ、ま
ず、罪人である私たちはイエス・キリスト
を信じて救われる必要があることを教えま
す。救いの根拠は十字架の死と復活です。
本日は問３の後半部分、神と共に歩むため
に、私たちに必要なことは「神の子どもと
される」ということです。イエス・キリス
トの罪の贖いは私たちが神の子どもとされ
るための必要条件です。私たちが罪赦され
る目的は、神との本来の関係に回復される
ということです。本来の関係とは父と子の
関係ということです。私たちが罪赦され、
神の子とされ、神の子どもとして、喜んで
応答することは私たちの人生の中心です。
　神の子とされることは様々な特権が与え
られることを約束しています。そこには地
上での生涯の守り、支えがあることは言う
までもありません。さらに、永遠の命とい
う相続財産が与えられています。神の子ど
もとして歩むということは私たちが生き生

きと生活することできることを意味してい
るのです。
聖書箇所の解説

　ルカによる福音書15章11～24節は有名な
放蕩息子の譬えです。15章全体が「失われ
たもの」という一つのテーマで語られてい
ます。弟息子は父のもとから離れてしまい
ました。父親は息子が戻ってきたとき、「こ
の息子は、死んでいたのに生き返り、いな
くなっていたのに見つかったからだ」（24
節）と言いました。つまり、神のもとから
離れているということは「いなくなってい
る」状態であり、「死んでいる」状態であ
るということです。人間は本来とどまるべ
き、神のもとから離れている存在です。主
イエスは私たちが神のもとに戻るために十
字架につけられました。主イエスのおかげ
で私たちと神との間の溝は埋まり、私たち
は神のもとへ帰ることができるのです。神
は私たちが御自身のもとへ戻られることを
本当に喜んでおられます。それは本当の親
子の関係が修復することを意味しているか
らです。神は主イエスを通して、私たちを
迎えてくださり、私たちが御自身の子ども
になることを心から喜んでくださっていま
す。私たちが神のもとに帰り、神の子ども
とされることは、神にとって大きな喜びで
あるということをこのテキストから教えら
れたいと願っています。 （高内信嗣）

《参照聖句》 ヨハネ１：１２、ローマ８：１７
《教理問答》 子どもと親のカテキズム　問１、ウェストミンスター小教理問答問３３、３４ 
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５月１７日 ルカによる福音書１５章１１節～２４節 【説教展開例】

救われた歩み：神の子とされた喜び
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神の子とされ、神の子として歩むことこそ人生のすべて。神の子の自覚を深めよう。

「神さまの子どもは幸せなんだ！」

　みなさん、人生一度は好き放題生きてみ
たいと思ったことはありませんか。僕は小
さい時、いつも思っていました。親に何も
注意されずに、ずっとゲームをし続けたい
なあ。好きなお菓子をずっと食べ続けたい
なあ。100万円いま手元にあったら、おも
ちゃ屋さんやゲームさんにいって自分の好
きなものを満足いくまで買って遊びたい
な。もしこんなことができたら幸せですね。
今日読んだ聖書の箇所は「放蕩息子」とい
う物語です。「放蕩」って言葉は難しいで
すね。これは好き放題、やりたい放題するっ
ていう意味です。さっき言ったように100
万円でやりたい放題、買い物をして遊びま
くるということですね。
　この物語に登場する弟息子はお父さんか
ら財産を分けてもらい、お父さんのいると
ころから遠く離れて好き放題の生活をした
のです。そのような好き放題の生活をした
ものですから、すぐにお金が無くなってし
まいました。その時、弟息子くんがいる場
所は、果物も野菜もとれない飢饉になりま
した。お金もなく、それに加え飢饉になっ
てしまいましたから、本当に困ってしまい
ました。弟息子くんはやっとの思いで、豚
のお世話をする仕事に就くことができまし
た。彼は豚が食べる餌でさえ食べたいと思
うほどひもじかったのですが、彼にご飯を
あげるものはいませんでした。そんなひも
じい思いをしているとき、ふと思うのです。
「お父さんのところにいた時は、多くの雇

い人さんがいて、ありあまるほど、いっぱ
いパンがあったのに……お父さんのところ
に帰ろう。そしてこう言おう。『お父さん、
僕は天の神さまに対しても、お父さんに対
しても、罪を犯しました。もう息子と呼ば
れる資格はありません。雇い人の一人にし
てください』」。
  こうして彼はお父さんのもとへ帰って
いったのです。するとまだ、遠く離れてい
たところからお父さんは、それが息子だと
分かったのです。おそらく、お父さんはずっ
と息子の帰りを待ち、毎日、遠くから息子
が帰ってこないか眺めていたのでしょう。
すぐに息子を見つけ、お父さんの方から走
り寄ってきて、彼を抱きしめました。お父
さんはすぐに召使いたちに言います。「一
番いい服を持ってきて、息子に着せなさい。
手に指輪もはめて、足に靴を履かせなさい。
そして子牛を連れてきて焼いて、盛大に
パーティーをしようじゃないか。息子は死
んでいたのに生き返ったようなものだ！　
いなくなっていたのにみつかったのだ！　
さあお祝いしよう !!」。
  弟息子は息子としてではなく、お父さん
のもとでひとりの働き人として働くことを
覚悟していました。けれども、お父さんは
息子が帰ってきたことを喜び、息子に良い
服や靴を着せ、盛大なパーティーを開いた
のです。
　さて、この物語、私たちと関係のないお
話ではありません。実はこれは私たちのこ
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とを言っているのです。お父さんとは神さ
まのことです。そして弟息子は私たちのこ
とです。お父さんは息子のことを「いなく
なった」と言いましたね。私たちは神さま
のもとからいなくなった存在です。弟息子
はボロボロになったとき、「お父さんのも
とでは有り余るほどのパンがある」と思い
ましたね。自分が今まで生活ができていた
のは全部、お父さんがいたからなんだと彼
は思ったのです。そうです。私たちは神さ
まがいなければ、決して生きることのでき
ない弱い罪人です。神さまのもとから離れ、
好き勝手に生きている弱い罪人です。神さ
まのもとから離れてしまうということは、
神さまの目から見て「いなくなった」状態
なのです。
　本日の物語は、そのようないなくなった
私たちを受け止めてくださる神さまが教え
られています。この物語のお父さんの姿こ
そ、神さまの本心です。神さまはわたした
ちがどんなに罪を犯して、神さまから離れ
てしまっても、私たちが神さまのもとに帰
ることをずっと待っておられます。そして
私たちが神さまのもとへ戻っていくとき
に、神さまは心から私たちを迎え入れてく
ださるのです。息子がお父さんのもとに
帰ってきたとき、お父さんはものすごく喜
びましたね。神さまにとって、私たちが神
さまのもとに戻ってくることは、計り知れ
ない喜びなのです。
　実は、神さまと私たちとの間に大きな溝
があります。私たちは罪というものをもっ
ているので、神さまを嫌い、自ら神さまへ
溝を作るのです。ですが、神さまはその溝
を埋めるためにイエスさまというお方を十
字架につけたのです。だからこそ、私たち

が神さまのもとから離れても、神さまはイ
エスさまのうえに私たちを赦してください
ます。私たちは神さまのもとへ帰ることが
でき、神さまはそのことを心から喜んでく
ださいます。
  イエスさまによって罪赦され、私たちが
神さまのもとへ帰るということは、私たち
が神さまの子どもとされるということなの
です。神さまの子どもであるということは
本当に幸せなことです。神さまはいつも私
たちを守り、支えてくれています。この世
でどんなに嫌なことがあっても神さま、イ
エスさまが慰めてくださいます。そして私
たちはやがて死にますが、それは悲しいこ
とではありません。私たちは神さまの家族
ですから、神さまのもとへずっといること
が約束されているのです。放蕩息子が帰っ
てきて、神さまがパーティーを開いてくだ
さったように、私たちも天で神さまと喜び
ながら、一緒にお祝いすることができるの
です。また神さまの子どもですから、神さ
まからあらゆる良いことや祝福を受けるこ
とが約束されています。神さまの子どもで
あるということは本当に幸せです。私たち
の人生はまだまだ長いですね。長い人生だ
からこそ、私たちは神さまのもとへ帰って
いきたい。神さまの子どもとして生きてい
たいと思います。神さまは私たちを喜んで
神さまの子どもとしてくださいます。どん
なに辛いことがあっても神さまの子どもだ
から、神さまがいつも一緒にいて、支えて
いてくださいます。神さまは今日もあなた
を受け止めて、喜んでくれていますよ。今
日も私たちは神さまの子どもとして神さま
からいっぱい幸せを受け取りたいと思いま
す。 （高内信嗣）

《今週の暗唱聖句》
父親は息子を見つけて、憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻した。
 （ルカによる福音書１５章２０節）
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５月１７日 ルカによる福音書１５章１１節～２４節 【分級展開例Ａ】

救われた歩み：神の子とされた喜び

〈展開例〉

　放蕩息子の話は、物語としてもとてもわ
かりやすく、イメージを広げやすいお話で
す。まず子どもたちに物語そのものを語り、
子どもたちが覚えるほどに身近に感じられ
るようにすることができればそれだけで十
分です。語られた言葉の中で、子ども達が
それぞれイメージを広げることができるよ
うに話しましょう。

　具体的なイメージを広げるために手助け
が必要であれば、以下のような道具を使っ
てみましょう。

 ・放蕩息子の衣装を着よう

　父の家に帰還した放蕩息子は、父からそ
の身分を表す衣を与えられ、祝福を確かめ
ます。
　神の子としての「衣装」を身につけるこ
との喜びを経験しよう。

準備するもの：

　シーツなど大きな布、ビーチサンダル、
色紙など

　息子の「服」は大きな布を体に巻いて衣
装とします。絵画などで見かけるローマ風
の衣装は「トーガ」と言います。「トーガ、
シーツ、巻き方」などで検索すると、簡単
なやり方を紹介したホームページもありま
す。簡単に想像するよりはずっと大きな布
を使います。
　「履物」はサンダルなどで代用すれば良
いでしょう。
　「指輪」は色紙やモールなどで作ると良
いでしょう。子ども用のおもちゃのアクセ
サリーでも良いですが、紛失や誤飲などの
事故に注意しましょう。

　簡単な説明をしながら、衣装、履物、指
輪と順番にはめていくと良いでしょう。
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５月１７日 ルカによる福音書１５章１１節～２４節 【分級展開例Ｂ】

救われた歩み：神の子とされた喜び

１．放蕩息子の話を聞いたことがありますか。放蕩という言葉の意味は「好きなことを好
きなだけすること」です。みんなが好きなだけやってみたいこと何かありますか。
Switchし放題！　YouTube見放題とか？

２．イエス様のたとえ話では弟息子が旅にでて行きます。お父さんの家から出て行って好
きなことをしただいだけしました。最後にもっていった何がなくなりましたか。

３．そして弟息子の住んでいた土地は飢饉になりました。そして弟息子はどんな仕事をし
ましたか。それはイスラエルの人たちが嫌っている動物を飼う仕事でした。そして腹
ペコになって何を食べたいと思ったのでしたか。 

４．そんな時、急に思い出すことがありました。弟息子はお父さんの家を思い出したので
す。とぼとぼと家に帰ろうと道を歩いていました。そしてずっと歩き続けて、やっと
地平線の向こうにお父さんの住む家が見えてきました。どんな弟息子はどんな気持ち
だったでしょうね。

５．家がやっと見えたかと思うと、家の方から点のようなものがこちらに向かってきます。
だんだん点ではなく棒のよう。棒ではない。それはお父さんでした！こちらにお父さ
んは服の裾をまくり上げて走ってきます。

６．弟息子は考えてきた言い訳をお父さんに言います。でも息子が言い切らないうちにお
父さんは口にします「一番いい服を持ってきて！　手には指輪、それからサンダルもっ
てこなくっちゃね」。そしてお家で盛大なパーティーが始まりました。いなくなって
いた息子が帰って来たからです。

７．さてこの話の「お父さん」、そして「弟息子」はだれのことだったでしょうか。家か
ら離れてしまうことは何を意味していましたか。お父さんの方から走りよってくれた
ように、神様のほうから私たちに近づいてくださいました。それは私たちの罪のため
にイエス様を十字架に付けてくださるという方法です。だから私たちは弟息子がお父
さんの家に帰ったように、神さまと一緒に生きるのです。そう私たちはイエス様によっ
て「神の子」とされました。
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５月１７日 ルカによる福音書１５章１１節～２４節 【分級展開例Ｃ】

救われた歩み：神の子とされた喜び

１．放蕩息子の話を聞いたことがありますね。放蕩という言葉の意味は「好きなことを好
きなだけすること」です。みんなが好きなだけやってみたいこと何かありますか。

２．イエス様のたとえ話では弟息子が旅にでて行きます。お父さんの家から出て行って好
きなことをしただいだけしました。最後にもっていったお金もなくなり友達も消えて
いきました。似た経験をしたことはありますか。お友達から無視されたり。いじめら
れたり。自分が調子のいいときは友達でも、なんか人気がなくなると急にみんなどっ
かにいって一人ぼっちになるみたいな経験です。 

３．そして弟息子の住んでいた土地は飢饉になり、弟息子は豚を飼う仕事をしました。イ
スラエルでは豚は汚れた動物、その餌で腹ペコを何とかしたいと思うほど落ちぶれま
した。「死にて～」と言いたいくらい。もう何をしても駄目ということです。かなり
辛いですね。

４．そんな時、息子は急に思い出すことがありました。お父さんの家を思い出したのです。
あまりにひどいことをしたので息子の資格はないのでお手伝いの一人にしてもらおう
と考えて、とぼとぼと家に向けて歩いていました。そしてずっと歩いてやっと地平線
の向こうにお父さんの住む家が見えてきました。どんな弟息子はどんな気持ちだった
でしょう。

５．家がやっと見えたかと思うと、家の方から点のようなものがこちらに向かってきます。
だんだん点ではなく棒のよう。棒ではない。それはお父さんでした！　こちらにお父
さんは服の裾をまくり上げて走ってきます。

６．弟息子は考えてきた言い訳をお父さんに言います。でも息子が言い切らないうちにお
父さんは口にします「一番いい服を持ってきて！　手には指輪、それからサンダルもっ
てこなくっちゃね」。そしてお家で盛大なパーティーが始まりました。いなくなって
いた息子が帰って来たからです。

７．さてこの話の「お父さん」、そして「弟息子」はだれのことだったでしょうか。家か
ら離れてしまうことは何を意味していましたか。お父さんは神様、息子は私、家は神
様と共に生きる事。僕たちは罪によって神様の前に顔を上げられません。でもお父さ
んの方から走りよってくれたように、神様のほうから私たちに近づいてくださいまし
た。それは私たちの罪のためにイエス様を十字架に付けてくださるという方法です。
イエス様の十字架によって私たちはいるべき場所に帰ることができる。そしてもう一
度息子と呼んでもらえるのです。だから私たちは弟息子がお父さんの家に帰ったよう
に、神さまと一緒に生きるのです。そう私たちはイエス様によって「神の子」とされ
たのです。
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５月２４日 使徒言行録２章４１～４７節 【解説と黙想】

「教会に共に歩む道・呼び出され生きる」

０．キリストの教会の誕生
　五旬祭（ペンテコステ）の日（使徒2：1）、
一つの家に集る弟子たちは、主イエスが約
束されていた聖霊を受けると、「神の偉大
な業」（同2：12）について語り始めた。私
たちはそこにキリストの教会の誕生を見
る。そこで始められた新しい生活とはどの
ようなものであったのか。今日の箇所に端
的にまとめられている。
１．使徒の教え
　教会生活の基はキリストの福音にあっ
た。昇天された主イエスから、人びとは直
接、福音を聞くことはできなくなったが、
その教えは弟子たちの心に刻まれ、聖霊に
おいて思い起こさせられ（ヨハネ14：16）、
説教されることにおいてキリストの福音に
与ることができた。
２．相互の交わり
　教会生活の基は共に生きることにあっ
た。人びとはひとつの場所に集り、主と共
にあることを喜び、またそれぞれが共にあ
ることを喜んだ。持ち物を分け合い、労苦
を分け合った。共に食事をし、神から与え
られたものに対する感謝を共有した。神へ
の愛と隣人への愛は一体的である。人びと
は神への賛美のもとに、一つとなり同じ時
を歩んだ。
３．パンを裂くこと
　教会生活の基は主イエスの命を味わうこ
とにあった。主イエスは最後の晩餐の席で、
「パンを取り、感謝の祈りを唱えて、それ
を裂」かれた（ルカ22：19）。復活の主が
パンを裂かれた時、その眼が開かれた弟子
たちがいた（同24：30，31）。パンが裂かれ、

そのパンを食することは、主イエスを記念
することであり、十字架の赦しと復活の恵
みを想起することであり、自身が主イエス
の弟子であることを確認することであっ
た。パンが裂かれるたびに、人びとは主イ
エスに新しく出会い、神と結ばれた「新し
い契約」（同22：20）を味わった。
４．祈ること
　教会生活の基は祈ることにあった。祈り
は主イエスの御名を通して神にささげられ
るものである。ゆえに祈りは神との交わり
である。祈りは主イエスの御名のもとに自
身とその罪を顧みる時である。ゆえに祈り
は神の御前における自身との交わりであ
る。祈りは隣人の平和を神に願う時である。
ゆえに祈りは神の御手の中における隣人と
の交わりである。
　人びとは神に祈ること、互いに祈り合う
ことに熱心であった。
５． 一つとなって
　上記四つの行為において、最初期キリス
ト教会の姿が要約的に記されている。それ
らの行為は礼拝として集約されるものであ
ろう。彼らは礼拝をささげることに熱心で
あった。礼拝が教会生活の基であった。人
びとは礼拝へと招かれ、また隣人を招いた。
場所は各自の「家」（使徒2：46）であった。
そこに聖と俗の区別はない。日ごとに、「週
の初めの日ごとに（日曜日）」（同20：7）、
人びとは主イエスに出会うため、互いに会
うため、一つとなった。礼拝から新たな歩
みを始め、また礼拝へと帰っていった。そ
れがキリスト者のリズムとなった。
 （柏木貴志）

《参照聖句》  イザヤ書１４章１３，１４節、ゼファニヤ書３章９節、使徒言行録２章１～１３節
《教理問答》　ウェストミンスター小教理問答 問８８、ハイデルベルク信仰問答 問６５，６６
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５月２４日 使徒言行録２章４１～４７節 【説教展開例】

「教会に共に歩む道・呼び出され生きる」
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　使徒言行録に記された最初期キリスト教会の姿は、教会の基が何であるかを要約的に描き記し
ている。その教会の営みへと、聖霊は2000年に渡り、神の民を招き続けてこられた。私たちもま
た招かれた者たちであり、招く者たちである。私たちは聖霊が導く営みの中を生きていく。この
時代の中で共にひとつの場所へと呼び集められ、共に主を見上げることの尊さを改めて考えたい。
共にひとつの時、ひとつの場に置かれている意味を味わいたい。教会の中には多様な人が招かれ
る。すべての事柄に神の招きを見たい。

「そうだ、あの人に、アイニイコウ」

１．はじめに

　今日、みんなで読んだ聖書には、今から
約2000年前！（もう随分と昔のことです
ね）、　教会の人たちがどういう生活をして
いたのか、ということが記されていました。
　来週、「ペンテコステ」という “教会の
お誕生日 ”をお祝いしますけれど、イエス
さまが十字架に架かられて、復活されて、
天に昇られたあと、聖霊に導かれたお弟子
さんたちは、どういう生活をしていたのか、
今日はそのことをみんなで、考えてみたい
と思うんですね。
２．最初期キリスト教会の生活

　聖書には、お弟子さんたちがどういう生
活をしていたと書かれていましたか？
──彼らは、使徒の教え、相互の交わり、
パンを裂くこと、祈ることに熱心であった
（42節）。
　そうですね、ありがとう。四つのことが
言われていました。
　まず、「使徒の教え」。「使徒」というのは、
イエスさまのお弟子さんたちのことです。
特に12使徒というペトロさんやヨハネさ

ん、ヤコブ、アンデレさんたちのことです
ね。この人たちはずっとイエスさまと一緒
にいて、ずっとイエスさまから大切な教え
を聞いてきた人たちです。イエスさまは、
私たちが神さまのことを知るために必要な
ことは全部、お弟子さんたちに伝えておら
れました。なので、お弟子さんたちは「ペ
ンテコステ」の後、イエスさまが私たちの
救い主です！　イエスさまはこう言われて
いました！　ということをいろんな人たち
にお話していきました。今、先生が説教を
してくれるように、イエスさまのことをみ
んなに教えていったんです。それが「使徒
の教え」です。
　次に、「相互の交わり」ってなんでしょう。
──仲良くすること！　お喋りをするこ
と！
　そうですね、それも大切な「交わり」で
す。聖書にはお弟子さんたちが「一つ」と
なったということが何度も記されています
から、みんなで集まってたくさんお喋りを
したんでしょうね。楽しいことや辛いこと
や、みんなで相談し合ったりしたんだと思
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います。食べ物がないと困った人がいたら、
おすそ分けをしたり、嬉しいことがあると
みんなで一緒にお祝いしたり、同じ時間を
みんなで過ごしたんですね。
　ではその次の「パンを裂くこと」という
のはどうでしょう。みんな、朝ご飯は何を
食べたかな。パン派？　ご飯派？　パン派
の人はどうやって食べたかな。
──かぶりついて！　ちぎって！
　昔の人はね、みんなで一緒にパンを食べ
る時に、一人のひとが一つのパンをちぎっ
て、はい、あなたに、次はあなたに、と配っ
たんです。イエスさまがそうされていまし
たよね。5000人もの人たちにパンを配られ
た時（ルカ９章）や最後の晩餐の時（同22
章）に、復活された時（同24章）にイエス
さまはお祈りをされながら、パンをちぎら
れた、裂かれていました。
　お弟子さんたちが「パンを裂いた」とい
うのはね、そのイエスさまがしてくださっ
たことを思いだすためだったんです。イエ
スさまがみんなのために十字架に架かって
くださった、みんなのために復活してくだ
さった、そのイエスさまが私たちに生きる
ためのパンを、命を与えてくださるという
ことを、みんなで確認したんだね。イエス
さまの命に生かされているということを味
わったんです。
　そして、最後、「祈ること」。これは分か
るよね。お弟子さんたちはみんなで一つに
なってお祈りをしました。イエスさまが教
えてくださった「主の祈り」や、ありがと
うということ、ごめんなさいということ、
何でもイエスさまの御名前で祈ったんです
よね。
　こういう生活を、今から2000年前の教会
の人たちはしていました。

３．私たちの教会の生活

　でも、どうだろう。みんなも同じことを
やっていない？　どこでやっているだろ
う？
──教会でやってる！
　そうですね。みんな、牧師や、日曜学校
の先生たちから聖書のお話を聞くね。イエ
スさまのことを教えてもらうよね。みんな、
「使徒の教え」を聞いているんです。
　「相互の交わり」だってしていますよ。
時々、ケンカもするけれど、一緒にイエス
さまを礼拝して、一緒にお勉強して、一緒
にゲームをして、そうやって、みんな一緒
に大人になっていくんです。そのうちに、
「わたしはこういう仕事をしたい」、「オレ、
牧師になるわ」、「私たち、結婚します」と
いうことを言い合うようになります。教会
のお友だちは一生の友達です。
　それから、「パンを裂くこと」だって、
礼拝のなかで、牧師がパンを裂いているの
を見たことがあるでしょ。
──聖餐式！
　そうです、そうです。大人たちがパンを
食べて、ぶどう酒？　ぶどうジュースも一
緒に飲んでいるでしょ。あれはお腹が空い
ているからじゃないんですよ。イエスさま
を味わっているんです。イエスさまの祝福
を頂いているんです。みんなも、その意味
が分かったら、一緒に聖餐式をしましょ
う！
　そして、みんな、お祈りをしている？　
ふだんはムズカシイという人も、教会にき
たらお祈りをするよね。自分でしなくても、
牧師先生が、長老さんがお祈りしているの
を聞くよね。しっかりと聞くこともお祈り
をすることです。
　こうやって考えてくると、2000年前の人
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《今週の暗唱聖句》
彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈ることに熱心であった。
 （使徒言行録２章４２節）

たちがやっていた同じことを、みんなも
やっているんですね。教会で、特に礼拝で。
　もう昔から、イエスさまを信じた人たち
は、日曜日になると、みんなで教会に集っ
て、一緒にイエスさまのお話を聞いて、聖
餐式をして、お祈りをしたんです。し続け
たんです。
　もちろん、普段の日に一人でお祈りする
んだけれども、日曜日になると、みんなと
一緒に、イエスさまに会いに行きたくなる
んです。一人で聖書を読むよりも、みんな
でお話を聞いた方がよく分かったりします
し。それに、みんなの顔を見るのが嬉しい
ですしね。
　みんな一人ひとり違う顔をしています。
違う考え方をしています。いろいろな祈り
方があります。だから、みんなと一緒にい

ることで、一人では気付けなかったイエス
さまのことが分かったりします。新しいお
祈りの言葉を教えられたりします。それは
うれしいことです。
４．おわりに

　だから、日曜日になると、「そうだ、あ
の人に、会いに行こう（アイニイコウ）」
と思って、イエスさまに、みんなに会うた
めに、教会に行くんですね。すると、イエ
スさまの「愛に憩う（アイニイコウ）」こ
とができるんですよ。みんなの「愛に憩う」
ことができるんですよ。教会はそういう場
所ですよね。そういう場所として、イエス
さまは教会を守り続けてくださっていま
す。
　今日も、みんなで、イエスさまの祝福を
たくさんいただきましょう。 （柏木貴志）
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５月２４日 使徒言行録２章４１～４７節 【分級展開例Ａ】

「教会に共に歩む道・呼び出され生きる」

〈展開例〉

　聖霊降臨日を挟んで、教会について告白
するカテキズム問４を扱います。詳細は各
週の解説に委ねますが、大きな枠でいうと、
今週は神様が私たちを集めてくださるこ
と、次週は聖霊なる神様が私たちに注がれ
満ちてくださること、次々週は神様が私た
ちを世界に送り出されることを扱います。
一連の事柄を繋がったこととして学ぶため
に、３回連続の工作をします。

準備するもの：

　大きめの紙、画用紙、塗り絵のための道
具（色鉛筆、クレヨンなど）、何度もはが
せるテープなど
　大きめの紙にマジックなどで大きく教会
の形の枠を書いておく。
　子どもが小さかったり、分級の時間が限
られている場合、事前に画用紙に子どもの
形を描いておく。個別の特徴を掴んでイラ
ストにできれば一番良いが、簡単に「男の
子」「女の子」程度の区別でも良い。

 ・１週目
　　「教会に呼ばれる」
　・教会の絵は壁などに貼っておく。
　・自分の姿を画用紙に描く。もしくは、
事前に書かれたものから、自分の絵を
決める。

　・各自で自分の姿に色を塗り、教会の絵
に貼る。教会の外から中に入ろうとし
ているところ、教会の中にいるところ
など。

 ・２週目（ペンテコステ）
　・教会の中が聖霊に満たされ、鮮やかに
される。絵の教会をみんなで色塗りし、
折り紙で花などを作って教会の内側に
飾る。

　・子どもたちの姿は改めて教会の中に貼
り、みんなが輪になるように配置する。

 ・３週目
　・教会から外の世界に送り出されてい 
く。鮮やかさが教会の中から外へと広
がっていく。

　・教会の外を塗り、色々な景色を描きま
しょう。

　・草や花、建物や他の人々。風景など
　・直接描くだけでなく、描いた小さい紙
を貼ったり、色紙などで作ったものを
貼ったりすると、複数の子どもが同時
に作業ができます。

　・子ども達の姿は教会の中だけでなく、
外側へと貼っていく。特に新しく描い
た人やものと向き合うように貼る。

　・そこで相手に何を話すか、何を働きか
けるのか話題にすると良いでしょう。
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５月２４日 使徒言行録２章４１～４７節 【分級展開例Ｂ】

「教会に共に歩む道・呼び出され生きる」

１．教会は今からどれくらい前にスタートしたのかな。そう教会の誕生日のことを記念し
て今も私たちの教会でお祝いをしています。そのお祝いの日はいつでしょうか？

２．最初の教会ではどんなことをしていたのだろう。今日の聖書個所から見つけてみよう。

３．「使徒の教え」とはなんでしょうか。それはイエス様とずっと一緒だった弟子たちの
心に刻まれた教えです。誰がそのことを思い出させてくれるのでしょうか。ヨハネに
よる福音書14章16節と26節を読んでみましょう。 

４．「相互の交わり」とは何でしょうか。仲良くすること、お話をすること。教会に集まっ
て皆は嬉しかったこと、苦しかったことを一緒に話し合ったでしょう。そして食べ物
や生活に困っている人がいれば分け合って暮らしたのです。

５．「パンを裂くこと」とは何でしょうか。それは聖餐式のことです。ルカによる福音書
22章14～23節を読んでみよう。イエス様の十字架による罪の赦しと復活の恵みを弟子
たちは覚えたのです。

６．「祈ること」よく分かる言葉ですね。祈ることもイエス様が教えてくださいました。
どんな祈りでしたか。僕たちの普段の祈りはどんなことを祈っていますか。

７．「一つになること」とは何でしょうか。それはこれまでの4つのことが行われることで
す。私たちは礼拝で一つとされます。人々は復活のキリストに出会うために、礼拝で
一つになり、イエス様によって一つにされました。



No.77� 教会学校教案誌

— 77 —

５月２４日 使徒言行録２章４１～４７節 【分級展開例Ｃ】

「教会に共に歩む道・呼び出され生きる」

１．教会は今からどれくらい前にスタートしましたか。そう教会の誕生日のことをペンテ
コステと言って記念して今も私たちの教会でお祝いをしています。教会の2000年の歴
史を両手で現わしてみよう。指が10本だから一本当たり200年、僕たちの教会は指何
本にあたるのかな？　そう一本にもならないくらい。だから今日の教会の始まりの話
には親しみを感じませんか。

２．最初の教会ではどんなことをしていたのだろう。今日の聖書個所から見つけてみよう。

３．「使徒の教え」「相互の交わり」「パンを裂くこと」「祈ること」とはなんでしょうか。
そしてこの4つで一体何をあらわしていますか。 

４．「一つになること」とは何でしょうか。それはこれまでの４つのことが行われること
です。私たちは礼拝で一つとされます。人々は復活のキリストに出会うために、礼拝
で一つになり、イエス様によって一つにされました。礼拝で一つにされるってでもど
ういうことか考えてみよう。

５．神様は私たちを呼び出して集めてくださいました。神様の子どもとして生きるとき、
教会生活がとても大切です。私たちはどうして一人で礼拝することは良くないので
しょうか。

６．「使徒の教え」は聖書の御言葉、「パンを裂くこと」は聖餐式、そして祈ること。これ
らをまとめて何と呼んでいるでしょうか。『子どもと親のカテキズム』問47-55問を参
考にして考えてください。

７．そのように神様は「恵みの手段」を与えて私たちを祝福してくださるのです。昔から
神様が与えてくださる方法は変わらないですね。その祝福がいちばんはっきりと豊か
に現れるのは何だろう。礼拝ですね。神様が恵みを差し出してくださっています。皆
で一緒にイエス様に会いに行こう！
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５月３１日 使徒言行録２章１～４２節 【解説と黙想】

キリスト教会の誕生

　弟子たちは主イエスが十字架で処刑され
るという弟子たちが悲しみに暮れていた。
その時、主イエスが死から復活されて、弟
子たちの目の前に現れた。そして40日間、
主イエスは弟子たちと共に過ごされ、昇天
された。
　昇天後、主イエスが約束された聖霊が降
るまでの10日間、弟子たちはどのような思
いであったろうか。弟子たちは集まり、祈
りつつ、主イエスが言われた「聖霊」なる
ものが降るのを待っていた。
　弟子にとって天から降る聖霊をどのよう
にイメージしていたのだろうか。たとえ弟
子たちの想像がどのようなものであったと
しても、実際に降った聖霊は想像を超えた
ものであったであろう。ルカが記した聖霊
は「激しい風が吹いて来るような音」であ
り「炎のような舌」であった。その聖霊は
弟子たちに他国の言葉を語らせた。その光
景を見ていた者にとってそれは酒に酔って
いる者たちの姿と映った。しかし彼らには
発せられている言葉が自分たちの故郷の言
葉であり、神の偉大な業を語っていること
がわかった。
　弟子の一人であるペトロは立ち上がり、
聖霊に促されて、語りだした。それはキリ
スト教徒がする最初の説教であった。その
中でペトロは次のことを語った。①今起き

ていることが預言者ヨエルの預言したこと
の成就であること、②ナザレ人イエスこそ
が神から遣わされた方であり、イエスはそ
れを奇跡と業としるしによって証明したこ
と、③あなたがたはそのイエスを十字架に
つけて殺してしまったこと、④しかし、こ
れは神さまのご計画であり、神さまはイエ
スを復活させられたこと、⑤神さまはこの
イエスを、主とし、また救い主となさった
こと。
　それまでひっそり身を隠していた弟子た
ちは聖霊の力を受けて大胆に福音を語りは
じめたのである。そしてペトロの説教を聞
いて受け入れた者三千人ほどがその日に洗
礼を受けた。何という偉大な聖霊の力であ
ろうか。そればかりか彼らは使徒の教えを
聞き、交わりを深め、熱心に祈った。こう
してキリスト教会は誕生した。
　教会は人間の力によってできたのではな
い。ただ御霊なる神の力、その背後にある
三位一体なる神さまの御力によって誕生し
たのである。この後、教会は地の果てにま
で福音を宣べ伝えるのであるが、それは、
けっして人間の力によってなされるのでは
なく、聖霊によってなっされるのである。
教会はこの世にあって、この世のものでは
ない。教会は神さまのものである。
 （坂部　勇）

《参照箇所》 ルカによる福音書２４章４７～４９節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム 問３５、４２、４４、４６、４７ 
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５月３１日 使徒言行録２章１～４２節 【説教展開例】

キリスト教会の誕生
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　教会は人間の力によってできたものではなく、聖霊の力によって、神さまによってつくられた
こと、また、教会に集っている者たちは同じ信仰を持っている、つまり同じ聖霊を受けて、同じ
神さまを信じている者たちである。また、その信仰の一致の現れとして、共に、礼拝し、交わり、
聖餐に与り、祈ることが出来る。さらにその同じ聖霊が2020年に生きる私たちにも働き、同じ信
仰を持っていることを伝えたい。

「教会はどうしてできたのでしょうか」

　みなさんが、今いる所はどこですか。教
会ですね。この教会はどうしてできたか
知っていますか。もちろん、教会の建物は
大工さんたちが木を切ったり、釘を打った
りして造ってくれました。今聞いているの
は教会の建物ではなくて、教会にどうやっ
て大人や子どもが集まってきたのかという
ことです。もう一つ質問をします。教会に
はいろんな人たちが集まってきているけ
ど、この人たちみんなが持っている同じも
のとはなんでしょうか。わかる人はいるか
な。今からするお話の中にその答えがあり
ますから、よく聞いていてくださいね。後
でみんなに質問するからね。
　世界で最初に教会ができたのは今から約
二千年前のエルサレムでした。イエスさま
はわたしが父なる神さまのところへ戻った
後、天から聖霊があなたたちに降り、力を
いただきますとお弟子さんたちに約束され
て、父なる神さまの所へ戻って行かれまし
た。
　それからしばらくすると、イエスさまの
お約束の通りに天から聖霊が降りました。
それはどんなふうだったのでしょうか。そ

れはまるで台風の時に吹くようなとても強
い風のようでした。その風の音がお弟子さ
んたちのいた家の中に響き渡りました。す
ると、炎のような舌ベロがいくつも分かれ
て現れ、お弟子さんたち一人一人の上にと
まりました。そうしたら、なんとお弟子さ
んたちは今まで話したことのないような外
国の言葉で話し始めました。「シャローム
（こんにちは）」（ヘブライ語）じゃなくて「サ
ラーム（こんにちは）」（アラビア語）なん
て言ったのかな。
　これを聞いたお弟子さんたちの周りにい
る人たちは、「この人たちは朝からお酒を
飲んで酔っ払っているのだ」と思いました。
またこの中には外国の人もいたから、自分
たちの国の言葉を知るはずがないお弟子さ
んたちが自分たちの言葉を話しているのを
聞いて驚いてしまいました。
　その時に、お弟子さんの一人ペトロが立
ち上がってその人たちに向かって、話し始
めました。ペトロは次のことを熱心に伝え
ました。①今起きていることが旧約時代の
預言者ヨエルが預言したことが本当の事と
して起こったということ。②イエスさまこ
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そが神さまから遣わされた方であり、イエ
スさまはそのことを、病気を治したり、人
から悪霊を取り除いたり、嵐をしずめたり、
食べ物を増やしたりという奇跡としるしに
よって証明したこと。③あなたがたによっ
てイエスさまは十字架につけて殺されてし
まったこと。④しかし、これは神さまのご
計画であり、神さまはイエスさまを復活さ
せられたこと。⑤神さまはこのイエスさま
を、主とし、また救い主となさったこと。
そして、あなたたちも罪を悔い改めて、こ
のイエスさまを信じて、洗礼を受け、罪か
ら救われなさい。そうすれば、私たちと同
じように聖霊を受けます。このようにペト
ロは力強く証したのです。
　ペトロのこの言葉を聞いて受け入れた人
たちは洗礼を受けました。その日だけでな
んと3000人もの人が洗礼を受けて、ペトロ
たちの仲間となりました。この聖霊降臨の
出来事をペンテコステと言います。
　そして、お弟子さんたちと新しく加わっ
た人たちは共にイエスさまの教えをよく聞
きました。また、みんなで仲良くいろんな
事を話したり、聖餐式をしたり、それから
一緒に熱心にお祈りをしました。これが最
初の教会です。ですから、教会は人がつくっ
たものではありません。教会は聖霊が降っ
てできました。聖霊は三位一体の神さま
（父、子、聖霊）のおひとりの神さまです。
つまり、教会は神さまによってつくられた

のです。
　そして、教会に集まってきた人たち全員
が同じく持っていたものとは神さまを信じ
ること、つまり信仰です。ペトロのお話を
聞いて洗礼を受けた人たちの中にはいろん
な国の人がいました。男の人も女の人も大
人も子どもいました。でもみんな同じ神さ
まを信じる信仰を持っていました。だから
みんな一緒になって交わりをしたり、祈っ
たり、神さまの教えを聞いたりすることが
出来たのです。
　これは今から約二千年前のエルサレムだ
けに起こったことではありません。今日、
今、ここでも、みんなにも起こっているこ
とです。みんなの中にもいろんな人がいま
す。でも、こうして、一緒に教会に集まっ
て、神さまの教えを聞いたり、賛美したり、
お祈りをしています。それはみんなが神さ
まを信じる信仰を持っているからです。み
んなにもペトロさんや洗礼を受けた三千人
と同じ信仰があるからです。目には見えな
いけれど、今ここにも、ペトロさんたちに
降ったのと同じ聖霊が働いているからで
す。なんて神さまは素晴らしい方なでしょ
う。
　質問の答えはこれでわかったよね。教会
は神さまによってできました。みんなが
持っている同じものとは神さまを信じる信
仰です。 （坂部　勇）

《今週の暗唱聖句》
ペトロは彼らに言った「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によって洗
礼を受け、罪を赦していただきなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます」。
 （使徒言行録２章３８節）
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５月３１日 使徒言行録２章１～４２節 【分級展開例Ａ】

キリスト教会の誕生

〈展開例〉

 ・色々な国の言葉で挨拶をしてみよう。
　　正確な発音でなくて構いません。色々
な国の言葉の挨拶をしてみましょう。
　　教会に、多国語を話せる方がいたら、
教えてもらうのも良いでしょう。

例

　「おはよう」（日本語）、「グッド・モーニ
ング」（英語）、「ボンジュール」（フランス
語）、「グーテン・モルゲン」（ドイツ語）、「ブ
エノス・ディアス」（スペイン語）、「フーテ・

モールヘン」（オランダ語）、「ドーブロエ・
ウートロ」（ロシア語）、「カリメーラ」（ギ
リシャ語）、「シャローム」（ヘブライ語）、「サ
バアーアルカイルヤ」（アラビア語）、「ナ
マステー」（ヒンディー語）、「マガンダン・
ウマガ」（タガログ語）、「アロハ・カカヒ
アカ」（ハワイ語）、「ザオ、シャンハオ」（中
国語）、「アンニョン・ハセヨ」（韓国語）
など

（参照：世界のあいさつ http://www.ryucom.
ne.jp/users/jr6tpd/language.htm）
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５月３１日 使徒言行録２章１～４２節 【分級展開例Ｂ】

キリスト教会の誕生

１．五旬祭の日にどんなことがおこりましたか（２章１～４節）

２．あらゆる国からエルサレムに帰ってきた信仰深いユダヤ人はこのことをどのように受
け止めましたか。（２章５～13節）

３．ペトロが説教を始めました (2：14～21)。これは預言の言葉の実現だと言っていますね。
ヨエル書３章１～５節の言葉を読んでみましょう（２章５～13節）。このときペトロ
は集まった人たちになぜこのように説明したのでしょうか。

４．ペトロはイエス様の十字架と復活が起こったことをどのように説明していますか (2：
22～28)。ペトロは詩編を引用して ( 詩編16：8～11) 説明しています。ペトロは何が
実現したと言いたいのでしょうか。

５．ペトロの説教が続きます (2：29～36)。イエス様は復活され、昇天して、聖霊を注い
でくださいました。皆がそのことを目撃していると教えるのです（33節）。目撃した
人はそのままでよいでしょうか。

６．イエス様の死についてすべての人には責任があります。「どうしたらよいのか」（37節）
という人々の声は自分の罪を認める言葉です。ペトロによって悔い改めと洗礼へのま
ねきが語られました。その日3000人が教会の仲間に加えられたのです。
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５月３１日 使徒言行録２章１～４２節 【分級展開例Ｃ】

キリスト教会の誕生

１．五旬祭の日に弟子たちが集まっている家に聖霊が降りました。具体的に与えられたし
るしは何でしょうか。（２章１～13節）。またその時にしるしが与えられて語りだした
のは、一人だけではありませんでした。これはわたしたちひとり一人にも神さまのこ
とを伝えていくことが任されているとこを意味しているのではないでしょうか。

２．ペトロが説教を始めました (2：14～36)。これは預言の言葉の実現だと言っていますね。
ヨエル書３章１～５節の言葉を読んでみましょう（２章５～13節）。このペペトロの
説教は少し長いですが、とても大切です。この説教はキリスト教会のはじめての説教
だからです。説教のポイントは三つでできています。「地上を歩まれたイエス様」、「死
人からの復活」、「昇天」です。それぞれどこにあたるのか確認をしてみましょう。

３．ペトロの説教で特に大切なのは33節です。皆でその個所を読んでみましょう。「それで、
イエスは神の右に上げられ、約束された聖霊を御父から受けて注いでくださいました。
あなたがたは、今このことを見聞きしているのです。」イエス様が聖霊を与えてくだ
さるのです。

４．ペンテコステの日、ペトロの説教の後に洗礼を受けた人はなんと３千人でした。とて
もたくさんで私たちの教会とはだいぶ違うように思えます。でも聖霊の神様は私たち
の教会にも昔と同じように働いてくださいます。1コリント12章３節を読んでみましょ
う。聖霊が働かれると、どのようなことがおこるのでしょうか。それは今もおこって
いるはずです。

５．私たちはペンテコステの時と同じように教会の礼拝で「イエスは主である」と告白し
ています。だから教会の一番大切なことは同じことをしているのです。ですから教会
学校に集まるお友達が多くても、逆に少なくて小さい教会学校にも同じように神様は
祝福を与えてくださっています。最後に聖書を読んでみよう（マタイ18章19，20節）。
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６月７日 ルカによる福音書１０章３８節～４２節 【解説と黙想】

「教会と共に歩む道・派遣されて生きる」

　この箇所は固定観念をもって見られてし
まうきらいがある。マルタとマリアが対比
され、奉仕よりも学びの方が大切であるこ
とが言われていると。しかし、主イエスが
言われた「必要なことはただ一つだけ」と
は、本当にそういうことなのだろうか。主
イエスの言葉をそれほど単純な訓戒として
聞き流してよいのだろうか。
　マルタは村にお入りになった主イエス
を、すかさず家に招き入れた。そして主イ
エスをもてなすためにせわしく立ち働いて
いた。その姿はせっかちで感情的な人に映
る。読者は、主イエスがその姿勢を指摘し
ているかのように思ってしまう。しかしマ
ルタが主イエスにもてなそうとしたことは
ごく当たり前のことである。主イエスは旅
行の途中で彼女たちの家に立ち寄った。サ
ンダルで歩いてきたため、足は汚れており、
疲れが出ていただろう。その主をもてなそ
うとするのは当然のこと。マルタは主を喜
ばせたい一心で奉仕に専念した。
　しかし、マルタは自分が一生懸命にもて
なしの準備をしている中、マリアがなんの
手伝いもしないことに心を騒がせ、あろう
ことか主イエスに八つ当たりをしてしま
う。マルタは「多くのことに思い悩み、心
を乱している」状態だった。マルタの心は
今、バラバラでパニックになっている。主
イエスはそんな彼女に「必要なことはただ
一つだけ」と言われる。主イエスはマルタ
の奉仕がお気に召さなかったわけではな
い。むしろ、彼女の熱心な奉仕を喜ばれた
ことだろう。しかし、主は熱心さの裏側で
相手を見ず、自分ばかりを見てしまうマル

タの心を見出しておられる。マルタは善意
や親切心から自分の思いを相手に押し付け
てしまっている。しかし主が願われたのは、
主に喜んでいただくために、主の声を聞く
ことだった。
　主イエスはその点マリアの姿勢を評価し
ている。ただこれは単純に奉仕か学びかと
比較されるべきものではない。読者はここ
で、マリアの人物像を、家事よりも学びを、
手伝うことよりも話を聞くことを好んでい
る夢見がちな少女のように捉えてしまうこ
とがある。しかし主イエスは「マリアは良
い方を選んだ」という点を評価している。
マリアは、ただボーっと主の言葉に釘付け
になっていたわけではない。家事の手伝い
をすることよりも、学ぶことそれ自体より
も、主の言葉に聞くことを選んだ。主が本
当に喜ばれる奉仕が何かを知るため、自分
の善意や親切心に従うのではなく、主に直
接聞こうとした。それは自分の心ではなく、
主の御心を第一とする選択であった。教会
の中で主に喜ばれる生き方をしようとする
時、そこで最も大事なのは、自分の善意や
親切心に従うことではなく、主の御心を尋
ね求めること。
　この箇所を読む時、読者は自分や他人を、
マルタ的な人、マリア的な人と評価しよう
とする。しかし私たちは皆、「多くのこと
に思い悩み、心を乱し」、さらには主イエ
スに八つ当たりをしてしまうマルタなのか
もしれない。しかし、主が求められるのは、
主の本当に喜ばれる奉仕が何かを尋ね求め
て、主の言葉に耳を傾けることである。
 （三川共基）

《参照聖句》  サムエル記上３章１０節、ルカによる福音書１章３８節
《教理問答》 ウェストミンスター小教理問答 問９０、ハイデルベルク信仰問答 問９６
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６月７日 ルカによる福音書１０章３８～４２節 【説教展開例】

「教会と共に歩む道・派遣されて生きる」
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　自分の思いよりも主の声を聞くことを選び、自分の願いよりも主の願っておられる奉仕に向か
おう。

「必要なことはただひとつだけ」

　イエスさまは旅の途中でとある村に立ち
寄りました。足は疲れ、砂ぼこりで汚れ、
お腹も空いていたことでしょう。そこへマ
ルタという女性が近寄り、自分のお家へイ
エスさまをご招待しました。マルタはイエ
スさまをおもてなしするためとても張り
切っています。掃除をしたり、ごちそうを
作ったり、家の中をあちらへ行ったり、こ
ちらへ行ったりしています。そのせわしな
い中で、イエスさまは腰をおろしてお話を
始められました。すると、マルタの妹マリ
アがすぐそばに座ってお話に耳を傾けてい
ます。
　マルタはその様子を見てカンカンになっ
てしまいました。そしてその文句をイエス
さまにぶつけたのです！「イエスさま、な
ぜマリアにも手伝いをさせないのですか？　
私はこんなに一生懸命やっているのに」と。
するとイエスさまはマルタを落ち着かせて
言いました。「マルタ、私のために一生懸
命お世話をしてくれてありがとう。私はと
てもうれしいよ。でも、私のために何かし
てくれるならば、本当に必要なことはたっ
たひとつだけなんだよ。マリアはそのひと
つを選んでいるのだよ。だからあまり悪く
言わないでおくれ」。

　イエスさまはマルタが一生懸命お世話し
てくれたことをとても喜んでいます。でも、
一生懸命になるあまり、一番大切なことに
目が向いていないことを教えられました。
マルタは疲れてお腹の空いているイエスさ
まを喜ばせたい思いで、熱心にお世話をし
ていました。でもそのお世話は、イエスさ
まがマルタにお願いしたことではありませ
んでした。マルタが自分で考えて、自分の
思いで、イエスさまにはこれとこれが必要
だろうと決めたことだったのです。そして、
あれもこれもと考えるうちに、心がいっぱ
いいっぱいになりパニックになっていまし
た。イエスさまのお言葉は、その慌てふた
めいているマルタの心を優しく落ち着かせ
るものとなりました。そして、イエスさま
が今何を願っておられるのかに目が向けら
れます。
　それではイエスさまが一番喜ばれること
とは、一体何でしょうか。ここでイエスさ
まは「必要なことはただひとつだけ」と言
われます。皆さんはその「ひとつ」が何か
分かりますか？　礼拝ですか？　聖書を読
むことですか？　お祈りですか？　献金で
すか？　その答えはマリアの姿から分かり
ます。マリアはイエスさまが家に入ってこ
られたその時から、すぐそばでイエスさま



教会学校教案誌� No.77

— 86 —

のお話に聞き入っていました。じゃあ、イ
エスさまのお話を聞くことがただひとつの
必要なことなのでしょうか。ちょっと惜し
いです。
　ここでマリアはただのほほんとイエスさ
まの言葉を聞いていたのではありません。
お姉さんのマルタは怒るだろうと思いなが
らも、イエスさまの言葉を聞く方を「選ん
だ」のです。それは、イエスさまが今一番
願われることを聞きたかったからです。
きっとマリアもイエスさまのお世話をした
かったでしょう。でも、自分で良かれと思っ
てするのではなく、イエスさまは一番何を
してほしいのか、直接聞きたかったのです。
だから、イエスさまのすぐそばでお話を聞
く方を「選んだ」のです。イエスさまの喜
ばれることをしたいと思う時、良い奉仕を
したいと思う時、ただがむしゃらにあれも
これもするのではありません。イエスさま

の声に耳を傾ける方を選ぶこと、これがた
だひとつ必要なことです。イエスさまの声
を聞けば、イエスさまの喜ばれること、良
い奉仕が何なのかわかるようになります。
　私たちは教会の中でいろいろな奉仕やお
手伝いをします。みんなイエスさまのため
に一生懸命です。でも、ときどき、一生懸
命であることが気持ちよく、ついついイエ
スさまのことを忘れてしまうことがありま
す。でもそんな私たちにイエスさまは「必
要なことはただひとつだけ」と教えてくだ
さいます。あれもこれもしなければならな
いとあわてる必要はありません。まずはイ
エスさまの声をよく聞きましょう。イエス
さまの言葉を聞く方を選びましょう。イエ
スさまの言葉を聞いていれば、イエスさま
が一番喜ばれることは何かちゃんと分かり
ます。 （三川共基）

《今週の暗唱聖句》
主は来てそこに立たれ、これまでと同じように、サムエルを呼ばれた。「サムエルよ」
サムエルは答えた。「どうぞお話しください。僕は聞いております」
 （サムエル記上　３章１０節）
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６月７日 ルカによる福音書１０章３８～４２節 【分級展開例Ａ】

かみさまによろこばれる働き

〈お話のポイント〉

　マルタは、主イエスの福音を受け入れた
ので、「イエスを家に迎え入れた」。「喜ん
でイエスを（家に）迎えた」（ルカ19：6）
あのザアカイ〈４月19日参照〉に、イエス
は「今日、救いがこの家を訪れた」（ルカ
19：9）と祝福して言われたように、マル
タとマリアの家にも救いが訪れた。そして、
マルタは主イエスへの「いろいろのもてな
しのためせわしく立ち働いていた」。
　しかし、イエスがこの家でされることは、
福音を語ることだった。だから、イエスへ
の第一のもてなしは、語られることを聞く
こと。マルタの考える “イエス様を喜ばせ
たい、最高のおもてなしを ”、ということ
も間違ったことではなく必要なこと。しか
し、今語られる主イエスが一番望むことは、
ごちそうでも、あたたかい風呂でもなく、
聞いてくれることだ。「必要なことはただ
一つ」とある通り、語られる主イエスの「そ
の話に聞き入る」ことだ。その点をおさえ
て、教会での奉仕、伝道、証に生きること
（子どもと親のカテキズム：問４後半）に
言及して教える。

〈分級で用いる「しつもん」の例〉

しつもん１
　教会でみなさんがすすんでできること
は、どんなことがありますか（今、あるい
は将来的に）？
予想されるこたえ：礼拝のうけつけ、教会
のおそうじ、オルガンばんそう、教会での
みんなの食事のようい、など。

しつもん２
　教会でできることはたくさんあります
が、今日のお話で、マルタとマリアの家で、
イエスさまが一番してほしかったことは何
だったと思いますか？
　① おもてなし
　② イエスさまのお話を聞く

しつもん３
　お話を聞いてほしいと願っておられる聖
書の神さまのために、教会のそとで、イエ
スさまを信じるわたしたちは、何ができる
でしょうか？
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６月７日 ルカによる福音書１０章３８～４２節 【分級展開例Ｂ】

「教会と共に歩む道・派遣されて生きる」

　教会は、主のみもとに呼び集められると同時に主から派遣されて生きる共同体です。教
会と共に歩むとは、その召集と派遣のいのちのリズムに乗って歩む道です。
　主イエスは、72人の弟子達を神の国の福音の伝道へと派遣されました。派遣された彼ら
は、自ら伝道の主の御名の権威に圧倒され、偉大な力を行使できたことを喜びました。そ
のとき主イエスは、むしろ福音に与かったこと、つまり天に自分の名が記されたことをこ
そ喜ぶようにと戒められます。同時に、主イエスは小さな者たちを御国の奉仕に派遣し、
その実りを得させてくださった御父を心から賛美しました。
　そのとき、律法学者たちはまなじりを決し主イエスに議論を挑みます。主は、善きサマ
リア人のたとえをもって、御言葉を実践することこそ神の掟にかなうことであることを示
されました。
　この文脈の中で、主イエスは、マルタとマリアの物語を通して、教会と共に生きる一つ
の具体例を示されました。それは、教会に仕え、そのようにして世界の隅々で神に仕えて
歩むことです。　
１．マルタとマリアはどのような人でしょうか。
　　姉妹。姉がマルタ。二人ともイエスさまが大好き。主の役に立ちたいと家を解放して
いた。

２．マリアとマルタの家の中でイエスさまは何をしていましたか。
　家の中で大勢の弟子たちに聖書のお話し、福音を説教していました。

３．マリアとマルタは家の中で何をしていましたか。
　　マリアは説教するイエスさまのお話しに耳を傾け、マルタは食事等の準備をしていた。

４．マルタはなぜ、カンカンに怒ってしまったのですか。
　　イエスさまがマリアに手伝うように注意してくださらなかったから。

５．あなただったら、このとき、マルタのようにしますか、マリアのようにしますか？
　　　
６．イエスさまは、なぜ、マルタを叱られたのでしょうか。
　　イエスさまはここで説教をしておられます。説教者は、聴いてくれることこそ願って
います。

７．イエスさまは、マルタのことが嫌いなのでしょうか？
　大好きだからこそ、叱って下さったのです。

８．人が生きるとき、教会生活をするとき、これがなければ何も始まらないというほど必
要なことは何？

　　御言葉に聴くこと、つまり、神からの恵み、力を受けることです。
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６月７日 ルカによる福音書１０章３８～４２節 【分級展開例Ｃ】

「教会と共に歩む道・派遣されて生きる」

　グレードＢ、序文参照のこと。　
１．マルタとマリアはどのような人でしょうか。

２．マリアとマルタの家の中でイエスさまは何をしていましたか。

３．マリアとマルタは家の中で何をしていましたか。

４．マルタはなぜ、カンカンに怒ってしまったのですか。
　・マルタもマリアもイエスさまと弟子たちを自分の家にお招きしている。イエスさまの
救いに与かっている。主のお働きに自分たちも奉仕できる幸いと喜びにあふれている。
自分の家に大勢の人たちが集うとき、客人をもてなすことは、人間としても、聖書の
教えに生きるものとしても当然すぎる事である。猫の手も借りたいそのときに、妹は
何もしない。妹に対する怒りが根本にある。

　・同時に、深刻なのは、イエスさまがそのようなマリアに手伝うように注意してくださ
らなかったから。そこに妹と自分とイエスさまとの関係を省みるとき、イエスさまは
マリアを「ひいき」なさるのではとの思い煩いも生じたのではないか。

　・自分に対するイエスさまの愛を見失うとき、このようなありえないふるまいをしてし
まうのではないか。マルタはこの集会の下支えをしようとしたにもかかわらず、実際
にはぶち壊してしまう。

　・ マルタはイエスさまに甘えられる関係にあるのではないか。マルタは、あまりに純粋。
感情の爆発を隠さない。神の家族だから。受容される中で、マルタも変えられて行く
であろう。

５．あなただったら、このとき、マルタのようにしますか、マリアのようにしますか？
　　　
６．イエスさまは、なぜ、マルタを叱られたのでしょうか。
　　主イエスは、ここで神の国の教えを説教している。説教を聴くことこそ、この時の主
イエスに対する最善の対応（もてなし）ではないか。しかも、それによってマリアも
マルタも、ふさわしい奉仕者として整えられる。受ける奉仕なくして、施す奉仕は成
り立たない。

７．教会（信仰）生活にとって、必要なことは「一つだけ」なのでしょうか？
　　いいえ。食事の奉仕も、とても重要で不可欠な奉仕です。ただし、教会生活はイエス
さまのみ心が最初であり最後、イエスさまがすべてのすべてです。今、主イエスがな
さっておられること、そのこと一つに焦点を合わせること、選択することこそ主イエ
スとの生きた関係です。今ここで！　の究極の判断をふさわしく、つまり「ただ一つ」
と選択できる事こそ大人の信仰者であろう。
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６月１４日 ルカによる福音書１５章２５節～３２節 【解説と黙想】

「感謝しつつ歩む道・愛に生きる」

　主イエスは三つのたとえを通して、「父
なる神の愛」という、共通した主題を教え
ている。「放蕩息子」のたとえには、二人
の息子の姿を通して、「神から離れる罪」
が現れているが、自分の罪に苦しむ息子の
姿と、息子たちに示される父の愛が教えら
れている。
　たとえの後半部は、父親と兄息子の会話
に焦点があてられる。いつもの仕事から父
の家に帰った兄息子は、心から軽蔑する弟
息子の帰郷を祝う、宴会の物音を聞く。兄
息子は、「あなたのあの息子（30節）」と言っ
て、弟息子を心から軽蔑し、父の喜びの宴
に加わることを頑なに拒み、喜びの交わり
の外で、帰郷した弟息子のことを喜ぶこと
が出来ずにいる。父親はその兄息子を放っ
ておくことはせず、宴会の席を中座して、
自ら兄息子を宥めて迎えに行く。宴会の主
催者が中座することは、宴会の礼儀に反す
ることである。それでも父親は、喜びを分
かち合おうと、憤る兄息子を宥めようとす
る。しかし兄息子は、父親の愛の導きに感
謝するどころか、愛を無視した不平不満を
父親に突きつける。
　兄息子は、父と共に生きているゆえに、
父の持つ全ての物を持っている。既に父の
祝福、守りの中にいる最も大きな恵みに
あった。それにも関わらず、兄息子もまた、
父からの愛と恵みを拒み、不平と不満の中
に生きていた。父からの愛と恵みを拒む点
において、兄息子もまた、父と共に生きる
喜びから離れていたのである。父親は兄息

子に注がれている愛と恵みに気付かせ、愛
に生きる道へと導こうとしている。父なる
神の愛は、喜びの宴に加わろうとしない、
兄息子のような人々にも、注がれ続けてい
るのである。
　兄息子の態度には、罪人が主なる神のも
とに帰ることを喜ぶことの出来ない、ファ
リサイ派の人々の姿が表されている。ウェ
ストミンスター問５は、主なる神がただお
一人であり、そのお方が生きた、真実の神
であることを教える。しかし歴史を通して、
イスラエルの民は、ただ一人の、この生き
る真実の神を知りながら、他にはいない、
父なる神を拒み、罪を重ね続けてきた。そ
れにも関わらず、愛である神は、ご自分の
民を諦めることはされない。たとえ愛を拒
み続ける民であっても、ご自分の独り子を
与えるほどに、世を愛されたのである（ヨ
ハネによる福音書３章16節）。
　私たちの教会生活の中でも、すれ違いと
互いに受け入れられない試みを経験するこ
とある。ひとたび愛の一致が試みられると
き、私たちはキリストの愛を知りながらも、
受け入れあうことが困難なことがある。
　しかし父なる神は、私たちに愛を注ぎ続
けておられる。父なる神は、御言葉を通し
て、わたしたちに注がれている愛と恵みに
気付かせようとされる。私たちの生活全て
を通して、感謝しつつ、愛に生きる道へ導
こうと、私たちに問いかけている。「私の
愛する者が、私の元に帰ってきたのだ。喜
ぶのは当然ではないか」と。 （長谷部真）

《参照聖句》  申命記６章４節、詩編３４編１８, １９節、ローマの信徒への手紙６章１３節
《教理問答》 ウェストミンスター小教理問答 問５、ハイデルベルク信仰問答 問８６
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６月１４日 ルカによる福音書　１５章２５節～３７節 【説教展開例】

「感謝しつつ歩む道・愛に生きる」
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　主イエスが語られた、「放蕩息子」のたとえ話に登場する兄息子は、父の恵みの中にいるにも
関わらず、父を軽蔑して離れていった弟息子が帰って来ると、喜ぶことが出来ずにいた。神と隣
人を愛する、人間本来の喜びの姿からかけ離れた姿が、「放蕩息子」の兄には示されている。私
たちもまた、既に神の恵みの内にいるにも関わらず、感謝するどころか、父なる神のもとにあり
ながら、感謝することなく、愛に欠けた関係に陥ることがある。しかし、兄息子を優しく宥める
父親のように、父なる神は、愛と感謝に欠けた私たちに対して、愛に生きる道へと招いているこ
とを知る。

「愛の内に生きる喜びへと導かれている」 

　皆さんは、親しい人と喧嘩をしたことは
ありますか？「あの人だけは赦せない、受
け入れることは出来ない」と感じたことは
ありますか？　学校のお友達や、お父さん
お母さん、兄弟で喧嘩をすると、「口も聞
きたくない！」「あいつが謝るのが先だ！」
「同じ空気を吸うのもイヤだ！」「一緒にい
たくない！」「絶交だ！」と思って、相手
を赦せない気持ち、拒む気持ちで心が満た
されてしまうことがあります。赦せない気
持ちで心がいっぱいになってしまうと、私
たちは目の前にある喜びでさえも、受け入
れられないことがあります。

　今日の聖書の御言葉で、イエスさまは「放
蕩息子」のたとえ話をされました。このお
話には、「一緒にいたくない！」と弟を拒
む兄息子が登場します。お父さんの財産の
分け前を無礼な形で受け取った弟息子は、
自分の思い通りにするために、父親の家を
出て行ってしまいました。しかし財産を好
き勝手に使い果たして、困り果てた弟息子
は、悔い改めて使用人にしてもらおうと、
父親の元に戻ります。しかし父親は弟息子
を迎え入れ、喜びの宴会が開かれ、家中が
喜びに満たされます。

　しかし、その宴会を喜ばない人が登場し
ます。兄息子です。兄息子は、弟息子が家
を離れてからも、父親の言いつけを守って、
厳しい仕事であっても父親のために、家の
ために真面目に働いていました。しかし兄
息子が畑仕事から帰ると、宴会の音が聞こ
えてきます。聞けば、あの弟息子が帰って
きたことを喜ぶ宴会ではありませんか。兄
息子は怒ります。「僕は、あんなやつのた
めに開かれた宴会なんか行きたくない！　
顔も見たくない！」兄息子は父親の喜びの
宴に加わろうとしません。

　このことを聞いた父親は、宴会を抜け出
して、兄息子のもとへ向かいました。宴会
の途中で主催者が抜け出すのは、非常識な
ことでした。父親は兄息子を放っておくこ
とも出来ました。それでも父親は失礼を承
知で、兄息子のもとへ向かったのは、兄息
子も一緒に喜んでほしかったからですね。
しかし、弟息子に対する怒りと恨み辛みは、
父親にぶつけられます。兄息子は「わたし
は真面目にお父さんのために働いてきまし
たが、宴会のために子山羊すらくれたこと
はありません。なのに、あなたの財産を食
いつぶして帰ってきたあなたのあの息子の
ために、肥えた子牛で宴会をするなんて！
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（29, 30節）」。父親に向かって怒りと恨みを
ぶつけます。兄息子は、「あなたのあの息子」
と言って、弟と自分の関係を拒絶します。
兄息子の心は、弟と父親からの愛を拒絶す
る思いに満たされていました。

　兄息子は、父親と一緒に暮らしていまし
た。そして父親の言いつけを守って、真面
目に生きていました。しかし兄息子の心は、
満たされていませんでした。全てを与え、
愛を注ぎ続けてくれる生きた父親と一緒に
生きる喜びで満たされたのではなく、真面
目に働いて、生きるために心を空洞にして
いました。満たされない兄息子の心は、父
親が弟息子の帰郷の祝宴を楽しむ姿を見
て、父親から与えられる愛への感謝ではな
い、怒りや恨み、拒絶の思いに満たされま
す。この兄息子の姿は、ファリサイ派の人
たちに似ていますね。わたしたちは、自分
の力で真面目に生きようと、努力して心を
無にすることがあります。しかし自分の力
で心を整えようとすると、別の思いが入る
隙間になることがあります。

　わたしたちは、たとえ親しい友だち同士
であっても、教会の中であっても、時には
思いがすれ違い、喧嘩や仲違いをして、「一
緒にいたくない！」「同じ場所にいたくな
い！」と、相手を赦すことが出来ず、拒ん
でしまうことがあります。そんな時、私た
ちの心は、この兄息子と同じように、愛と
は真逆の思いに満たされます。
　しかし、弟息子と、弟息子を愛する父親
を受け入れることが出来ない兄息子に対し
て、父親は怒って叱りつけることはしませ
んでした。父親は兄息子に優しく宥めます。
「わたしの子よ、お前はいつもわたしと一
緒にいる。わたしのものは全部お前のもの
だ。だが、お前のあの弟は死んでいたのに
生き返った。いなくなっていたのに見つ

かったのだ。祝宴を開いて楽しみ喜ぶのは
当たり前ではないか（31, 32節）」。イエス
さまのたとえは、この兄息子への問いかけ
で終っています。父親は、愛を拒絶する兄
息子を諦めて関係を絶つことはしません。
むしろ、弟との関係を取り戻し、共に喜ぶ交
わりへと導こうとしているのです。これが
ただ一人の生ける父なる神さまの愛です。

　歴史を通して、救われて神の民となった
イスラエルの民はただ一人の、生きる真実
の神を知りながら、父なる神さまの愛を拒
み、罪を重ね続けてきました。それにも関
わらず、愛である神は、ご自分の民を諦め
ることはなさいませんでした。たとえ愛を
拒み続ける民であっても、ご自分の独り子
であるイエスさまをわたしたちに与えるほ
どに、愛されたのです（ヨハネによる福音
書３章16節）。

　神さまがわたしたちにどれだけ愛と恵み
を注ぎ続けてくださっているのかを知ると
き、わたしたちの心は喜びで満たされます。
わたしたちは、たとえ身近な人であっても、
親しい人の間であっても、小さなことです
れ違い、喧嘩をして、お互いに受け入れあうこ
とが難しくなることがあります。しかしそ
れは、私たちが神さまから注がれた愛でない
もので心が満たされているサインです。

　相手を受け入れられない思いになったと
き、祈ってみてください。それは、父なる
神さまが注いで下さる愛に気づく機会で
す。父なる神さまはいつも問いかけておら
れます。「わたしの愛する者が、私のもと
に帰ってきたのだ。喜ぶのは当然ではない
か」。神さまが注ぎ続けてくださっている
愛に、与え続けてくださっている恵みに感
謝しながら、愛のうちに歩んでいきましょ
う。 （長谷部真）

《今週の暗唱聖句》
「子よ、お前はいつもわたしと一緒にいる。わたしのものは全部お前のものだ。だが、お前
のあの弟は死んでいたのに生き返った。いなくなっていたのに見つかったのだ。祝宴を
開いて楽しみ喜ぶのは当たり前ではないか」 （ルカによる福音書１５章３１、３２節）
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６月１４日 ルカによる福音書　１５章２５節～３７節 【分級展開例Ａ】

愛のこころとは

〈お話のポイント〉

　“善いサマリア人”のたとえの話の中で、
子どもと親のカテキズム問５との関わり
で、Ａ（幼稚科）の子どもたちに知ってほ
しいことは、愛するという気持ちがどうい
うものか、ということである。気の毒な人、
可哀そうな人に、どこまで手を差し伸べて
助けるという実践をすべきか、できるか、
ということではなく、「その人を見て憐れ
に思」うか、ということが大切な点である。
子どもたちに愛の心が芽生えるように、ま
た育まれるように、わずかな心の動きも見
逃すことなく、褒めること、矯めること、
励ますことを意識的に言葉にして伝えた
い。

〈分級で用いるしつもんの例〉

しつもん１
　あなたは、大切にしているもの（おも
ちゃ、えほん、ぬいぐるみ、大切なひとか
らもらったもの、など）を失くしてしまっ
たら、どんな気持ちになりますか？

しつもん２
　飼っていたペットが死んで、おともだち
はとても悲しんでいるとしたら、それはど
んな悲しみでしょうか？　悲しんでいると
もだちを、あなたはどう思いますか？

しつもん３
　イエスさまは、わたしたちを救うために、
十字架にかかって死なれました。どんなお
気持ちで十字架にかかられたでしょう？　
そんなイエスさまを、あなたはどう思いま
すか？
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６月１４日 ルカによる福音書　１５章２５節～３７節 【分級展開例Ｂ】

「感謝しつつ歩む道・愛に生きる」

　放蕩息子のたとえは、弟の物語と兄の物語とが結び合わされて一つの強烈なたとえを構
成します。弟ばかりか兄もまた父との関係において失われていたのです。兄こそは、主イ
エスが招かれ共に食事をしていた徴税人や罪人たちを見下し、主イエスを非難したファイ
リサイ派や律法学者たちのことです。主イエスは、弟はもとより兄をも憐れまれます。そ
して兄も弟も共にご自身の食卓につき、祝うようにと招いて下さいます。このような愛に
生きる交わりを築くことこそ、感謝に生きる生の究極の目標です。
１．弟は、お父さんに対してどんなことをしましたか？
 自分が一番、したかった、楽しいことを行います。ところが、ぼろぼろになってしま
いました。そこで、お父さんの家でいのちをつながせてもらおうと試みます。

２．そんな弟に対して、お父さんはどうしましたか？
 憐れに思ってかけより、大喜びの中で大宴会を催します。生きて帰って来ただけで嬉
しいのです。そればかりか、自分のした悪い事を自覚した弟のために改めてお金を用
います。

３．兄は、お父さんに対してどんなことをしましたか。
 いつものように畑で働く、まじめな兄です。何年もお父さんに仕えています。言いつ
けに背いたことは一度もないと言うほどです。

４． そんなすばらしい兄なのに、どうしてお父さんのすることにカンカンに怒っているの？
 本当は、もともとお父さんとの関係がよくなかったのです。それは、自分に注がれて
いる愛を疑う心があったからです。そのために弟ともよい関係になれなかったと思わ
れます。

５．そんな兄に対して、お父さんはどうしましたか？
 祝宴の責任者なのに、家の外に飛び出て、兄を説得します。父は、弟だけではなく兄
のこともかわいくてしかたがないのです。父と子との愛の関係が成り立つとき、兄弟
どうしの関係も成り立ちます。

６．兄はこの後、どうなったと思いますか？　あなたが兄だったら、どうしますか？　
 この問いの中で、子どもたちの心に聖霊が働かれるようにと……。

７．神さまは、なぜ、感謝することを求めておられるのですか？
 神は、私たちが健康な信仰の歩みを続けるために、常に、神がわたしに何をしてくださっ
たのかに目を注がせるように、こうして、感謝せざるを得ないようにと導かれます。　
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６月１４日 ルカによる福音書　１５章２５節～３７節 【分級展開例Ｃ】

「感謝しつつ歩む道・愛に生きる」

１．弟は、お父さんに対してどんなことをしましたか？
 生きているお父さんに「遺産」を求めます。つまり、弟は父を心の中で殺しました。
ただちに、自分が一番したかったことを行います。ところがかえって、自分のぼろぼ
ろな姿をさらけ出すことになります。お父さんと共に生きる生活こそ、本当の人間ら
しい生き方だったことに気づきます。

２．そんな弟に対して、お父さんはどうしましたか？
 かわいそうとの激しい感情が溢れかけよります。息子が生きていたこと、戻ってきた
ことを大喜びし、したことのなかった大宴会を催します。なんの小言も言わず、嬉し
さを爆発させ、放蕩の限りを尽くした弟のためになお金を用いる無尽蔵な憐み、赦し、
恵みを施してしまう、それが父なる神なのです。

３．兄は、お父さんに対してどんなことをしましたか。
 いつものように真面目に畑で働いています。お父さんにずっと仕えています。言いつ
けに背いたことは一度もない（ただし、言葉どおりに受け止めることはできないと思
います。言い付けを守るとは、本来、親心を喜び、感謝し、うれし涙の中で守ること
なのですから。）と言うほどです。

４．そんなすばらしい兄なのに、どうしてお父さんのすることにカンカンに怒っているの？
 おそらく兄は、弟とまたお父さんとも関係がよくなかったと思われます。弟のために
開かれた宴会事件で表面に現れてしまいました。まじめな自分のことを、本当なら弟
以上に可愛がってくれるのが当たり前だと思っていたのでしょう。それが正反対で
あったと思い違いして、遂に切れてしまったのです。

５．そんな兄に対して、お父さんはどうしましたか？
 祝宴の責任者なのに家の外に飛び出て、家に入るようにと兄を説得します。父は、お
兄さんのこともかわいくてしかたがない。父と和解させ、弟を兄弟として受け入れる
ようにと心を砕かれるのです。

６．このお兄さんは、その後、どうしたと思いますか。それはなぜですか。あなたがお兄
さんだったら？

 ・怒ったまま。 →　  いよいよ、反発を募らせて、とうとう父親を殺してしま
う。

   歴史においてなされた現実。十字架のイエスの予表。
　　・家の中に入って行く。→  自分の心の底にため込んでいた思いを父にぶつけるこ

とができ、お父さんの気持ちも分かった、つまり心と心
が真に通い合えたから。そうじゃないと、このお話しは
まとまらないと思うから。　父の心を知り、自分の心を
打ち明けるために、お祈りすることが不可欠！
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６月２１日 マルコによる福音書１章３５～３９節 【解説と黙想】

感謝しつつ歩む道・祈りに生きる

○祈る主イエス

　祈られる前、主イエスは人々のただ中で
汚れた霊に取り憑かれた男を癒やし、多く
の病人をいやすというめざましい働きをな
されていました。その働きを休み、わざわ
ざ人里から離れて祈られました。主イエス
は地上のご生涯を歩まれているとき、しば
しばこのような行動をなされました。その
時間にも奇跡の業をなして宣教したほう
が、より多くの人々を導くことができそう
に感じてしまいます。それでも主イエスは、
人々から離れて祈ることを必要とされまし
た。この行動は、一見すると非効率です。
それでもしばしば手を休めて神に祈ること
が、救われた者の歩みには必要なのです。
○祈りとはなにか

　祈りは、しばしば「神との対話」として
説明されます。神はわたしたちを御自身と
の対話である祈りへと招かれます。神はわ
たしたちの祈るすべての言葉を聞いてくだ
さいます。これは驚くべき恵みです。それ
と共に、祈りが対話である以上、祈る者か
ら神への一方通行では成り立ちません。双
方向の営みであるべきです。カルヴァンは
祈りを、御父の内にあると教えられたもの
を請い求めることとして説明しています
（キリスト教綱要３篇20章１節）。ですから
祈りでは、自分の思いを神に申し述べるだ
けでなく、わたしたちの父である神がわた
したちに何を与えようとしておられるかを
聞く姿勢が大切です。
　神はわたしたちが願う前から、わたした

ちに必要なものをご存知です（マタイ６章
８節）。ですから、祈りはわたしたちの願
いを神に知ってもらうためにするのではあ
りません。祈りの目的は、神との対話をと
おして、わたしたちが実際の歩みの中で神
からどのような恵みを与えられているを知
り、感謝するためなのです。まず御言葉に
聞き、そこで約束されている恵みを祈りに
よって請い求める。この繰り返しによって
わたしたちの心は、神への感謝に導かれる
のです。
○祈りが求められていることの意味

　子どもと親のカテキズムの問５では、神
がわたしたちに求めておられることが教え
られています。それは身を粉にして働き、
神に貢献することではありません。目の前
の成果ばかりを求めて神に祈ることに無頓
着であるならば、わたしたちはすぐに神の
内にある恵みを忘れてしまいます。請い求
めることなく与えられた恵みは、神から与
えられた恵みではなく自分で勝ち取った当
然の成果であるかのように誤解してしまう
からです。だからこそ、神の子どもとされ
たわたしたちは、神の子どもらしく父なる
神の内にある恵みを請い求め続けることが
大切です。このことを、しばしば働きの手
を休め、人里離れたところで祈っておられ
る神の御子主イエスの御姿から教えられま
す。祈りつつ歩むことによって、わたした
ちは神への感謝とともに人生を歩むことが
許されるのです。 （三輪　誠） 

《参照聖句》  マタイ７章７～１２節、一テサロニケ５章１６～１８節
《教理問答》 ハイデルベルク信仰問答 問１１６～１１９
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６月２１日 マルコによる福音書１章３５～３９節 【説教展開例】

感謝しつつ歩む道・祈りに生きる
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神さまに祈ることの大切さと恵みを知り、祈りをとおして日々父なる神さまから与えられてい
る恵みに感謝することへと導かれる。

「祈りによって恵みを知る」

　神さまがわたしたちに求めておられるこ
とはなんでしょうか。神さまのために自分
のやりたいことを我慢して、一生懸命神さ
まにお仕えすることでしょうか。そうでは
ありません。子どもと親のカテキズムの問
５によれば、神さまがわたしたちに求めて
おられることは、祈りつつ歩むことだと教
えられています。
　神さまの御子であられるイエスさまも、
祈りつつ歩まれました。今日見ているマル
コによる福音書１章35節以下でも、イエス
さまが祈られたことが記されています。こ
こでイエスさまは、人里離れたところへ出
て行って祈っておられました。祈られる前、
イエスさまは悪霊を追い出したり、人々を
癒したりして、神さまのために一生懸命働
いておられました。それはみんなが喜ぶ素
晴らしい御業でした。その御業を休めて、
わざわざ人々のいないところに行って、イ
エスさまは祈られたのです。それほどまで
に祈ることは、大切なのです。どうしてこ
んなにも祈ることが大切なのでしょうか。
なぜ神さまは、わたしたちに祈ることを求
めておられるのでしょうか。考えてみま
しょう。

　そもそも「祈り」とは何でしょうか。そ
れは神さまとお話しすることです。神さま
は、わたしたちとお話ししたいと望んでお
られるのです。みんなが誰かとお話したい
と思うときは、どんなときでしょうか。ど

んなときにお父さんやお母さん、お友だち
とお話しするでしょうか。それは自分の
思っていることや考えていることを、相手
に知ってほしいときです。相手に自分の思
いを知って欲しくないならば、わざわざお
話しする必要なんてないですよね。みんな
が神さまにお祈りしたいと思うときがある
ならば、それはきっと神さまに聞いてほし
いことがあるときでしょう。
　わたしたちは、毎日生活する中でいろん
なことを経験します。おもしろいことも、
つまらないことも、うれしいことも、うれ
しくないことも起こります。特に苦しいと
きや、かなえてほしいことがあるとき、神
さまに聞いてほしいと思うのではありませ
んか。そんなときにわたしたちは、神さま
にお祈りしたいと思うでしょう。神さまは、
ぜひお祈りしてねと、わたしたちを招いて
くださっています。そしてわたしたちの祈
りの言葉を、神さまはすべて聞いてくだ
さっています。神さまは、わたしたちのこ
とを誰よりも知っていてくださるのです。

　ここでみんなには、お祈りが神さまとお
話しすることだということを、もう一度心
に留めてほしいのです。もしわたしたちが
お友だちとお話するときに、相手ばかり話
していて自分の話をお友だちが全然聞いて
くれなかったらどうでしょう。それでは、
そのお友だちとお話ししたことになりませ
んね。お互いに思っていることを話して、
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お互いに相手の話を聞く。これができては
じめて「お話しした」ということができます。
　神さまにお祈りするときも同じなので
す。お祈りは神さまとお話することですか
ら、わたしたちが思っていることを神さま
に「お願いします、お願いします」と伝え
るだけでは十分ではないのです。わたした
ちも、神さまがどんなことをわたしたちに
願われているのだろうと、神さまのお話を
聞くことが大切なのです。神さまは、ご自
身がどれほどわたしたちを愛しているか、
わたしたちにわかって欲しいのです。だか
ら神さまはみんながお祈りすることを望ま
れていますし、みんながお祈りすることを
心待ちにしておられるのです。
　神さまは、ただわたしたちがお祈りする
のを待たれているだけではありません。ま
ず神さまのほうから、聖書の御言葉をとお
してわたしたちに語りかけてくださってい
ます。そこには、神さまがイエスさまを与
えてくださったほどにわたしたちを愛して
おられることや、神さまがわたしたちに必
要なすべてのものを、恵みとして与えよう
とされていることが示されています。ここ
に示されている恵みを神さまの子どもであ
るわたしたちが祈り求めるとき、わたした
ちの父である神さまは喜んでその恵みを与
えてくださるのです。

　ところで神さまは、なんでもご存知のお
方です。ですから、実はわたしたちが祈り
求める前から、わたしたちの必要なものを
すべて分かっておられます。ならばわたし
たちは、わざわざ神さまに祈る必要はない
のでしょうか。そうではありません。わた
したちの必要をすべて分かっておられる神
さまは、わたしたちが祈り求める言葉を聞
いてから恵みを与えられることをお望みに
なられます。それは、わたしたちが神様か

ら与えられた恵みに感謝することができる
ようにするためなのです。
　もしわたしたちが何もしなくても何不自
由なく必要なものがすべて与えられたらど
うでしょうか。いつしか、それは与えられ
て当然だという思いになっていくでしょ
う。神さまから恵みとして与えられたもの
なのに、それを恵みと感じることができな
くなってしまいます。それでは恵みを与え
てくださった神さまに、感謝することがで
きなくなってしまうのです。また今日のお
話の最初で、神さまがわたしたちに求めて
おられることは、神さまのために自分のや
りたいことを我慢して、一生懸命神さまに
お仕えすることではないとお話しました。
例えば、神さまに祈り求めることをせずに、
みんなが一生懸命神さまのために頑張った
としましょう。その後に自分の欲しかった
ものが手に入ったら、みんなはどう思いま
すか。「自分が神さまのために頑張ったか
ら、神さまは欲しかったものをくださった
んだ」と思うでしょう。それはもう神さま
から与えられた恵みではなく、神さまに一
生懸命仕えたことに対する神さまからのお
礼として受け取っているということです。
恵みとして与えられているはずのものを、
もらえて当然のように思ってしまうので
す。でも実際にはそうではありません。わ
たしたちが与えられているすべてのもの
は、もらえて当然のものではなく、神さま
から恵みとして与えられているものなので
す。わたしたちは神さまに祈り求めること
によって、神さまから与えられた恵みを、
ちゃんと神さまの恵みとして受け取ること
ができるのです。このことをとおして、わ
たしたちの幸せを誰よりも願っておられる
父なる神さまに対して、神さまの子どもで
あるわたしたちは心から感謝しながら歩み
続けることができるのです。 （三輪　誠）

《今週の暗唱聖句》
いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。これこそ、
キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです。
 （テサロニケの信徒への手紙一６章１６～１８節）
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６月２１日 マルコによる福音書１章３５～３９節 【分級展開例Ａ】

子どもたちが祈る祈り

〈お話のポイント〉

　“祈り ”については、子どもと親のカテ
キズム問84以降、主の祈りを入れて最後問
97問までを、『祈りに生きる道』としての
問答がある。問５後半にある「祈りつつ歩
む」は、問５前半の神と隣人を愛し、神の
被造物を大切にする心、その心の源泉を自
らに持つことのない罪の人間にとって、再
生した心からの祈りをもって、愛の根源で
ある神に尽きない愛をいただくことができ
るように、乞い願う “祈り ”は必要不可欠
であることを教えている。
　カファルナウムの町中の人たちが、イエ
スのもとに押し寄せ、病の癒しと悪霊の追
放を主イエスにしてもらおうと群がった。
そのようなことが続く中、イエスは「朝早
く位うちに、……人里離れた所へ出て行き、
そこで祈」られた。明らかにご自身の本来
の使命である「宣教」を、再認識するため
の祈りであり、宣教のために力を注ぐとい
う方向に心を軌道修正するための祈りであ
る。

〈分級で用いるしつもんの例〉

しつもん１
　あなたは、祈りをすることがあります
か？　まだ祈ったことのない人は、祈るこ
とを考えてみましょう。

しつもん２
　どんなことを祈りますか？　どんなこと
を祈ることができるでしょう？

お祈りのかだい1
　かぞく（両親、兄弟姉妹など）やお友だ
ちを、もっと愛する心（気持ち）が持てる
ようにお祈りしてみましょう。ことばにし
てみましょう。

お祈りのかだい2
　ようちえん、ほいくえんの先生や、きょ
うかいの先生たちのために、祈ってみま
しょう。あなたなら、どんな祈りをします
か？
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６月２１日 マルコによる福音書１章３５～３９節 【分級展開例Ｂ】

感謝しつつ歩む道・祈りに生きる

　主イエスほど行動的な生涯を生き抜かれた方はおられません。悲しむ者、苦しむ者、不
安や孤独に心がしぼんでいる者たちのところに出向き、神の国の到来を現されたのです。
最後はご自分のお命まで私どものために捧げられました。しかし、それは決して「行動主
義」的ではありません。主イエスは祈りの人でした。常に、父なる神により頼み、み心を
尋ね、共に生きようと深く静まる時を設けられました。主の祈りに生きるお姿の中に、キ
リスト者の生の力、あるべき姿が示されています。祈りによって、すべてを神の栄光に帰
しながら、神の恵みのみに頼る生き方を示されたのです。祈りこそ、神への「感謝そのも
の」であり、また、すべての行動、生活、生き方が「感謝となるため」の筋道があります。
１．あなたはお祈りしていますか？ 
　　　はい。 →  すばらしい！（ほめてほめて、ほめまくりましょう！　聖霊の神さ

まが、あなたにお祈りができるようにと働いていて下さるから、先
生は、嬉しのだよと。）　「天のお父さま、アーメン」これだけでも
立派なお祈りだね！お父さまと呼ぶだけでもすばらしいね！と。

　　　いいえ。 →  一人では、自分でお祈りできなくても、教会で、お家で、「アーメン」
と言っていませんか？　だったら、いいえではなく、はいで良いの
です。すでにお祈りの空気を吸っています。それは、聖霊のお働き
にあずかっていること。だから、すごいのだと、感動を伝えましょ
う。そして、自分でも声に出して祈るように励ましましょう。

 →  そうなのだね。だったら、今日、ここで、いっしょにお祈りしちゃ
おう。先生がお祈りするので、くっついてお祈りしてね。「天のお
父さま～。○○○○」「わたしは、初めて神さまにお祈りします。
○○○○○○」「わたしが神さまを信じることができるようにして
ください○○○○○○○○○○○○イエスさまの御名前によって、
アーメン。○○○○○○○○○、アーメン」

　　
２． どんなお祈りをしていますか？何をお願いしていますか？ 
　　私たちはイエスさまのおかげで神さまの子どもです。ですから、子どもらしく何でも
御願いしてよいのです。励まして下さい。信仰を与えられて受洗後間もないとき、何でも
祈れ素直に受けとめた筆者は、トイレの自販機からティッシュが出てこなかったとき祈っ
た。もう一度、ガチャンとひねったとき出てきた。今も、忘れられない。子どもたちの素
朴な祈りを神さまが無視することがあるでしょうか。

３．なぜ、お祈りしなければならないのですか？ 
　　お祈りは、神さまとお話すること。神さまと仲良くなるためには絶対に必要な方法。
しかも、神さまが与えて下さった方法。祈りの恵みに教師が心底、驚くことなしに、
祈りを教え、導くことは困難。お祈りは恵み、お祈りは賜物、お祈りは特権、お祈り
は「しなければ……」ではない。共に祈ろう。
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６月２１日 マルコによる福音書１章３５～３９節 【分級展開例Ｃ】

感謝しつつ歩む道・祈りに生きる

　Ｂの序文参照のこと。
１．イエスさまの生活はどのようなものだったのでしょうか？
 マルコ第１章21～31節参照。主イエスは休む間もなく、多くの病人を癒されていまし
た。

２．イエスさまは、なぜ、朝早くまだ暗い内に起きて、ひとりでお祈りされるのですか？
 人々を癒し、助けると言う神の国のお働きは大切です。しかしそれは、ただ人を喜ば
せ、助けるためのものではありません。神の御心を行うためのものです。お祈りは、
神さまからのお力を受け、御心に従うための最強の方法なのです。

３．イエスさまがお祈りを終えたとき、なにか変化がありましたか？ 
 はい。元気を取り戻し、信仰の確信に立ってお働きを続けます。祈りは信仰の原点、
力の源なのです。

４．あなたはお祈りしていますか？ 
 はい。 →  すばらしい！（ほめまくりましょう！同時に、聖霊の神さまがあなた

に働いていて下さるからだと、それがすばらしく、嬉しいのだよと。）
 いいえ。→  教会やお家で、「アーメン」と言っていませんか？その人は、はいで良

いのです。すでにお祈りの空気（聖霊）を吸っています。上述のよう
にこの感動を伝えましょう。そして、自分でも声に出して祈るように
励ましましょう。

５．どんなお祈りをしていますか？ 
 神の子どもらしく何でも御願いしてよいのです。励まして下さい。同時に、「モノ」「デ
キゴト」よりも「神の愛」「神の力」を「信じることができるようにしてください」
と祈るように導きたい。

６．なぜ、お祈りしなければならないのですか？ 
 お祈りは、神さまとお話すること。神さまからのお話しを聴くことから始まります。
神さまに一方的に、話しかけて終わってしまうのであれば、あまりにも残念です。神
は、祈りの手段を与えて、神の善きご意志、ご愛に気づかせようと熱心に求めておら
れます。神さまのその大きな、深い愛の心が分かるとき、神さまは大喜び、私たちも
喜びが湧いてきます。これがお祈りの醍醐味です。

７．神さまは、なぜ、感謝することを求めておられるのですか？
 神は、私たちが健康な信仰の歩みを続けるために、常に、神がわたしに何をしてくだ
さったのかに目を注がせようと導かれます。その結果、感謝せざるを得ないようにと
促してくださいます。
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６月２８日 ペトロの手紙二１章１６～２１節 解説と黙想

「道の光としての聖書・御言葉」

〇カテキズムの解説

　『子どもと親のカテキズム』は序論「は
じめに」で「神さまと共に歩む道」を教え
ている。問１で、私たちにとって一番大切
なことは「神さまの子どもとして、神さま
と共に歩むことです」と教え、問２で、神
さまと共に歩むとは「まことの神さまを知
り、……神さまと人に仕えて歩むことです」
と教えた。
　第一部「信じて歩む道」に入り、まず問
６は、私たちにとって大切な「神さまと共
に歩む」こと、そして何よりも神さまのこ
とを私たちは何によって知ることができる
のかを教える。
〇聖書がなくても神さまがわかる？

　「世界が造られたときから、目に見えな
い神の性質、つまり神の永遠の力と神性は
被造物に現れており、これを通して神を知
ることができます」（ロマ1：20）。
　多くの人が、被造物に現れる創造的力の
うちに神の存在を感じることがあるのでは
ないだろうか。大自然の中に身を置くとき
や満天の星を見る時などに、人間の存在を
超えた圧倒的な力を感じることがある。生
物学者ファーブルは昆虫の足をじーっと観
察しながら「わたしは神の御業を見ている
のだ」と語った。虫の足があまりにも緻密
に造られているのを見れば見るほど、そこ
に神の御手のわざを認めた。
　このように私たちは被造物のうちに神の
存在を知ることができる。しかし、私たち
が「神さまの子どもとして」「神さまと共
に歩む」ために知らねばならない神さまの
御心・愛・恵み・赦しなどを、被造物の存
在から読み取ることは困難である。私たち
が被造物のうちに神についての真理を知る
ことができないのは、罪に堕落し「心が鈍

く暗くなったからです」（ロマ1：21）。
　したがって、罪に堕落し心が鈍く暗く
なった私たちが神さまを知り、救われて、
神さまの子どもとされ、神さまと共に歩む
ことのためには、神さまの言葉である聖書
が絶対的に必要である。
〇御言葉の解説と黙想

　16～18節でペトロは「主イエスの変貌の
出来事」を語る。「わたしたちは、キリス
トの威光を目撃したのです」（16節）。「わ
たしたちは、聖なる山にイエスといたとき、
天から響いてきたこの声を聞いたのです」
（18節）。「わたしたち」とは、ヤコブとヨ
ハネも一緒にいたことを表している。彼ら
はキリストの栄光を直接目撃し、天から響
く父なる神の御声を直接耳で聞いた。（マ
ルコ9、マタイ17、ルカ9）
　律法を代表するモーセと預言者を代表す
るエリヤが聖なる山でキリストともにいた
「変貌の出来事」を証して、「こうして、わ
たしたちには、預言の言葉はいっそう確か
なものとなっています」（19節）とペトロ
は語る。
　モーセもエリヤも神のことばを民に伝え
た預言者である。律法も預言者もやがて来
るキリストを指し示す神のことばである。
その意味で旧約を代表するモーセとエリヤ
が主イエスとともにいるこの場面は旧約の
部分的な成就と見ることができる。
　「預言の言葉」「聖書の言葉」は決して誰
か人間の意志に基づいて自分勝手に語られ
た言葉ではない。著者として選ばれた人々
が、聖霊に導かれて神からの言葉を語った
ものである。それゆえに、私たちにとって
「暗い所に輝くともし火」である。
 （小橋口貴人） 
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６月２８日 ペトロの手紙二１章１６～２１節 【説教展開例】

「道の光としての聖書・御言葉」
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　子どもと親のカテキズム問１から問５では「神さまの子ども」として「神さまと共に」歩む大
切さが教えられた。神さまの子どもとして生きるためにも、神さまと共に歩むためにも、この「神
さま」がどういうお方であるかを知らなければならない。そして神さまと共に歩む道がどのよう
な道であるかを知らなければならない。カテキズム問６は、それは「神さまの言葉である聖書に
よって」知ることができると教える。神さまと神さまの御心を知るためには、聖書が絶対的に必
要であることを子どもたちに教えたい。

「聖書～神さまからの手紙～」

神さまはどういうお方？

　みんなの中で多くの人がお父さんやお母
さんと一緒に暮らしていると思います。一
緒に暮らしていれば、みなさんは自分の親
のことをよく知っていますよね。友だちと
遊んでいてすっかり時間を忘れて夜７時を
過ぎてしまった。帰ったらお父さんお母さ
んがどういう反応をするか、大体わかりま
すよね。学校の算数のテストで90点とれ
た！　お母さんはほめてくれないだろうけ
ど、お父さんに見せたら喜んでくれるな、
とか。何をしたらお父さんお母さんは喜ん
で、何をしたら怒るのか。一緒に暮らして
いれば親のことが分かってきます。
　４月に入ってから、ずっと神さまの子ど
もとして、神さまと一緒に生きていきま
しょうということを学んでいます。みなさ
んが神さまの子どもで、神さまと一緒に生
きているなら、神さまのことがわかってく
るはずですね。みんなにとって、神さまっ
てどういうお方ですか？　神さまのイメー
ジはどうですか。おもしろいお方？　こわ
いお方？　やさしい？　どうでしょうか。
　お父さんお母さんは目に見えるし、会話
もできます。だからよくわかる。でも神さ
まは目に見えないし、実際に声が聞こえて
一緒におしゃべりできるわけではありませ
ん。だから神さまってどういうお方です

か？　と聞かれても、パッと答えられない
かもしれませんね。目に見えない、親と話
すようにはおしゃべりもできない神さまの
ことがどうしたらわかるのでしょうか。
　そのことを教えているのが、今日のカテ
キズムです。問６「まことの神さまを知り、
神さまと共に歩む道は何によってわかりま
すか」。答え「神さまの言葉である聖書に
よってです。御言葉は私たちの道の光で
す」。

　聖書がなくても神さまのことがわかる？
　神さまのことがどうしたらわかると教え
られていますか？　答えは「神さまの言葉
である聖書によってわかる」ということで
す。聖書を読まなければ、私たちは神さま
のことをよく知ることができないよと教え
ています。
みなさんと一緒に考えてみたいと思いま
す。聖書がなくては、私たちは神さまのこ
とがわからないのでしょうか？　聖書がな
くても神さまのことわかるんじゃないかな
あと思うお友だちはいますか？
　パウロがローマの人たちに書いた手紙の
中でこんなことを書いています。「世界が
造られたときから、目に見えない神の性質、
つまり神の永遠の力と神性は被造物に現れ
ており、これを通して神を知ることができ
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ます」（ローマ1：20）。難しい言葉がたく
さんありますけれども、私たちは神さまが
お造りになった世界を見れば神さまを知る
ことができるということを言っています。
創世記の１章を見れば、全てのものは神さ
まがお造りになったものです。つまり、こ
の世界にあるものはすべて神さまの作品で
す。山も海も川も木もお花も動物たちも私
たち一人ひとりも、すべて神さまの作品で
す。その作品を見れば、それらを造ったお
方のことが分かるということです。
　確かに、夜空に輝く満天の星を見たり、
美しい色をした鳥を見たり、きれいに咲く
花を見たりすると、これを造った神さまは
なんと素晴らしいのだろうと感じるときが
あります。神さまの作品の一つ一つが神さ
まの栄光を表しているなあとわかります。
生物学者のファーブルも昆虫の足をじーっ
と観察しながら「わたしは神の御業を見て
いるのだ」と言ったそうですよ。こんなに
細かくきれいに昆虫の足や羽まで造る神さ
まは何と素晴らしいお方なんだろうかと感
動したんですね。
　そういう意味では、神さまの作品（被造
物）を見た時に神さまの素晴らしさがわか
ります。でも、神さまは何を喜ばれ何を悲
しまれるお方なのか。神さまは私たちのこ
とをどう思っておられるのか。神さまは私
たちのために何をしてくださったのかなど
……。私たちが神さまの子どもとして一緒
に生きていくために知らなければならない
多くのことは、やっぱりこの神さまの造ら
れた世界のあれこれを見ただけではわから
ないんですね。
　だから、今日はこのことをしっかりと覚
えてほしいんです。私たちが神さまのこと
を十分に知るためには聖書が絶対的に必要
だということです。

聖書～神さまからの手紙～

　聖書は神さまがわたしたち一人ひとりに
あてて書いてくれたお手紙です。では神さ
まはどのようにこの手紙を書いたのでしょ
うか。実は、神さまはたくさんの人たちを
用いてこの手紙を書かせました。モーセや
ダビデやパウロやペトロ、ヨハネという人
たちに書いてもらったんですね。人々にわ
かる言葉で。
　でも、これらの人たちは決して自分勝手
に書いたのではありません。「なぜなら、
預言は、決して人間の意志に基づいて語ら
れたのではなく、人々が聖霊に導かれて神
からの言葉を語ったものだからです」（２
ペトロ1：21）。聖書を書く人に選ばれた人
たちは、聖霊に導かれて神さまからの言葉
を書き記しました。つまり、聖書を書いた
パウロやペトロたちは、自分の考えを書こ
うと思って書いたのではないのです。神さ
まのことを知ってほしい。神さまの思いを
知ってほしいと思って、聖霊の神さまに助
けられ導かれて聖書を書きました。だから、
聖書は神さまの言葉であり、神さまからの
お手紙なのです。神さまが彼らを用いて聖
書というお手紙を私たちに書き記したので
す。
　神さまはご自分のことをみんなに知って
ほしくてこの手紙を書きました。だから聖
書を読むと、神さまが私たちのために何を
してくださったのか。神さまは私たちをど
う思っていて、どう生きてほしいのかが分
かってきます。
　私たちは神さまの子どもです。そして神
さまと一緒に生きていきます。日々、お父
さんお母さんと会話しながら一緒に生きて
いくように、聖書を通して神さまの言葉を
聞きながら、神さまと出会いながら生きて
いきましょう。 （小橋口貴人）

《今週の暗唱聖句》
「あなたの御言葉は、わたしの道の光　わたしの歩みを照らす灯」
 （詩編１１９編１０５節）
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６月２８日 ペトロの手紙二１章１６～２１節 【分級展開例Ａ】

聖書・神のみことば

〈お話のポイント〉

　神はご意思を伝えるために、預言者をお
立てになられ、預言者を用いて語られた。
その言葉は、預言者の「人間の意志に基づ
いて語られたのではなく、人々（預言者た
ち）が聖霊に導かれて神からの言葉を語っ
た」。だから、聖書の預言の言葉は、神の
御言葉である。

〈分級ゲームの例〉

〔準備〕：
　聖書（旧約39巻、新約27巻）の各巻の名
前を、子どもたちに書かせる。筆記用具は

何を用いてもよい。書くのは、小石、折り
紙、など。
　旧約だけでも、新約だけでも、子供たち
の人数や、制限のある時間に合わせる。
〔遊び方〕：
① 66枚（個）をばらばらにおいて、教師が
聖書の順番通りに巻名を声に出して言
う。66のうちからその言われた巻を見つ
けて、聖書の順序通りに並べてさせる。
② すでに聖書の順番を、歌で覚えているな
ら、ばらばらにおいた小石あるいは折り
紙片を、子どもたちに順序正しく並べさ
せる。
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６月２８日 ペトロの手紙二１章１６～２１節 【分級展開例Ｂ】

「道の光としての聖書・御言葉」

　聖書は、神さまの子として歩み、神の教会と共に歩むために不可欠です。もとより小さ
な子どもたちに聖書を自分で読む習慣をつけさせることは至難です。また、分からないま
まに読ませて行くことは、かえって益にならない場合もあります。そもそも、聖書は、家
でひとりで読むために編まれたものではありません。神の民が礼拝を捧げ、神の民として
つまり教会として生きるためのものなのです。したがって、聖書朗読と説教が、聖書に対
する正しくふさわしい対応です。子どもたちのために聖書を語って聞かせ、その説き明か
しとしての神の語りを、子どもたちの心のキャンバスに描くことこそ、私たちの究極の奉
仕です。神からの語りかけを、自分のために浴びるほど聴いてもらえるように家庭と教会
とで励みましょう。
１．自分の聖書を持っていますか。
 ・はい → 契約の子。
    カバンの中に入れっぱなしになっていませんか？ 暗唱聖句やその日に

学んだ聖書の箇所を家で開いてみましょう！ 先ずは、聖書に触ることか
ら始めると良いと思います。

 ・いいえ → 地域の子。（契約の子の可能性もあり）
    何度か来たら、新約をプレゼントしますと約束し、励ましてみましょ

う。
    新約しか見たことのない子には、聖書を見せて、いっしょに開いてみ

ましょう。↑
   新約も見たことのない子には、新約聖書だけでも十分です。
２．聖書を書いたのは誰ですか？
 マタイやマルコ、パウロやペトロたち、40人余の人たちがそれぞれの時代に書き残そ
う、書き送ろうと思って書かれた人間のことば、人間の書物の集まりです。しかし、
聖書じしんが、「決して人間の意志に基づいて語られたのではなく、人々が聖霊に導
かれて神からの言葉を語ったものだからです。」（Ⅱペトロ1：21）と告白しています。

３．聖書を自分ひとりで読んだことはありますか？
 ・はい →  すばらしい。でも、わからないはず。それが当たり前だと励ましましょ

う。
 ・いいえ →  自分で読む本、読める本だとは思っていない。それで良いと励ましま

しょう。そもそも、聖書は神さまからの愛の語りかけだから、お話し
をよくきくことこそ、大事ですよ、と。

４．何故、聖書は私たちに必要なのでしょうか？
 私たちは神さまのことが分からないまま生きるなら、暗闇の中を歩かされるようなも
のです。余りに危険です。怪我をし命を落とします。聖書は神さまとその御心を教え
て下さり、私たちが転ばないように道を示し、その道を歩めるように照らして下さる
のです。自分の聖書を持っている子らには、その聖書が特別の本で、いつか必ずそこ
から神さまの愛の語りかけを聴き取れるようになると励ましましょう。
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６月２８日 ペトロの手紙二１章１６～２１節 【分級展開例Ｃ】

「道の光としての聖書・御言葉」

　Ｂ序文参照。
 １．聖書を自分ひとりで読んだことはありますか？
　　・はい → すばらしい。
　　・いいえ →  大人でも難しい。子どもたちが読んで理解できないのは、まったく当

たり前のことだと強調してください。ただし、それ以上に「あなたの
ために」書かれた「神さまからの」唯一の手紙であることを強調して
下さい。「神からの言葉を語ったものだからです。」（Ⅱペトロ1：21）

２．聖書は最初から最後まで読まなければ、神さまのことは分かりませんか？
 いいえ、大丈夫です、聖書の御言葉の一句でも、聴いて信じ、信じて行うなら、神さ
まのあなたに対する愛の手紙の意図は果たされます。聖書の一句を通してでも、神さ
まを知り、神さまを喜び、神さまの栄光をあらわすことができます。

３．それなら自分の好きな一句だけ、読めばよいのでしょうか。
 そうとも言えます。小学生や中学生なら好きな箇所を読むだけでも大丈夫です。ただ
し、それだけでは満足できなくなる時が必ず来ます。カテキズムをちゃんと学んだ人
なら、もう、聖書通読に挑戦できる力が着いて来るはずです。それまでは慌てずに聖
書と仲良くなりましょう。

４．そもそも、聖書はひとりで読む本なのでしょうか？
 違います。神は、聖書によってご自身の民を育てようとして私たちに与えて下さいま
した。（二テモ3：16，17）神の民がキリスト教会です。僕たち私たちは、教会を構成
するひとり一人です。聖書は、みんなで集まって、つまり礼拝式の中で聴くためのも
のです。神さまは、聖書の文字のなかにはいらっしゃいません。文字を通して語られ
る御声、つまり、聖書の「朗読」とその「説教」によって、私たちに働きかけ、届い
て下さいます。だから、教会でいっしょに読んで行きます。そして、そのふさわしい
準備と実践のためにこそ、家で、ひとりで聖書から神さまの御声を聴く必要があるの
です。神といっしょに歩むためには、聖書は絶対に必要です。共に読み、ひとりで読
む。この相互関係、命のリズムが教会とキリスト者を神の人として整えるのです。

５．神からの愛の手紙は返信することを求めておられますか？
 そうです。その人の人生そのものが、神への返信となります。御言葉を聴くのは、自
分という用紙に神のことばを書きこんでいただくためです。もし、読みにくい字や落
書きでびっしりだったら？　この手紙を読んでもらうべき相手（隣人）には、さっぱ
り分かりません。だからちゃんと聴くのです。人を動かすのは感謝でした。読む極意
は、神さまに感謝できますようにと祈りつつ読むところにあります。
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４月５日
暗
くら

闇
やみ

に追
お

いつかれないよう
に、光

ひかり

のあるうちに歩
ある

きなさ
い。 【ヨハネ12：35】

４月12日 
「あなたは、わたしに従

したが

いな
さい」
 【ヨハネ21：22】

４月19日  
アブラハムとその子

し

孫
そん

に対
たい

し
て約

やく

束
そく

が告
つ

げられましたが、
その際

さい

、多
おお

くの人
ひと

を指
さ

して
「子

し

孫
そん

たちとに」とは言
い

われ
ず、一

ひと

人
り

の人
ひと

を指
さ

して「あな
たの子

し

孫
そん

とに」と言
い

われてい
ます。この「子

し

孫
そん

」とは、キ
リストのことです。
 【ガラテヤ3：16】

４月２6日
あなたがたは食

た

べるにしろ飲
の

むにしろ、何
なに

をするにしても、
すべて神

かみ

の栄
えい

光
こう

を現
あらわ

すために
しなさい。
 【１コリント10：31】

５月３日
御
み

言
こと

葉
ば

を宣
の

べ伝
つた

えなさい。折
おり

が良
よ

くても悪
わる

くても励
はげ

みなさ
い。 【２テモテ4：2】

５月10日
主
しゅ

イエスを信
しん

じなさい。そう
すれば、あなたも家

か

族
ぞく

も救
すく

わ
れます。【使

し

徒
と

言
げん

行
こう

録
ろく

16：31】

５月17日
まだ遠

とお

く離
はな

れていたのに、父
ちち

親
おや

は息
むす

子
こ

を見
み

つけて、憐
あわ

れに
思
おも

い、走
はし

り寄
よ

って首
くび

を抱
だ

き、
接
せっ

吻
ぷん

した。 【ルカ15：20】

５月24日
彼
かれ

らは、使
し

徒
と

の教
おし

え、相
そう

互
ご

の
交
まじ

わり、パンを裂
さ

くこと、祈
いの

ることに熱
ねっ

心
しん

であった。
 【使

し

徒
と

言
げん

行
こう

録
ろく

 2：42】

５月31日
悔
く

い改
あらた

めなさい。めいめい、
イエス・キリストの名

な

によっ
て洗

せん

礼
れい

を受
う

け、罪
つみ

を赦
ゆる

してい
ただきなさい。そうすれば、
賜
たま

物
もの

として聖
せい

霊
れい

を受
う

けます。
 【使

し

徒
と

言
げん

行
こう

録
ろく

 2：38】
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６月７日
イエスは、近

ちか

寄
よ

って来
き

て言
い

わ
れた。「わたしは天

てん

と地
ち

の一
いっ

切
さい

の権
けん

能
のう

を授
さず

かっている。」
 【マタイ28：18】

６月14日
お前

まえ

のあの弟
おとうと

は死
し

んでいたの
に生

い

き返
かえ

った。いなくなって
いたのに見

み

つかったのだ。祝
しゅく

宴
えん

を開
ひら

いて楽
たの

しみ喜
よろこ

ぶのは当
あ

たり前
まえ

ではないか。
 【ルカ15：32】

６月21日
絶
た

えず祈
いの

りなさい。
 【１テサロニケ5：17】

６月28日
あなたの御

み

言
こと

葉
ば

は、わたしの
道
みち

の光
ひかり

、わたしの歩
あゆ

みを照
て

ら
す灯
ともしび

。 【詩
し

編
へん

119：105】
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2020年７～８月カリキュラム（第77号）
─救済史に基づく２年サイクル　第１年─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句
　　単 元 の 目 標

７月５日
人生の光 問６ ウ小2－3

ヨハネ4：43－54 詩編119：105
生きておられる神は、聖書を通して今も具体的に導かれる。光の中を歩もう。

７月12日
聖書の内容 問７ ―

テモテ二3：15－17 テモテ二3：15，16
 聖書は、神と信仰生活について記された愛の手紙。福音的に読み、味わおう。

７月19日
三位一体の神さま
人格としての神

問８ ―
ヨハネ4：1－26 ヨハネ4：24

神は人を対話の相手として創造された。神とお話する歩みを深めよう。

７月26日
三位一体の神さま

神の属性
問８

ヨハネ4：1－26 ヘブライ13：8
 霊にして、永遠、不変、偏在の生ける唯一の神なくして被造物なし。

８月２日
唯一の神 問９ ウ小5

申命記4：32－40 申命記4：35
 まことの神はただおひとり。この神のみを神とする幸いを知ろう。

８月９日
偶像礼拝の空しさ 問10 ウ小47，48

イザヤ44：9－20 レビ19：4
偶像を求め、あふれる社会の中で、神の悲しみを思い、真の礼拝を求めよう。

８月16日
三位一体・神の本質 問11 ―

マタイ28：16－20 ヨハネ一4：16
 いのちと愛の交わりの内にいます三位の神と交わる至福を求めて生きよう。

８月23日
三位一体・神の経綸 問12 ウ告白8：6，8

エフェソ1：3－14 テモテ二1：9
 真の神が全存在をもって、人間を救われる。救いの神とその確かさをたたえよう。

８月30日
父なる神の本質 問13 子ども11、ウ大10，11

マタイ6：25－34 ヨハネ1：18
 キリストの父であるゆえに私たちの父となって下さった主権者をたたえよう。

９月６日
創造者なる神 問14 ウ小9、ウ大15、ハイデ26

創世記1：1－5 コリント二4：6
 無から良いものを創造された神の恵みをたたえ、善きものらしく生きよう。

９月13日
摂理の神 問15 ウ小11、ハイデ27，28

エステル4：1－17 エステル4：14b
 歴史を創造し、支配する神のよき力を信頼し、へこたれず、安心して生きよう。

９月20日
父なる神の親心 問16 ウ小11、ハイデ1

ヘブライ12：5－11 ローマ8：28，30
父なる神は、神の子のためにどんなことでも益に変えられる。神のみに頼ろう。

９月27日
人間・神のかたち 問17 ウ小10

創世記1：26－28 詩編8：4，5
 神のかたちに似せられた自分と他者の尊厳を知り、輝く人間、人生を求めよう。



E－ mail　shintoko_ch_pastor@yahoo.co.jp　長田詠喜
01620 － 8－ 39213　長田詠喜
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〈あとがき〉

●新型コロナの春。小中高生は突然の休校
にどのような思いで過ごしているのでしょ
うか。学校だけが安全地帯の子ども達は大
勢いるはずです。施策に暗澹たる思いです。
一方教会でも、楽しみにしていた中・大会
のキャンプがなくなりました。適切な対応
と思います。そのような中で今、毎春恒例
の６年生の子と向き合っています。牧師は、
中学生になる前の子らに絶対、マンツーマ
ンでカテキズム教育をしてあげなければな
らないと思わされます。灯されている信仰
の火が、中学校生活で消される事例が多い
からです。してあげられなかった子どもた
ちのことを、申し訳ない思いで思い出しま
す。（相馬伸郎）

●新年度を迎え、「子どもと親のカテキズ
ム」に沿った２年間のカリキュラムが始ま
りました。今年度中には「子どもと親のカ
テキズム－解説」も出版される予定です。
ぜひこちらも参考にしてください。

●新しい試みとして分級展開例から年齢表
記を外しました。大まかな目安として、以
下を考えています。
　分級 A：文字を読めない年齢
　分級 B：聖書を読める年齢
　分級 C： 聖書箇所から展開して考えられ

る年齢
　分級 D：覚え歌など
　それぞれの生徒の理解度に応じて参考に
していただければと思っています。
　また新しい試みですので、編集部として
も手探りです。ご意見をお寄せください。

●毎回綱渡りの編集が続いております。特

に今号は編集担当者の健康上の理由が重な
り、購読いただいている皆様にはご迷惑を
おかけする結果となりました。お詫びいた
します。なんとか乗り越えることができま
したことは感謝です。
　編集部では編集に関わる奉仕をお願いで
きる方を募っております。一部でもお願い
できる方、紹介いただける方はぜひご連絡
ください。（長田詠喜）

●「中世の歴史をひもとくと、ペストの文
字に必ず出会う……この嵐に損なわれるこ
と多く、その犠牲者の数は夥しかったし、
それにどのような覚悟をもって対処をする
かは、神学的、信仰的な、厳しい問いであっ
た」（『魂の配慮の歴史１』訳者まえがき）。
与えられた今回の試練を乗り越えていく愛
と知恵を、神が私たちに備えてくださいま
すように。（西堀　元）

※ バックナンバーを御希望の方は下記まで
ご連絡ください。
　　長野佐久伝道所　牧野信成
　  〒385－0051
　　長野県佐久市中込3－9－1
　　Tel & Fax ： 0267－62－2409
　　E－ mail： rcjnaganosaku@gmail.com





まえがき
　立石章三（横浜中央教会牧師）
巻頭説教
　小峯　明（船橋高根教会牧師）
教会学校教師のための説教準備ガイド１
　牧野信成（長野佐久伝道所宣教教師）
長老になるための教育準備（1）
　市川康則（千城台教会牧師）
家庭における契約の子の教育について
　ステファン・ファン・デアヴァット
 （神戸改革派神学校専任教授）
　カリナ・ファン・デアヴァット
受洗の証
　田好基生（江古田教会）

イラスト作画
　表紙　中村未生（春日井教会・IBUKI）
　　　　高橋乃亜（湘南恩寵教会・IBUKI）
　聖句カード
岡野美佳（青葉台キリスト教会）

聖書黙想・説教展開例
　石原知弘　　（東京恩寵教会牧師）
　小澤寿輔　　（高知教会牧師）
　長田詠喜　　（新所沢教会牧師）
　袴田清子　　（灘教会）
　佐野直史　　（銚子栄光教会牧師）
　高内信嗣　　（山田教会牧師）
　柏木貴志　　（岡山教会牧師）
　坂部　勇　　（厚木教会牧師）
　三川共基　　（松戸小金原教会牧師）
　長谷部真　　（堺みくに教会牧師）
　三輪　誠　　（浜松伝道所宣教教師）
　小橋口貴人　（那加教会牧師）

分級展開例
　愛智　愛　　（新座志木教会）
　畑中寿子　　（田無教会）
　光が丘聖書発見学習案内者訓練会
　小堀尚美　　（花小金井教会）
　相馬伸郎　　（名古屋岩の上教会牧師）
　牧野信成　　（長野佐久伝道所宣教教師）
　長田詠喜　　（新所沢教会牧師）
　西堀　元　　（熊本伝道所宣教教師）
　小川　洋　　（高松教会牧師）
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